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　友とも利り梓あずさ。

　もしこの愛あい洲す学院にトレンドランキングがあったら、その名は毎日上位に入っている。

「あっ、友ちゃん！　先週は相談に乗ってくれてありがとう！」

「私からもお礼を言わせて!?　高たか倉くらってば、友利のおかげでようやく気になってた大学生と付き合えて……！」

「さっすが梓！　また解決しちゃったね！」

　朝の教室。

　登校早々、友利は女子数人から熱烈な歓迎を受けていた。

　しかし俺を含めた他のクラスメイトたちは別に驚いていない。

　これくらい『みんなの友だち』からしたら日常茶飯事だからだ。

「でも、よかったね高倉。友利がライバルじゃなくて味方でさ」

「あー、梓が恋敵だったら勝ち目ないもんね」

「友ちゃんってたとえるなら高たか嶺ねの花って感じで……いや、それは違うか」

「そうね。どう考えても高嶺の花とは真逆よ」

　クラスメイトの言葉に同意してしまう。

　高嶺の花というのは遠くにあって手が届かないものを指す。もしくは大変お値段の張る代物。

　文字通り高値の花というわけである。

　けど友利は誰でも手が届く。

　つまり──。

「千ち冬ふゆの言う通り。私とか野花がいいとこだよ」

　謙虚だが華やかな笑顔で友利は言った。

　そう、彼女は高嶺の花じゃない。

（でも、ただの野花とも違う）

　たとえるなら世界一綺き麗れいなタンポポ。

　道ばたに咲いていたら誰もが思わず立ち止まって人だかりができるような……なんて、ついそんなことを考えるくらいに友利は愛らしかった。

　絶世の美女ってわけじゃない。

　それでも目を引くのは人懐っこさを満載した大きな瞳。

　肩口で切り揃そろえられた栗くり色いろの軽やかなボブカットと鮮やかな赤いリボン。

　背はやや小柄だが制服の上からでも十分わかる見事なボディライン。

　何より特別なのは笑顔。

　愛あい嬌きようたっぷりのそのスマイルは凍りきった人間の心すらも簡単に溶かしてしまう。

　さっきも言った通り美女じゃない。

　けれど、あきらかに美少女。

　一昔前に『会いに行けるアイドル』なんてフレーズが流行はやったが、友利梓は愛洲学院の『友だちになれるアイドル』だ。

「なあ、梓ー？　宿題見せてくれねえ？」

「あ、あの、梓ちゃんっ。週末、ボドゲ研の助すけっ人とに来てくれませんか？　私たちと大会に出てほしくて……メ、メンバーが足りなくて困ってて……」

「友利友利！　今度遊びに行こうぜ！　部活の先輩がおまえも誘えってうるさくてさ！」

「おっけー！　宿題は２時間目の数学？　ノート貸すからうまいこと写してね。ボドゲ大会はぜひ！　ガタンかソンヌカルカが種目だといいな～。それと遊びの件は……ごめんね？　今回はパス」

「は？　なんでオレだけ断んだよ？」

「たぶんその先輩ってサッカー部の藤ふじ代しろさんでしょ？」

「えっ、なんで知って……あっ！　もしかして藤代先輩に告こくられたとか？」

「そんなことはないけどさ」

　笑顔で否定する友利。

　けど、クラスメイトたちは気づいてる。

　今のは藤代先輩とやらを気づかった嘘うそだろう。

（またこのパターンか）

　友利梓に唯一欠点があるとしたら、男女問わず友だちが多いのに誰とも付き合おうとしないガードの固さ。

　その藤代先輩も友利に交際を申しこんだ。

　で、残念ながら彼女の心のゴールネットを揺らすことはできなかった。

　しかし、本人はあきらめきれずに後輩を使って延長戦を挑もうとしたわけだ。

「ちょ！　藤代先輩ってマジ!?」

「サッカー部のエースじゃん！　しかも親が代議士！　３年の中じゃトップクラスで格かつ好こいいのにもったいない！」

「こ、今年に入って何人目でしょうか？」

「弁護士の息子、大手ゲーム会社の跡取り、芸能事務所所属の現役モデル……」

「梓玉砕者の会がまた豪華になったじゃん！」

　たしかに豪華すぎる顔ぶれだった。

　そもそもこの学院にはそういう肩書を持った生徒が多い。

　私立愛洲学院は神奈川県にある国内指折りの進学校。

　偏差値は七十オーバー。

　幼等部から大学までの一貫教育。

　名門愛洲大学が数十年前に設立した歴史こそ浅い学校だが、その名声は国外にまで届く。

　様々な業界のトップエリートを輩出してきた。

　同時に学費がかなりお高いため、通っているのはさっきみたいな豪華な肩書を持った優等生ばかり。

　そして友利梓はそんな優等生たちのトップ。

（家柄こそ普通だけど、スペックが圧倒的すぎる）

　成績は学年２位。

　帰宅部なのにスポーツテストで全国上位に入る超人的な身体能力。

　あまりの天才ぶりに入学１週間で生徒会から特例のスカウトが来たという逸話。

　さらに驚くべきはそんな人間離れしたステータスを持ちつつも、陽キャスポーツ男子から陰キャインドア女子まで分け隔へだてなく愛嬌を振りまく人当たりのよさ。

『みんなの友だち』

　そんな風に呼ばれるくらい友人が多いのもうなずける。

「ツイッターかインスタ始めれば？　もっと玉砕者増やせるわよ？」

「やだよ～。ＳＮＳって苦手だから、よっぽどの理由がない限り絶対やらない……あ、話変わるけど先生が遅れるって聞いたから、自習でもしてよっか！」

　友利の綺麗な号令ソプラノのもと、お行儀よく自習の準備を始める生徒たち。

　素晴らしい統率力。

　今日も平和な一日が始まる。

　文武両道で完璧な委員長のもと、クラスは一致団結するのであった。




「──で、キミは一体何をしてるのかな、鍵かぎ坂さか君きみ孝たかくん？」




　そう、約一名を除いて。

「今日発売の漫画を読んでる」

　スマホで電子書籍を読みながら、隣の席から小声で話しかけてきた友利に返事をする。

「漫画ばっかり読んでると成績が下がっちゃうよ？」

「心配ない。これは単なる息抜きだ」

「まあ、たしかにキミは授業はちゃんと受けてるけど」

「予習復習もマジメにやってるぞ」

「へえ。ならなんで学級委員の仕事はマジメにやらないの？」

　さっきまで振りまいていた明るさとは正反対のシニカルさ。

　友利は天使のような笑顔で、悪魔のように毒づく。

「自分の成績さえよければクラスのことはどうでもいいのかな、この個人主義者」

「ああそうだよ、この全体主義者」

「相変わらず口振りが腐ってるね。頭に発はつ酵こう食品でも入ってるの？」

「正解。うらやましいだろ？　頭の中が空っぽなあんたからしたら」

　遠慮のない悪態の応酬。

　これが俺と友利の日常である。

「みんな言ってるぞ。友利がいれば鍵坂は名前だけの副委員長で十分って」

「ダメ。反面教師にしたいの。成績は上々だけど人間としては最底辺なキミの姿を見せつけることで、みんなが成長して──」

「うるさい八方ビッチ」

「!?　び、美人じゃなくて？」

「誰とでも仲良くするんだからビッチの方がお似合いだ」

「辛らつすぎ！　最低！　クズ！」

「あんたの口振りもまあまあ辛らつだぞ」

「そんなだから友だちできないんだよ、ぼっちくん」

「ぐっ!?　俺だって友だちくらいいるさ……」

「どうせネットのオタ友でしょ？　ツイッターで相互フォローするだけの関係でしょ？　私ならキミみたいな個人主義者は真っ先にブロックしてコミュニティから排除するよ？」

「……なあ。どうしてあんたはそう口が悪いんだ？」

「ご安心を」

　友利は白くて細い指でちょこっと俺を指さしてから、

「私の口が悪くなるのは、鍵坂くんだけだから」

　真っ赤な舌先をほんの少しだけ出して、べーっ。

　ああ、さっき友利梓の欠点は一つだけと言ったが、訂正しよう。

　男女問わず交際を断ってる以外のもう一つのマイナスポイント。

　彼女は俺にだけやたら辛らつな毒舌を吐くのである。

「あれ？　鍵坂ってばまた嫌いや味み言われてる？」

「珍しいよね、誰にでも優しい梓が辛らつになるなんて」

「鍵坂って協調性ゼロだし、仕方ないんじゃね？」

　小声の雑談が外野からチラホラ。

「そもそもなんで鍵坂が副委員長やってるんだっけ？」

「そりゃあ成績いいし。ずっと学年１位じゃん」

「あー、だから久く遠おん寺じ先生が指名したんだっけ」

「そうそう。梓は２位だしね。けど……」

「だから友利に嫌われてるんじゃない？　問題児で友だちもいないし」

　そう、みんなの友だちである完璧委員長と誰ともつながりを作らないぼっちな副委員長。

　それが友利梓と鍵坂君孝の評判だ。

「ねえ、ぼっちくん」

　隣にいる俺以外には聞こえないような小声で、友利はささやく。

「みんなにあんなこと言われて悔しくないの？」
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「別に？　事実だ。あんたも俺のことが嫌いだろ？」

「もちろん。私、能力はあるのにやる気を出さない人が一番嫌いなんだ。キミってば成績トップのくせに学級委員の仕事を全部私に押しつけて──」

「『仕事はしなくていい』って言ったのは友利だぞ」

「………っ」

　それは……と口ごもる友利。




『やる気がないなら学級委員の仕事はしなくていいよ』




　つい先月。

　進級してこの２－Ａの学級委員に選出された数週間後に、友利はそう宣告した。




『鍵坂くん、私と仕事してても全然楽しくなさそうだもん』




　すねたみたいに彼女は口唇くちびるをとがらせてたっけ。

（まあ、たしかに学級委員の仕事は楽しくなかったな）

　別に友利と一緒にいるのが嫌だったわけじゃない。

　ただ中学時代に色々あったせいで、大勢の人間をまとめるという行為がどうしようもなく苦手になってしまったのだ。

「私は自分の発言に後悔なんかしない。そもそもキミにやる気がないのが悪いんだよ」

　ふんっと息を吐いてから顔をそらす友利。

（まあ、こうやって毒舌を言ってくれるのは好都合だけどさ）

　友利は『みんなの友だち』。

　俺を更生させたいのか教室で話しかけてくることが多いが、一人だけ特別に仲良くされたら数百名いる梓フレンズから袋ふくろ叩だたきにあう。

　けど軽口を言い合っていれば嫉妬されることもない。

　案外友利自身もそれをわかってるのかもしれない。

　ただ、『みんなの友だち』と仲が悪いのは周囲からしたら印象悪いが……。

（構いはしないさ）

　他人の目なんて気にする必要はない。

　個人主義者なぼっちくんで結構。

　ただ一人『みんなの友だち』の友だちになれなくても俺の学院生活に支障はない。

　──なんて、数日前までは思っていた。




《なんであんなこと言っちゃったんだろ》




　けれど、この数日で状況は大きく変化していた。

《発破をかけるつもりで『仕事はしなくていい』って言ったら、ホントにしなくなっちゃうなんて》

《どうしても素直になれなくて口が悪くなっちゃう》

《仲良くしすぎるのは問題だけど、今のはあきらかに言いすぎた……。

　これじゃいつまでたってもＫくんの友だちになれないよぉ》

　俺のスマホに表示されるのは、そんな独白。

　この前偶然見つけたとあるツイッターアカウントのつぶやき。

《そうだ！》

　そんなツイートの後に、友利の机からカチャッと水色のシャーペンが落ちた。

　というか、さりげなく俺の席の方に落とされた。

《拾って、拾って、拾って～！》

　友利は落ちたシャーペンに気づかない……フリをしながら赤色のスマホをタップ。

　そして、何かを期待するように俺の方をチラチラ。

　その姿は飼い主に遊んでもらおうとオモチャを口にくわえて健けな気げにアピールする子犬を連想させる。

「おい、友利。シャーペン落ちてんぞ」

　が。

　友利の後ろの席のバスケ部男子によって、シャーペンは床から救出された。

「あっ、ありがとう、気づかなかったよ～！」

　友利は実にフレンドリーな笑顔を浮かべたが、前の方に向き直った途端シュンとした表情で水色のシャーペンとにらめっこ。

　その姿はやっぱり子犬っぽい。

　飼い主に遊んでもらえなくてすねてしまった小さなゴールデンレトリバーって感じ。

《……バカ。拾ってくれたっていいじゃない》

　おまけに裏アカには俺に対する恨み言。

（ああ、まったく。そんな顔するなよな）

　助けるべきじゃないと思いつつも。

　可愛かわいらしくすねる姿に罪悪感が襲ってきたせいか、俺はつい自分の消しゴムを落としてしまっていた。

　瞬間、友利の体がピクッと震えた。

　あれ？　消しゴム落ちたよ？　気づいてないの？　みたいなことを視線で訊たずねられてる気がしたが、ここは待つ。

　十数秒の沈黙の後。

　我慢できなくなったのか、友利はおずおずと消しゴムを拾った。

「鍵坂くん、これ」

「おっ、悪いな。わざわざ拾ってくれるなんて──」

「ゴミを見つけたから捨てておいて？」

「どう見ても俺の消しゴムなんだが？」

「えっ、嘘うそっ、触っちゃった。ぼっち菌が伝う染つってラインフレンドがゼロになっちゃう。三〇〇人以上いるのに」

「おめでとう。この機会にデブった人間関係を断捨離ダイエツトできるぞ」

　軽口を交わした後で、友利の掌てのひらから消しゴムを回収。

　そして漫画を見るフリしてスマホに目を向けると、

《ふぉおおおおおおおおおっ!?》

　彼女のアカウントが狂喜乱舞していた。

《触った～！　Ｋきゅんの指先が掌に～！》

《うわぁ、ヤバい、お顔ニヤけりゅう》

《Ｋきゅんに見られたら絶対おかしな子だって思われりゅう！》

　残念ながらすでに思ってる。

　なにせ彼女──友利梓はＳＮＳにひたすら自分の本音を書きつづっているのだから。

　アカウント名は tomochan。

　フォロー数＆フォロワー数はゼロ。

　鍵はかかっていないが、誰にも見られていないネットの片隅に取り残されたようなアカウント。

　本名や個人情報を表すツイートはどこにもない。

（つまりは、裏アカ）

　ただ、問題はそのアカウントが隣の席の毒舌女子のものだってことである。

「……いや」

　問題なんてないか。

（誰にだって他人には見せない裏の顔はある）

　それは俺だって例外じゃない。

　だったら無視すればいいだけの話。

　つい今日もツイートをのぞいて友利の願いを叶かなえてしまったけど、今からきっぱり身を引けばいいだけで──。

《ああ、やっぱりＫくん、好き》

　！

《好き、好き、大好き。

　私だけが知ってる。本当のキミはとっても頼りになる優しい人だって》

　………。

《はぁ、裏アカでなら好きなだけ好きって言えるのにな～。

　もし本人に伝えたらどんな顔するんだろ？》

　……どんな顔するか、だって？

　今すぐ隣を向けばその答えはわかるぞ。

「あれ？　鍵坂くん、大丈夫？」

　Ｋくんと触れ合えて上機嫌になったのか、珍しいことに友利が心配してきた。
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「少し頬ほおが赤いけど、体調でも悪いの？」

「うるさい」

「えっ……」

「心配したフリして恩を押し売りするのはやめてくれ、八方ビッチ」

「はあっ!?　何その態度！　相変わらず性格が大絶滅してるね！」

　たまには素直になればいいのに！　と小声で叫ぶ友利。

　まあ素直に「裏アカ知ってる」って言えたら楽になれるのかもしれない。

　だけど、今はまだ無理だ。

　表向きは超絶塩対応なのに、俺への本音は全部バレている。

　そんな恥ずかしすぎる現実を知ったら、さすがの友利も登校拒否になるか最悪羞恥心のあまり首を吊つるかもしれない。

（なんでこんなことになったんだ？）

　盛大にため息でもこぼしたかったが原因はわかってる。

　それは、ほんの58時間ほど前。

　まだ俺が『みんなの友だち』の裏の顔を知らなかったころの出来事だ。
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【ちゃっす、センパイ！】

　日曜日の22時半。

　俺が自宅のアパートで机に向かって勉強をしていると、ＤダイレクトＭメツセージが届いた。

【今日のキミ花観ました？】

【まだ】

【えー、早く観てくださいよー。作画がマジ神だったんですから！】

　ＤＭの相手は……仮に後輩ちゃんとしておこう。

　文面を見ればわかると思うが、オタクだ。

【ヒロインのおっぱいの描写がやけに気合入っててすげえ笑えたっす！】

　訂正。

　色々と末期な限界オタクだ。

【『キミだけに花束を』は健全な百合ゆりアニメだぞ。胸の作画で爆笑できるのはおまえだけだ】

【うっわ、百合ブタ特有のご意見】

【ブタじゃない。ただキャラ同士の友情描写が好きなだけ】

【あー、センパイってノマカプも好きっすもんねー】

【というかむしろおまえは百合アニメとか興味なかったじゃないか】

【いや、それはそうっすけど】

　数秒経たってから、ＤＭ画面にアニメキャラの画像がアップされた。

　キミ花のヒロインの一人、九ここの重えエリカだ。

【エリカたんは推しなんで♡】

【相変わらず赤髪キャラが好きだな】

【髪だけが魅力じゃないっすよ!?　エリカたんはヤンキーだけどメインヒロインにだけはデレた姿を見せて……そうだ！　せっかくだから今から一緒に最新話観ません!?　こっちもリピりたいですし！】

【いや……】

【あっ。もしかして勉強とかしてました？】

【そんなことないよ。ちょうど観ようと思ってたとこだ】

　つい嘘をついてしまった。

　ホントは勉強に集中したいところだが、せっかくの親友からのお誘いだ。

　ここは友情を優先しよう。

　もっとも後輩ちゃんを俺の家に入れるわけにはいかないので、同じタイミングで配信サイトを利用するだけだが。

【……すみません。勉強の邪魔しちゃって】

【バレたか】

【バレるっすよ。センパイの人柄は知ってるんで。気づかってくれたんでしょ？】

【いや、キミ花観たかったのはホント。あらすじ的に今回は日常回だろ？　理屈で考えると来週はシリアス回になる】

【へ!?　なんでわかるんです？】

【人間の心理的に、幸せの後に不幸が来るとより辛つらく感じるからだ。日常を見せて幸せな気分にさせてからシリアス展開を叩たたきこんだ方が視聴者に衝撃を与えられる。だから俺も今回は幸せな気分を精一杯味わいたい。来週来る地獄に備えて】

【ネタバレに近い予測はやめましょうよ!?】

　これだから頭の回転早い人は～！　と即レスする後輩ちゃん。

　よかった。

　スマホの前で申し訳なさそうな顔してそうだったから会話で空気を変えようと思ったんだが、うまくいったらしい。

【あっ、ちょっと待て。せっかくだからコーラとお菓子用意する】

【えっ、うらやま】

【ほら】

【わっ、飯テロやめて～!?】

　コーラとアイスの写真を送ると後輩ちゃんが悲鳴を上げた。

【しかもそれハーゲンじゃん！　いいなぁ、うちは親が厳しくて深夜の間食とかＮＧっすよ】

【一人暮らしの特権ってヤツだ】

　と言っても俺の親が厳しくないわけじゃない。

　むしろ、厳しすぎた。

　後輩ちゃんには言ってないが、俺が生まれた鍵かぎ坂さか家はそこそこの名家。

　とある業界においては知らない者はいない血筋だ。




『いいか、君きみ孝たか。鍵坂の家に生まれた以上おまえの未来は決まっている』




　脳裏に蘇よみがえるのは厳格な父親の言葉。

　鍵坂本家の次男として育った俺は物心ついたころから二ケタの習い事をこなし、親戚一同や親の取り巻きに愛想を振りまくよう教育され、名家を構成する歯車となる哲学を強迫的なまでに叩きこまれ続けた。その結果、実に古典的な表現を使うなら……。

　グレた。

　そりゃもうわかりやすいくらいに。

（今考えれば、完璧に反動だよな）

　敬けい虔けんなキリスト教徒として育てられた子供が、神の教えに嫌気がさしてデスメタルを崇拝するロックミュージシャンになったみたいなものだ。

　かくして鍵坂君孝は親元を追い出され、１Ｋの安アパートで一人暮らしの身となった。

【センパイ、準備できました？】

【ああ。待たせた】

　俺の目標は鍵坂本家に帰らず独り立ちすること。

　なので今借りてる生活費をすべて実家に返却し、将来自分の力だけで現代社会を生き抜くために、少しでもいい大学に入りたいと日々勉学に精を出しているわけだ。

　ただ、そんな込み入った事情まで後輩ちゃんに話す必要はない。

　深夜にオタ友とアニメを満喫するんだ。

　必要なのは湿っぽい家庭事情エピソードより、それこそ炭酸飲料とスウィーツだろ？
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　時刻は深夜０時。

　キミ花の最新話を観賞し、あらかた感想を語り終えた後で、今夜のウォッチパーティーはお開きになったわけだが……。

「……納得いかない」

　ツイッターのＴＬタイムラインを見ると後輩ちゃんと似たような意見が多かった。

　つまりはみんなストーリーより作画に注目してる。

　まあ、キミ花はサービス描写も多い作品だから別に構わないんだが。

（せっかく勧めたのにな）

　思い出すのは、つい２日前の出来事。




『ねえ、アニメってそんなに面白いの？』




　休み時間に教室でアニメを観ていたら友とも利りにそんなことを聞かれた。




『もちろん。今期の一押しはキミ花』

『ふうん。まあ、私は絶対に見ないけど』

『は？　だったらなんで聞いた？』

『どんなものを観たら鍵坂くんみたいな陰キャに育つのか知りたくて』

『俺も知りたい。あんたは俺に親か兄弟でも殺されたのか？』




　まぁあんたにはこの面白さはわからないさ、と。

　つい煽あおってしまったっけ。

「なんか、また毒舌のネタを提供してしまったような」

　キミが好きなアニメ観てあげたよ？

　でもね、知ってるかな？

　三次元の女の子の胸ってあそこまで弾まないんだよ？　と冷笑されそうな気がした。

「おっ」

　考えつつもキミ花の感想を検索していたら、共感できる意見を発見した。

《キャラクターの関係性がよかった！　＃キミ花》

《ヒロインたちが相棒同士みたいで好き～！　＃キミ花》

《初めて観たけどすごく面白い！　＃キミ花》

　よし、と思わずガッツポーズ。

　なんだ、やっぱりストーリーを評価してる視聴者もいるじゃないか。

　そう思うとうれしい気分になる。

《ただ、三次元の女の子の胸はあそこまで弾まないと思うけど　＃キミ花》

「……どっかの委員長みたいなこと言ってるぞ」

　いや。

　あのセリフは俺の頭の中の友利梓あずさが言ったものか。

（ていうか初めてって、最新話から見たのか？）

　アカウント名は tomochan。

　フォローもフォロワーもゼロ。

　キミ花が始まる直前のつぶやきは、

《Ｋくんがオススメしてくれたアニメ、観てみようかな》

「なんだ、友だちに勧められたのか」

　そのＫくんとやらとは気が合いそうだ。

　そんな風にうなずいていると、新たなつぶやきが。

《Ｋくんと感想とか語り合ってみたい》

《でも、いきなりアニメの話なんてしたらおかしく思われるかも》

《きっと私、Ｋくんに嫌われてるもん》

「ん？」

《彼の前だと素直になれなくて、つい口が悪くなっちゃうし》

《私が自分のことを嫌ってるって思ってるかもしれないけど……バカ。

　周りが嫉妬しちゃうからああいう態度を取ってるだけ》

《大好きじゃなかったら、あんなにたくさん話しかけないよ》

「……なんか、青春してるなコイツ」

　悩みを吐き出すようなツイートについ独り言をこぼしてしまった。

　というか好かれすぎだろ、Ｋくん。

　ちょっとうらやましいぞ。

「よし。がんばれ、tomochan」

　素直に話せばＫくんも振り向いてくれるさ。

　キミ花を好きになってくれたのがうれしかったせいかつい応援してしまった。

　まあ、所詮はＳＮＳにありふれた見知らぬ誰かさんの恋愛事情。

　明日には綺き麗れいさっぱり忘れる出来事だ。
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「鍵坂くん。この前オススメされたアニメ、暇つぶしに観てあげたよ」

　しかし。

　翌日、俺は生涯忘れられない会話をすることになる。

「アニメに罪はないから言うけど……キャラクターの関係性がよかったかも」

「えっ」

「ヒロインたちがなんだか相棒同士みたいでさ」

「………」

「初めて観たけど、まあまあ面白かったかな」

「………」

「ただ、三次元の女の子の胸はあそこまで弾まないと思うけど……って、なんでそんなに驚いた顔してるの？」

　放課後の図書室。

　窓の外からは急な夕立の雨音。

　あいにく傘を持ってなかったので雨雲が去るまで勉強しようと参考書を広げたところで、話しかけてきたのは友利だった。

「そりゃ驚くよ。学院一の優等生がアニメを観るとは」

　しかも今の感想やけに聞き覚えがあるぞ……とひどく嫌な予感を覚えながらも訊たずねる。

「まさか俺に感想を伝えにきたのか？」

「頭でも打った？　どうすればそんな自意識過剰な思考に行きつくの？」

「じゃあなんで来たんだよ」

「少し時間が空いたから読書しようと思っただけ。そうしたら……」

「俺がいた？」

「ううん。成績はトップだけど学級委員の仕事は全然しない陰キャで友だちの少ないかわいそうな生き物がいただけ」

　俺じゃん。

　本日も罵倒全開な委員長に向かって迎撃開始。

「その生き物の学名を当てようか？　鍵坂君孝って言うんだろ？」

「わっ、大正解」

「いや、不正解」

「は？　何が？」

「友利の態度。クラスメイトに対して今の悪態はどう考えても不正解だぞ、みんなの友だちさん」

「ねえ、今すぐ永眠して？　お葬式でお経の代わりにアニソン流してあげるから」

「そっちこそ天に召されろ。墓にキミ花のアクリルスタンド供えといてやるから」

　友利の口撃ジヤブに対する俺の皮肉カウンター。

　図書室という名のリングで行われるのはいつもの軽口合戦なのだが、

「それでさ」

　栗くり色いろのボブカットを揺らしつつ、友利はどこか緊張した表情で対面の席に座った。

「鍵坂くんはどう思った？」

「どうって？」

「キミ花について。勧めたのはキミなんだから感想くらい言うのが最低限の礼儀なんじゃない？」

「………。わかった」

「えっ……ホントに？」

「ただ、ちょっと待ってろ。飲み物欲しいから買ってくる」

「あっ、図書室は飲食禁止。外で飲んできてね、問題児くん」

「はいはいわかってますよ、優等生さん」

　平静という名のマスクを被かぶりながら廊下の自販機へと向かう。

（まさか、な）

　考えすぎだと思いつつもスマホで昨日見つけたアカウントをチェック。

　最新のつぶやきは、

《やったぁああああああっ！　Ｋくんとお話しできるうううううっ！》

《しかも放課後の図書室！　ヤバい！　青春っぽい！》

《何これ狂う死ぬ幸せ～！　出てるぅ！　頭の中セロトニンどばって出てりゅう！》

　落ちつけ。

　いくらなんでもキャラ違いすぎるし友利本人とは限らな──。

《Ｋくんのシャーペン、格かつ好こいいな～》

「！」

　tomochan のアカウントに一枚の写真がアップ。

　机の上に置かれた一本のシャーペン。

　その黒くてシンプルなデザインには嫌でも見覚えがあった。

「マジで？」

　自分のシャーペンの画像を見つめる俺をしり目に、『みんなの友だち』は《でも、せっかく勉強するんなら誘ってくれてもよかったのに……》なんてツイートをしていた。
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「はぁ」

　誰もいない空き教室。

　好きな缶コーヒー（ちなみに友利も好きだったはず）が売り切れだったので代わりにお茶を飲みながら、ため息をこぼす。

　あれから10分が経過。

　気持ちを整理するまで図書室に帰る気分にはなれなかった。

「見て見て！　この前の動画！」

「ちょ、それって友利さんが助すけっ人とで出たヤツか!?」

　廊下から知らない男女の会話が聞こえてくる。

「そう！　女バスの練習試合！　すごかったんだよ!?　強豪校相手に梓先輩が終了間際の３ポイントをきめて逆転勝利ブザービーター！」

「マジで!?　あの人って部員じゃないのに」

「でも正直レギュラーより動きいいし、作戦も当日聞いただけで全部理解しちゃうし……あ～、正式入部してほしい～！」

「無理だろ。友利さんって運動も勉強もできるから引く手あまただし。ここだけの話、好きな相手がいるってウワサもある」

「はあ!?　梓先輩に!?」

「だから部活も生徒会も入らないし、告白も断るんじゃないかって」

「やけに詳しいわね。あっ、あんたも梓先輩が好きなの？」

「なっ、ち、違う！　オレは……！」

「わかるわ～。あの人ってすっごく親しみやすいから話してると『ワンチャン付き合えるんじゃね!?』って勘違いしちゃうのよね～」

「ぐうっ、でも今まで誰も恋人になれなかったじゃねえか！」

「もしかしたらホントに好きな人がいるのかも」

「……くそがっ。あの友利さんが恋に落ちるって一体どんな野郎だよ」

　うらやましげな男子生徒の声。

　俺もそんなウワサがあるのは知っていたが、根も葉もないゴシップだと思っていた。

　そう、さっきのツイートを見るまでは。

　もし普段の悪態が建前で、ここに書かれたつぶやきが友利の本音だとしたら……。

《Ｋくん、まだかな～》

　俺が困惑しているとはつゆ知らず、友利は興奮を抑えきれなそうだった。

《こんなチャンス二度とないかも！》

《徹夜でキミ花全話観て勉強してきたし！》

《あっ、でも茶道部の助っ人があるから長時間お話しするのは無理かぁ》

「茶道部の助っ人って何するんだよ」

　思わず苦笑してしまった。

　たしか茶道部は全員女子だったはず。単に助っ人って体ていで呼び出して『みんなの友だち』とガールズトークしたいだけなんじゃないか？

「まあ、好都合だ」

　この後予定があるってことは友利は長居できない。

　というわけで、止やみそうにない雨を眺めながら空き教室で時間を潰す。

　鍵坂君孝には目標にも似たルールがある。

　学院では他人とのつながりを作らない。

　当然恋愛なんてもっての外ほか。

　もちろん独り立ちのために勉強に集中したいからだが、それ以外にも理由はある。

　特に、友利梓と距離を縮めるわけにはいかない。

　だから毎日彼女に軽口を返してるんだ。

「あ、梓先輩が好きなのは同じクラスの副委員長じゃない？　よく話してるってウワサ聞くよ？」

「はあ？　ねえよ。コミュ障なガリ勉クソ陰キャで友利さんに嫌われてるって話だぜ？」

　悪かったな、クソ陰キャで。

　廊下の会話を聞きつつ、ひたすら待つ。

　時計の針は俺が図書室を出てから30分が過ぎたことを示していた。

（そろそろ待ちくたびれて帰ったか）

　けど、さすがに罪悪感がある。

　さっきまでの期待にあふれたツイートを思い出すと申し訳ない気持ちでいっぱいになってしまう。

「！」

　……嘘うそだろ？

　図書室の前まで来たところで中をのぞくと、そこには友利の姿が。

「いやいや、茶道部の助っ人はどうした？」

　思わずドアに身を隠しながらつぶやく。

　仕方ない、もう少し時間を潰すかと思ったが、一瞬だけ見た光景が頭から離れなかった。

　さびしそうに赤色のスマホを見つめる友利梓。

　その表情はあきらかに不安げだった。

（いや、同情するな）

　ルールを思い出せ。

　俺は勉強さえできればいい。

　たとえ個人主義者と罵られようと、成績トップさえ維持できればいいんだ。

《……Ｋくん、どうしたんだろ？

　急病で倒れてるとかじゃないよね……？》

　しかし、いっそいつも通り言葉のパンチを浴びせてくれと思ったのに。

　裏アカにつづられていたのは俺みたいな陰キャへの心配だった。

「──いいヤツすぎるだろ、友利梓」

　そうつぶいてから廊下を引き返す。

　記憶をたどれ。さっきはなかった。校内であれが手に入るとしたら──。
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「すまん、待たせた」

　図書室に走って戻った後で、友利に謝った。

「………！　……遅すぎ」

「悪い」

「私の堪忍袋のタフさに感謝して？　水分の過剰摂取で病院送りになれって一〇〇回くらい願ったよ」

　いやいやすげえ心配してたじゃん、全部バレてるぞ？　とはもちろん言えないので謝罪を続ける。

「しかもなんで濡ぬれてるわけ？　まさか雨の中遊びにでも行ってたの？」

「違うが、この際好きなだけ罵ってくれて構わない」

「……は？　何それ。いつものキミらしくないじゃん。まさか申し訳ないと思ってる？」

「ああ。だから、これ」

「？　缶コーヒー？」

「おごるよ。１３０円じゃ謝罪には安すぎるけどさ」

　そう、動機がどうであれ、友利は楽しみにしててくれたんだ。

　俺と共通の話題で盛り上がるのを。

　普段観ないアニメを徹夜で勉強して。

　おそらく約束してた茶道部の友だちに断りの連絡を入れてまで。

（さっきは『言葉のパンチを浴びせてくれ』なんて思ったけどさ）

　実際に引ひっ叩ぱたかれてもおかしくないことを俺はして──。

「──今回だけ、特別」

　やれやれとため息を吐つきつつも、友利は缶コーヒーを受け取ってくれた。

「仕方ないから許してあげる」

「!?　ホントか？」

「勘違いしないで。いつまでも謝られたら図書室中の注目が集まって困るだけ。ていうか、なんでコーヒーを選んだの？」

「いや、だって好きだろ？」

「えっ……」

「この缶コーヒー、よく飲んでるじゃん。それに今日の友利は寝不足……に見えたからさ」

　さすがに徹夜明けだろとは言えなかったのでごまかすと、

「でも、このコーヒーは……あっ！」

　友利は何かに気づいた様子で、雨に濡れた俺の制服を見つめた。

「まさか、雨の中買いに行ってくれたの？」

「何のことだ？」

「とぼけないで。これが売ってるのは校内で二ヶ所だけ。図書室の先にある廊下の自販機と、体育館の横の自販機。で、廊下の方は今売り切れ中なの」

「さすが優等生。記憶力いいな」

「キミだっていいでしょ。ただ、傘も差さずに買いに行くなんて……」

　ぼっちくんってホントにバカだね、と友利は椅子から立ち上がった。

「？　どこに行くんだ？」

「飲食禁止だから外で飲むの。戻るまでそこにいて。もし帰ったら今度こそ許さない。追いかけてキミの後頭部を空き缶の的にするから」

　やけに剣けん呑のんなことを言ってから、図書室から出る友利。

（まだ怒ってるのか？）

　好きな銘柄とはいえやっぱり缶コーヒーじゃ安すぎるよな。

　そう思いながら裏アカをのぞくと、

《うえええええんよかったよぉおおおおおっ！》

　ああ、よかった。

　友利は怒ってるわけじゃなかったようだ。

《帰ってきてくれた、Ｋきゅん帰ってきてくれた……》

《素直に謝ってきたし！　何なの!?　急にデレてくるとかホント何なの!?　尊すぎて死ねるんですけど！》

《私の好きなコーヒー憶おぼえててくれた～！》

「あんたは飼い主にほめられた忠犬か」

　ごほうびにもらったオモチャをワクワクで地面に埋めるような喜び方だった。

　見せびらかすみたいに事細かに実況しやがって。

　なんだか見てるだけで微笑ほほえましい気分になってしまう。

「はい、タオル借りてきてあげたよ。私のせいで風邪を引いたって言われたら面倒だし……って、なんで一人で笑ってるわけ？」

　５分後。

　ジト目でにらんできた友利に「なんでもない」とごまかす。

「わっ、見て見てあれっ！」

「う、嘘だろ!?　なんで友利さんがあんなヤツと……！」

　図書室の入り口の方からさっきの男女の小声。

　驚きよう愕がくと羨望の眼まな差ざしを感じるが、あいにく構ってる暇はない。

『みんなの友だち』の裏アカを知ってしまった。

　他にも色々と謎や問題はあるが、今だけは共通の話題で盛り上がるとしよう。

　図書室は飲食禁止。

　もちろんコーラもスウィーツもないが、それでもなぜか楽しい時間を過ごせそうな気がした。







[image: 第３話　ランチタイムはにぎやかに]




　友とも利り梓あずさは裏アカをやっている。

　しかもそこでクラスメイトへの想おもいを吐き出している。

　当然だが、疑問がある。

　もちろんなんで俺みたいなヤツを好きになったんだってこともあるけど、それ以外に、





①　なぜ裏アカに気持ちをつづるばかりで直接告白してこないのか？

②　そもそもなぜ裏アカなんかやっているのか？






　その二つが気になったが、本人に問いただしたりはしない。

　学院では他人とのつながりを作らない。

　数日前の図書室ではいつもの軽口を織り交ぜながらつい30分もキミ花トークに興じてしまったけど、そのルールは忘れていない。

　だから俺たちの関係性は何も変わらない……はずだったんだが。

「ランチにしましょ、梓……ん？」

「あら。鍵かぎ坂さかさん」

「どうかした？　僕たちに用？」

　昼休みの喧けん騒そうの中、事態はひそかに進行していた。

　目の前にいるのは友利と特に仲がいい三名の生徒。

　そして俺の隣にいる友利は、いつもの愛あい嬌きようたっぷりの笑顔で、

「私が呼んだんだ。今日は鍵坂くんも一緒にお昼を食べようと思って」

　途端、２－Ａの全員が大きくどよめいた。

「ちょっ!?　友ちゃんが鍵坂を誘った！」

「仕事サボりすぎてついにブチキレたか!?」

「公開裁判か。風かざ見みたちは陪審員。判決死刑で地獄行きだ」

「いやいや！　たとえ死刑くらってもあの四人に交ざれるなら天国じゃね!?」

　男女問わず吐き出される驚愕。

　さらには俺への羨望の眼差し。

　それもそのはず。

　俺以外の四人はクラスカーストどころかスクールカーストでも上位の顔ぶれなのだ。
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【センパイ、今何してます？】

【全然仲良くないクラスの人たちに呼び出された】

【マジ!?　センパイって意外とコミュ障だから心配っす。なんかあったら遠慮なくＤＭください！】

　後輩ちゃんからの激励ＤＭをありがたく思いつつ、ではここで本日のゲリラ昼食会のメンバーを紹介しよう。

「歓迎するよ、鍵坂くん」

　さわやかに出迎えたのは、穂ほ村むら翼つばさ。

　若手売れっ子俳優だと言ったら誰もが信じそうな精せい悍かんな顔つき。１８０ｃｍを超える長身。茶色がかった髪。夏の日の炭酸飲料なみにさわやかで優しげな口振り。

　あだ名はツバっち。

　見ての通りのイケメンだ。

「いつもは四人で食べてるけど、男子は僕だけだしさ」

　うれしそうに歓迎する穂村の言う通り、普段穂村は女子三人とランチタイムを過ごしている。

　いやいやなんだそのハーレムラブコメライフは？　今すぐ東京湾にでも沈めばいいのに、と嫉妬する男子はほぼいない。

　むしろ「穂村なら仕方ないか」と賞賛すら贈られるほどのギガ善人。

「去年同じクラスだった俺が言うんだから間違いないさ」

「？　何か言いましたか？」

「いや、ただの独り言。ていうか俺に敬語なんて使わなくていいのに」

「ふふっ、これはクセのようなものですので」

　お気遣いなく、とつややかな黒髪を揺らしておだやかに微笑んだのは神じん宮ぐう寺じ鈴すず香か。

　第一印象は大和やまと撫なでし子こな令嬢だけど、それは何も間違っていない。

　神宮寺グループ。

　実家にいたころに何度も耳にしたビッグネーム。

　三ケタの関連会社を傘下に持つ、この国有数の財力と権力を誇る大企業。

　神宮寺鈴香はそんな神宮寺グループ会長の孫娘。

　さらには、

「どうぞ、翼さん」

「いつもありがとう、鈴香」

　当然のように手作り弁当を穂村に手渡す神宮寺。

　そう、この二人は恋人同士だ。

　イケメンと令嬢。

　なんともお似合いの組み合わせだよな。

「校内カップルコンテストが開かれたら確実に入賞してるよ」

「まあ、そうでしょうか？」

「鍵坂くん、おだてちゃダメ。鈴香が調子に乗ってまた重箱のお弁当を作ってきちゃう」

「……！　あれは翼さんが部活の後はお腹なかが減るとおっしゃるから……！」

「あはは、ごめんごめん。でも、また重箱もいいかも」

「えっ」

「量はすごかったけど味もすごくおいしかったし」

「もう、翼さんったら。ふふっ」

　前言撤回。

　この二人なら校内どころか国内カップルコンテストでも入賞できそうだ。

　それくらいの仲なか睦むつまじさだった。

（けど、別に問題じゃないな）

　むしろ好都合。

　何なら俺を無視してカップルトークに専念してくれた方がありがたい。

　そう、本日の問題は──。

「ふふっ。やっと私と仲良くする気になったの、鍵坂？」

　ぽんっと肩を叩いてきたのは日本人離れした外見をした少女。

　きらびやかな銀色のロングヘア。

　すらっとした長い手足。身長は女子にしてはやや高めの１６５ｃｍ。今すぐファッション誌の表紙に抜ばつ擢てきされそうな美しいプロポーション。

　その顔つきは迂う闊かつに話しかけることをためらうほどに整っている。

　神宮寺鈴香が大和撫子な令嬢なら、こっちは異国の血が入ったお嬢様。

　ただしただのお嬢様じゃない。

　その証拠に耳にはピアスをしていて制服も着崩している。

　お嬢様×ギャルっぽさが絶妙に融合した奇跡のような少女。

　あきらかにまとっているオーラが違う。

　高たか嶺ねの花なんて言葉があるが、その雰囲気はエベレストに咲く一輪の白しら百合ゆり。

　風見千ち冬ふゆ。

　友利の幼なじみで、このクラスどころか学年一可愛かわいいと誰もが認める少女だった。

「ちょっと。何か言いなさいよ」

「………」

「ねえ。前から言おうと思ってたけど、なんであんたって私を避けるの？　私のこと嫌いなわけ？」

「いや、そうじゃないけど」

「けど？」

「………」

「あー、もう！　しゃべりたくないならいい！」

　せっかく話が合うと思ったのに！　と千冬はため息。

「話ですか？」

「そうよ鈴香。鍵坂ってオタクでしょ？」

「ああ、なるほど。千冬さんもアニメがお好きですものね」

「違う！　私はアニメも漫画もゲームも全部好きなの！」

「わかっています。ただ失礼かもしれませんが千冬さんはギャルっぽいですし、そういう雰囲気が苦手な方もいらっしゃるのでは？」

[image: ]

「は？　つまりオタクは陽キャギャルが苦手ってこと？」

　あはは、ないない！　と。

　千冬は自信たっぷりに胸を張ってから、

「だって最近のトレンドは『オタクに優しいギャル』だもん」

「……おまえが優しいとは限らないだろ」

「はあ!?　優しいでしょ！　普通だったらあんたみたいなぼっちなんて気にもかけないけど、オタ語りできそうだから話しかけてあげてんのに！」

「………」

「ねえ、まさかまたシカト？」

「………」

「………っ！　最悪！　やっぱりあんた嫌い！　ホント私の好みとは真逆だわ！」

　千冬はぷんすかお怒りだった。

　ご覧の通り、風見千冬は陽キャ全開な外見のくせに二次元カルチャー大好き。

　令和の時代では珍しくもないオープンオタクというヤツだ。

（たしかにオタ語りはできそうだけどさ）

　しかし、千冬には申し訳ないが俺にはどうしても彼女と親しくできない理由があった。

　千冬が嫌いなわけじゃない。

　ただ、下手をすれば俺の数少ない交友関係まで崩壊しかねない。

「千冬。そんなに怒ると脳の血管切れるよ」

「うるさい梓！　大体なんで鍵坂なんか連れてきたのよ！」

「いい加減サボりすぎだから、私の仕事を手伝わせようと思って」

「は？　仕事？」

「昼休みの空き時間に千冬に勉強を教えるの」

「はあっ!?　なんでよ！　いつも通り梓が教えてくれれば……」

「私一人で教えても、なかなか成績が上がらないでしょ？」

「ぐっ……それは……！」

　たぶん千冬のことだからオタ活に夢中で家で勉強する時間がないんだろう。

　しかし、本音を言うわけにもいかなかったのか、

「そもそも鍵坂が仕事を手伝うとは思えないんだけど？」

「ううん。今だけ彼は私の召使い。でしょ？　ぼっちくん」

「訂正しろ。この扱いは召使いって言うより奴隷に近いぞ」

　やれやれとため息をこぼす。




『鍵坂くん。この前図書室で「１３０円じゃ謝罪には安すぎる」って言ったよね？』




　さかのぼること数分前。

　昼休みに突入した瞬間、隣の席から急襲を受けた。




『待て。あのときあんたも「許す」って言ったぞ』

『気が変わったの。今度こそ許すから少しだけ仕事を手伝って？』

『却下だ。昼休みは一人で勉強したい』

『へえ。私も今日の放課後一人で勉強する予定だったんだけど、入っちゃったんだよね。茶道部の助すけっ人とが』

『げっ』

『ホントはこの前助っ人するはずだったけど、どっかの副委員長が30分も待たせやがったせいで今日に延期になっちゃったの』

『性格悪いぞ八方ビッチ。断りづらい空気を作りやがって』

『むしろお礼を言って？　ぼっちなキミが味わえない空気を吸わせてあげるんだからさ』




　友利はそう言って、クラスカースト上位会への出席を命じたのだった。

（普段の俺だったら何か裏があるのかって疑ってただろうな）

　しかし、そうはならない。

　本人は何食わぬ顔をしているが、友利梓のプランは丸裸だからだ。




《★本日のプラン・お弁当作戦


①　図書室の件を理由にＫくんをお昼に誘う。



　　　　　↓


②　今までの行動パターンからして学食に行かない場合、Ｋくんのお昼ゴハンは購買で買ったパンがメイン。



　　　　　↓


③　「味気ないゴハンだね。かわいそうで見てられないから私のお弁当の唐揚げ恵んであげるよ」とさりげなく誘導。



　　　　　↓


④　「うまい！　あんたって料理うまいんだな！　これなら毎日食べたい！」




「えっ、だったらまた一緒にお昼食べようよ！　今度はＫくんの分のお弁当も作ってくるから！」

「ホントに!?　じゃあもっと食べさせてくれ！」

「あっ、そっちは食べかけで……その、間接キスに……」

「俺は気にしないぞ。あんたは……嫌か？」

「──ううん！　全然っ！」



　　　　　↓


⑤　tomochan、大勝利ぃいいいいいいっ！》






　裏アカにはそんな恋愛脳丸出しの作戦画像メモがアップされていた。

　俺のキャラが大分おかしい、こんな恥ずかしいセリフ死んでも言うわけない、ＳＮＳに晒さらす時点で無防備すぎる……とか思ったが。

（俺が裏アカを見つけたのはかなりの偶然だし、あっちも見つかるとは思ってないか）

『みんなの友だち』の手作り弁当。

　学院の誰もがうらやむ宝石箱だが、絶対に食べたりしない。

　tomochan には悪いが、俺たちの距離を縮めないためにもお弁当作戦とやらは完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶさせてもらう。




　　　　＃




「あっ！　わかった！　梓と鍵坂って実は付き合ってるんでしょ!?」

　しかし。

　ランチが始まって数分後、状況は俺も友利も予想しなかったルートへと突入した。

「えっ!?　そうなんですか!?」

「うん。わざわざ鍵坂を呼んだのは私らにそれを報告するためってわけ」

「でも、二人はいつも口ゲンカばかりだよ？」

「だからこそよツバっち。世の中にはケンカップルってジャンルがあるの。最近だとダミアニャが熱いわ」

　千冬、しってる！　と某エスパー少女なみのドヤ顔で断言してから彼女は細い指でベーグルサンドを口に運ぶ。

「はあっ!?　マジで!?」

「梓と鍵坂が!?　あんだけ仲悪いのに！」

「そういやこの前二人が図書室で一緒にいたってウワサ聞いたけど、あれってホントだったのか……！」

　マズい、教室ギヤラリーがまたざわつき始めた。

（けどまあ、大丈夫か）

　友利なら「はあ？　ないない。こんなサボり魔と付き合うなんて売れないホストをヒモにするキャバ嬢くらいだよ」みたいなパンチラインをかましてくれるだろう。

「えっ、えっと……」

　だが、委員長は頬ほおをわずかに火ほ照てらせながら口ごもっていた。

　待て、なんだその意味深な反応は？　とこっそり裏アカをのぞいてみると、

《ケンカップル……知らなかった～！

　私とＫくんってそんな風に見えてたんだぁ、えへへ》

『えへへ』じゃねー！

「あれ？　半分冗談で言ったんだけど、もしかしてホントに付き合ってる？」

「えっ!?」

「うわっ、マジ!?　信じられない！　なんで幼なじみの私に話さないの!?」

「ま、待って、落ちついて千冬っ」

「おめでと～！　相手が鍵坂なのは違和感あるけど梓が選んだってことは悪いヤツじゃないんだろうし、応援してあげる！」

「!?　千冬……」

　突然の祝福に《Ｃちゃん天使すぎるぅ！　大好き！　結婚式には絶対に呼ぶね！》と歓喜のつぶやきが……いや、待て。

（この状況でどうやってＳＮＳしてるんだ？）

　対面に座った友利を見ると、左手をスカートのポケットに突っこんでいた。

　よく観察するとポケットが微妙に動いて……まさか、タッチタイピングの要領でスマホに文字を打ちこんでるのか？

「誤解だ、風見。俺たちは付き合ってない」

　意外な特技に驚きつつも、スキャンダルを否定しておく。

「ホントに～？　なんかすごく怪しくて……あっ、そうだ」

　にんまりと微笑ほほえむ千冬。

　彼女は食べかけのベーグルサンドを俺の方に差し出して、

「はい、口開けて？」

「は？」

「鍵坂の昼食って購買のパンばっかで味気ないじゃん？　うちのママのサンドウィッチ、すごくおいしいからおすそ分けしてあげよって思って」

「それ、食べかけだぞ」

「ふふっ、間接キスとか気にしてる？　別に平気でしょ？　梓と付き合ってるわけじゃないんだからさ」

　千冬め。

　さては俺たちが付き合ってるかどうか強引にあぶり出しに来たな。

　ここで食べなかったら「やっぱり恋人の前じゃ他の子とイチャラブできないよね～」とでも言いたいわけだ。

　中学生じゃあるまいし、間接キスなんて気にせずサンドウィッチにかぶりついてもいいが……。

《う、嘘うそだよね、Ｃちゃん？》

　Ａさんの裏アカにはこの世のすべてに裏切られたような恨み言が。

《信じてたのに……親友だと思ってたのに……私の作戦を実行するなんて……》

　おい、落ちつけ。

《私の唐揚げだって仕込みからちゃんとやったし絶対おいしいのに……もしかしてＣちゃんもＫくんが好きなの……？》

　フォークを持った右手がカタカタ震えてるぞ？

《前に『別の高校に好きな人がいるんだ』って言ってたくせに……『私の好みはワイルドな年上の人』って不良漫画読みながら語ってたくせに……男だったら誰でもいいんだぁ……淫乱、メス猫、この悪魔……》

　動揺しすぎて俺以外にまでパンチラインかましてるぞ!?

　さっきは結婚式に呼ぶって決めてただろ。

「もう、千冬～。ぼっちくんなんかにあげないで私にちょうだいよ～」

　裏アカでの激情とは裏腹に友利はにこやかにおねだり。

　頭脳明めい晰せきな優等生らしい見事な軌道修正だったが、

「ダ～メ。梓には昨日あげたもん」

「そういえば二人はよくお昼をシェアしてるよね」

「さすが親友。大変仲がよろしいです」

　全然よろしくないぞ神宮寺。

　このままじゃ最悪Ｃちゃんの喉元に銀色の凶器フオークが突き立てられる。

（仕方ない。プラン変更だ）

　普段なら放っておくんだが、危機に瀕しているのが千冬じゃ絶対に見逃せない。

　こうなったらうまく会話を誘導して、女の友情を守るしかない。

「悪いな、風見。今日はサンドウィッチって気分じゃないんだ。なんていうか、もっと脂っこいものが食べたい」

「！」

「たとえば、揚げもの」

「えっ!?　……そうなの、鍵坂くん？」

「ああ。具体的に言うと唐揚げとか」

　強引に千冬から会話の主導権を奪い取って tomochan にアシスト。

　あとは友利がシュートを放つだけ。俺の仕事は終了で──。

「あの……あのね……」

　しかし。

　友利は思わぬご馳ち走そうを振る舞われた柴しば犬いぬのようにあわあわしていた。

　その姿はいつもの彼女らしくない初々しさがあって……つい助けたくなる。

「おっ、唐揚げじゃん。一つくれ」

「あっ！」

　ひょいっと友利のお弁当箱から唐揚げを拾い上げてパクリ。

「ちょ、勝手に食べるなんて──」

「うまい。友利って料理うまいんだな」

「えっ!?」

「これなら毎日食べたいくらいだよ」

　季節外れのサンタクロースからプレゼントをもらったみたいに、友利はまぶたをパチクリさせた。

　そして、ぷいっとそっぽを向いてから、

「舌が鈍ってるんじゃない？　こんなのただの唐揚げだよ」

　……いや、お弁当作戦はどうした？

　さすがにあのやり取りを最後まで再現するつもりはなかったけど、せっかく気を晴らしてやろうとセリフを言ってやったのに。

　そんなことを思いながら裏アカをのぞくと、

《ありがとうＣちゃん！　やっぱり天使ぃ！　幸運を運んでくれた！》

《Ｋくんにほっめられたほっめられたほっめてもらえた～！　いつもよりがんばって作った甲か斐いがあったよ～！　それかひょっとしたら──》




《好きな人のことを考えながら作ったから、余計においしくなったのかも！》




　……おい。

　そのコメントは純真すぎやしないか。

　女の友情を守れてよかったが、さすがに照れくさくなってくるぞ。

「うわっ、二人して照れてる」

「「！」」

　千冬の言葉にハッとする俺たち。

　銀髪ギャルは心底がっかりした様子で、

「これじゃホントに付き合ってないわね」

「えええっ!?　そうなんでしょうか……」

「恋人同士にしちゃ反応が初う心ぶすぎだもん。唐揚げ食べただけよ？　小学生向けのラブコメだってもう少し過激な描写があるわ」

「残念。せっかくカップルが二組になると思ったのに」

「ちょっとツバっち。それじゃ私だけお一人様になるんだけど？　てか鍵坂のことグループに入れたいわけ？」

「もちろん！　鍵坂くんはかなり頼りになる男だからね」

「イケメンはお世辞がうまくてお優しいこと。そりゃあ鈴香もオチるわ」

「ふふっ、翼さんは優しい方ですから」

「いやいや鈴香の方こそ」

「今のは皮肉で言ったのよ！　それくらい察してよねバカップル！」

「ちなみに千冬さんは恋人は作らないのですか？」

　神宮寺の質問に千冬は「ふん」と息を吐いた。

「私好みのワイルドな男は進学校にはいないの」

「つまりは不良っぽい方がお好きなんですね」

「不良かぁ。そういえば、僕らの地区にも大きな不良チームがあるよね。なんでもそこのリーダーが信じられないくらい強いってウワサで──」

　再開されるにぎやかな雑談。

　どうやら俺と友利の関係性からは興味を失ってくれたらしい。

　それにしても、こんなに騒がしい昼休みは久しぶりだ。

　いつもは学食に行って一人で食べてることも多いしさ。

（そう考えたら、誘ってくれた友利に感謝した方がいいのか）

　唐揚げも冷めてるのにジューシーでかなりおいしかった。

　毎日は遠慮したいが、たまにならまたこうしてお昼を食べるのも──。

（──いや、そんなわけあるか）

　思い浮かべた可能性を否定する。

　俺らしくないことを考えてしまった。

　誰かと和気あいあいと食事をとる。

　昔みたいな状況に、つい懐かしいような、楽しいような気持ちになってしまったんだ。

「……鍵坂くん、またアニメ？　せっかく誘ってあげたんだから会話に集中してよ」

　少しすねたような声。

　考えこんでいたのがマズかったのか、机の上のスマホの画面がついていることを友利に気づかれた。

「アニメ!?　なになになに!?　何観てるの！　もしかしてキミ花!?」

　隣にいた千冬がスマホをのぞきこんでくる。

「むっ。見えないじゃない」

「あ、ああ。のぞき見防止のフィルム貼ってるし」

「あー、あれって便利よね。真正面からじゃないと画面を見られないから、電車の中でエロいアニメ観るときの必需品で──」

「……エロいアニメ？」

「誤解だ。俺が見てたのは……犬の動画だな」

　対面の席から友利がジト目でにらんできたのでごまかす。

　さすがにあんたの裏アカ実況を見てたとは言えない。

「あら。鍵坂さんはワンちゃんがお好きなんですか？」

「大好きだよ。実家でも飼ってるし。今は一人暮らしで会えないからときどき恋しくなってユーチューブで犬の動画とか見たりしてるんだ」

　これはホント。

　うまい嘘をつくコツは小さじ一杯の真実を混ぜることである。

（ただ、犬か）

　考えたら、友利の性格ってどことなく犬っぽい。

　普段の悪態ばっかりな姿は飼い主に懐かない猫みたいだけど、裏アカで本音を打ち明けてるときは甘えたがりの飼い犬みたいで、なんだか可愛かわいい。

（だからついつい裏アカをのぞきたくなるのか？）

　思った以上にサクラと会えなくてさびしいのかも。

　サクラは実家で飼っている真っ白なグレートピレニーズで俺によく懐いていた。

　あの屋敷にいい思い出なんてほぼないけど、子供のころから家族同然で育ったサクラと遊んだことは別で──。

「……ねえ、鍵坂くん？」

　と。

　愛犬との輝かしい記憶に想おもいを馳はせていたのが悪かったんだろう。

「キミがどうしても食べたいなら、唐揚げもう一つ恵んであげよっか？」

　珍しく俺相手に照れくさそうにはにかむ友利。

　ひょっとしたらまだ例の作戦をあきらめてなかったのかもしれないが、

「えっ、ホントか、サクラ？」

　返答した瞬間、友利の笑顔が凍りついた。

　……あれ？

　もしかして俺、やらかしちゃいました？

「サクラ？　誰と間違えてるのよ」

「それは……」

「あっ、もしかしてあんたの彼女とか!?」

「は？　どうしてそうなる？」

「やたら親し気に呼んでたもん！　へえ～、そっか～、鍵坂って彼女いたんだ～」

　ニヤニヤとイジワルスマイル全開な千冬。

　興味深そうに身を乗り出す神宮寺。

　やっぱりやるね鍵坂くんと感心する穂村。

　あのぼっちに恋人が!?　と再び騒ぎ始めるクラスメイトたち……あー、この展開はよろしくない。

（さすがに飼い犬だとは言えないぞ）

　だってそうだろ？

　よりにもよって『みんなの友だち』を犬と間違えたなんて知られたら襲撃を受ける。

　実行犯はまだ交際をあきらめてない友利梓玉砕者の会メンバーあたり。

「ふうん。ぼっちくんに彼女ねぇ。私はこれっぽっちも興味ないなぁ」

　ただ友利本人はいつもと変わらない塩反応。

　ああ、よかった。

　どうやら呼び間違えられたことはまったく気にしてなくて──。




《──サクラって、誰？》




　しかし。

　裏アカには身も凍る本音が。

《サクラって誰？　友だち？　妹？　お姉ちゃん？　それとも恋人？　やっぱり恋人なのＫくん？　ねえ、サクラって誰？　サクラって誰サクラって誰サクラって誰サクラって誰誰誰誰誰……》

「………」

　まあ、一つ朗報があるとすれば。

　千冬に勉強を教えるという本日のミッションは延期になるだろう。

（友利も俺もそれどころじゃないしな）

　飼い犬どころか狂犬ばりにＳＮＳで牙をむき出しにする委員長を見ながら、俺はどうやって彼女をなだめるか考えることにした。
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　唐突だが、俺は走っていた。

　全速力で駅の改札を通過し、ホームへと続く階段を駆け下りる。

　学院内ではテストの成績はよくても運動神経はイマイチというのが鍵かぎ坂さか君きみ孝たかに対する評価だが、本気を出せば多少は走れる。

（よし、いいタイミング）

　ホームに着いた瞬間、発車直前の急行列車が停とまっていた。

　乗客は少なめ。空いていた席に腰を下ろして、軽く一息。

　瞬間、車両のドアが閉まる。

「………！」

　思わず息を呑のんだ。

　ガッ！　と二つの腕が閉まりかけたドアの間に差しこまれた。

　この前アマプラで観たアニメ映画に似たようなシーンがあったっけ。

　ただし、強引にドアをこじ開けたのは紫色の汎用ヒト型決戦兵器ではなくて、

「ふう……あれ？　なんでキミがいるの？」

　友とも利り梓あずさ。

　軽く息を乱しながら乗車してきた委員長は、何事もなかったようにあいさつしてきた。




　　　　＃




　時を戻そう。

　さかのぼること十数分前。

　授業が終わった俺は愛あい洲す学院の最寄りにある新しん姫ひめヶが丘おか駅へと向かっていた。

　ごひいきにしている漫画の新刊が出るのだ。

（電子か通販でもよかったけど、店舗特典あるしな）

　勉強の気晴らしに渋谷あたりまで遠出しよう。急行を乗り継げば30分で着く。

　そう思ったのだけれど、

《いた！　見つけた！》

《まさか、これから会いに行く気？》

　背後に気配を感じてとある人物のＳＮＳを見たら、尾行に気づいた。

　すぐさま追跡者を振り切るために突発的な短距離走を敢行したが、結果はご覧の通り。

「キミと一緒の車両になんて乗りたくないんだけど」

　それはこっちのセリフだ。

「まさか私をストーキングしたとか？」

　どの口が言ってるんだ尾行女。

「最低。いつかやらかすと思ってた。キミって誰にも言えない心の闇を抱えてそうだもん」

　余裕たっぷりに毒舌吐くのはやめろ！

　そっちの誰にも言えない裏アカはもうバレてる！

　今のあんたは衣装が破れたことに気づかず踊る哀れなピエロなんだ！

　とは言えないので、いつも通り軽口を返すことにする。

「友利って運動神経いいな」

「えっ、私が走るとこ見てた？」

「いや、ドアをこじ開けてたじゃん。ゴリラなみのパワーで」

「そっちこそ思考がおサルレベルなの？　電車のドアって何かが挟まったら事故防止のために開くんだよ？」

「そんなこと知ってるよミスゴリラ」

「ならからかわないでよミスターモンキー」

　ガタンゴトンと走り出した電車内。

　栗くり色いろの髪をなびかせながら、友利はさりげなく隣の席に座ってきた。

　そして、スマホを取り出してから。

《……もう、鈍すぎ。少しは私が追いかけてきたかもって疑ってくれてもいいのに》

　鈍いのはあんただ。

《まあ、隣にいる私が裏アカ実況してるとは思ってないか》

　まさか隣にいる俺に実況ツイが筒抜けとは思ってないか。

《私が息を乱すなんて。Ｋくんってあんなに速く走れるんだ。

　フォームも綺き麗れいだったし、格かつ好こよかったな～》

　陸上部の常連助すけっ人とにほめてもらえるとは。おほめにあずかり光栄だよ。

「今日は助っ人はいいのか？」

「まあね。私は今から……ちょっと遠くにあるケーキ屋に行くの」

「へえ」

　友利の発言は間違いなくフェイクだろう。

　彼女がわざわざ俺を追いかけてきた理由はたった一つ。

「鍵坂くんはどこへ行くの？　ひょっとして……」

　ぎゅっと。

　緊張した様子で彼女は制服の赤いチェックスカートを握りしめながら。

「これからサクラさんとデート？」

「………」

　やっぱりか。

　ちょうど３日前の昼休みに生まれた誤解はまだ解消できていなかった。

　授業開始まで耐えきって時間切れドローを狙ったが、度重なる千ち冬ふゆの追及に耐え切れず、リスク承知でエサをまくことにしたのだ。




『サクラは俺にとって大切なヤツだよ』




　嘘うそは言ってない。

（実家での憂鬱な子供時代、何度あのモフモフに癒やされたことか）

　まあ、そんなことは知らずにエサに食いついた千冬たちは「やるじゃん鍵坂！」と黄色い声を上げてたっけ。

　教室の男子たちからも驚きよう愕がくの悲鳴が聞こえてきた。

　で、問題の友利と言えば、




『ぼっちくんがそこまで言うなんて、サクラさんってすっごく素敵な人なんだね！』




　やたらにこやかに笑っていたが、俺は怖くて裏アカをしばらく見れなかった。

　大多数の追及を振り切ることには成功した。

　しかし執念深い一匹が猟犬ばりのタフネスで追ってくる気がしたのである。

「なあ、友利。少し俺の話を──」

「放課後に恋人とデートかぁ。さすが学年成績１位は余裕だねぇ」

「いや、だから話を聞けって」

「話しかけてこないでください。ついでに口を閉じたまま息を止めて心臓も営業停止してくださると大変助かります」

「……あー、そうですか」

　この通り、悪態の方もいつもより塩分多め。

（学院でもこんな調子だったけど、マズいな）

　ここまであからさまにすねるのを見たら──ついからかいたくなってしまう。

「だったら独り言を言うよ。今日はサクラに会いに行くわけじゃない」

「えっ……そうなの？」

「ああ。できることなら今すぐ会って抱きしめたいけどさ」

「………っ！」

「あいつとはよく遊んだっけ。公園で散歩もしたし、一緒のベッドでも眠った」

「はぁああっ!?」

　ベ、ベッドって……！　とわかりやすいくらいに動揺する友利。

「ちょっと、こんな場所でそんなこと言うのは……！」

「そんなこと？」

「だから……一緒に寝たとか……」

「別に構わないだろ？　俺とサクラは毎日キスしてた仲だぞ」

「うっ……！」

　頬ほおを紅潮させたままで友利はうつむいた。

「……最低。キミって下半身までおサルだったんだね」

　そっぽを向いてから悪態を放って……ん？

「えっと、友利？」

「何？」

「ひょっとして……泣いてる？」

「はあ？　バカなこと言わないで？　どうして私が泣かなきゃいけないの？」

　まあ、たしかに泣いてはいないのかもしれない。

　しかしかたくなに俺から顔をそらしてるし、綺麗なソプラノボイスもかすかに震えていて、挙句の果てには、

《【悲報】失恋しました》

　裏アカには悲し気な敗北宣言が。

《まけほー……》

《昨日の夜からずっと眠れなかったけど、悪い予感が的中した》

《お幸せにＫくん……辛つらい……しんどい……せつないよぉ……こんな気持ちになるなら出会わなければよかった……明日からどうやって生きていけばいいかわかんないよぉ……！》

「すまん友利」

　このままじゃ次の駅で人身事故でも起こしそうだったので、すぐさま謝ることにした。

「今のは冗談だ」

「へ？」

「サクラは実家で飼ってる犬だよ」

「……犬？」

「ほら、犬だったら散歩したり、一緒に寝たり、顔を舐なめられたりするだろ？」

「………。じゃあ……」

　そっぽを向いたまま、友利は涙にぬれかけた声で、

「キミの下半身は人間なの？」

「その言い方はどうかと思うが少なくともサルじゃないな」

「ホントに？　ホントにサクラさんはキミの彼女でも幼なじみでも婚約者でもないんだよね？」

「妄想広げすぎだ。冗談言って悪かったよ」

　素直に謝る。

　さすがに泣きかけるとは思わなかったしさ。

　これで友利の機嫌が直ってくれるなら……。

「ちなみにこの前教室で私をサクラって呼んだよね？　あれはなんで？」

　さすが学年成績２位、記憶力いいな！

　いっそ「友利ってなんか犬っぽいから。すぐ俺に噛かみつくとことか特に」と言おうかと思ったが、さすがにそこまでバカじゃない。

　いずれこの質問が来ることは読んでいた。

　対策はちゃんと練ってある。

「雰囲気が似てたからだ。ほら、見てみろって」

「!?　こ、この写真……！」

　スクールバッグから出した写真を見て、目を見開く友利。

　そこに写っていたのは８歳の俺と子犬時代のサクラ。

　家にあったアルバムから発掘した一枚だ。

「可愛かわいい……」

「な？　で、真正面からこんなこと言うのもアレだが……あんたも可愛いだろ？」

「うん……」

「だから、ついサクラと呼び間違えたんだ。信じてくれるか？」

「うん……」

　友利は写真を見たまま、うっとりとした表情でうなずいてくれた。

（子犬みたいで可愛いって言えば怒られないんじゃないかと思ったけど、うまくいったか）

　ホッと胸をなでおろしながら、念のために裏アカの方も見てみると、

《子供Ｋきゅん可愛いいいいいいいいいっ！》

　そっちかよ。

「その写真、やるよ」

「えっ!?　いいの!?」

「だって好きなんだろ？」

「………!?　何言ってるの!?　私はただ……！」

「俺も好きだよ」

「えっ!?　そ、それって、つまり、両りよう想おも──」

「昔から好きなんだ、子犬」

「あっ、えっと、私も子犬が大好き！　ちっちゃくて思わず抱きしめたくなるよねっ！」

「たしかにさっきは可愛いって言ってたし」

「う……」

「よっぽど好きなんだな。あそこまでうっとりするとは」

「か、観察しないで。クラスメイトを電車内で視し姦かんするのはどうかと思うよ。私はうっとりなんてしてな──」

「そうか。ならこの写真はいらないな」

「えっ!?　そんな……」

「冗談だよ」

「!?　か、からかったな……このいじめっ子……！」

「怒るなって。ほら。写真やるからさ」

「あっ……ふん。仕方ないからもらってあげるよ」

　不満そうにしつつも、受け取った写真を宝物みたいに眺める友利。

（──マズいな）

　裏アカ情報を使えば普段塩対応な友利をかなり簡単に操作できる。

　今も軽くからかった後でちゃんと笑顔にできた。だからこそマズい。

（これは気を抜いたらハマってしまいそうだ……）

　友利も毒舌なしで笑ってるだけなら愛あい嬌きようたっぷりでずっと見ていたいくらいだしさ。

　ただ、油断はよくない。

　なぜなら裏アカ情報を利用しすぎるのにはリスクがあって──。

「あれ？」

　そこで、友利は何かを思い出したように、

「──ねえ。さっき、私のこと『可愛い』って言った？」

「えっ」

「言ったよね？」

「……まあ、言ったな」

　今度は俺の方がそっぽを向く番だった。

　だって、そうだろ？

　あそこまでストレートにほめたら照れくさくもなるさ。

「へえ～。まぁぼっちくんにほめられても全っ然うれしくないけどね～」

　くそ、裏アカ見なくてもわかるぞ。

　この委員長これ以上ないくらいご機嫌になってる。

（我ながら写真のチョイスがよすぎたか）

　さすがに子犬みたいで可愛いって感想はあざとすぎる気もしたけど、使える写真があれしかなかったんだ。

　サクラは超大型犬グレートピレニーズ。

　現在はかなりの巨体だし、あれと似てて可愛いって言っても逆に怒られそうだしさ。

《ともほー！　なんなの今日!?　色々と供給デカすぎりゅう！　幸せすぎて明日からどうやって生きていけばいいかわかんないよぉ～！》

　裏アカでの高らかな勝利宣言。

（喜んでくれてよかったよ）

　不覚にもそんなことを思ってしまった。

　隣で幸せいっぱいにはにかむ友利梓。

　その姿はそれこそ子犬みたいに愛らしい。

《──でも、仕返しは必要だよね？》

　は？

《最初はサクラちゃんがあたかも人間みたいな言い方して私をからかってきたし》

　いや、たしかにそうだが。

《お仕置きスタート～！》

　電光石火の執行宣言。

　……お仕置きってなんだ？

　警戒していると、友利は右手で口元を押えながら、

「ふわぁ……なんだか眠くなってきた……ちょっと寝よっかな……」

　あくびをかみ殺した後で、ゆっくりと目を閉じた。

　そして、数分後。

　電車の振動に合わせて俺の方によりかかってきた。

　コツン、と友利の頭が肩に当たる。

　わずか数センチ先にある愛らしい輪郭。長いまつげ。小さな花弁のように可か憐れんな口唇くちびる。色白で傷一つないすべすべした柔肌。

　まるで制服を身にまとった白雪姫だ。

　すぅすぅという心地よさそうな寝息が聞こえてきたが、確実にタヌキ寝入りだろう。

《少しからかうつもりだったけど、やりすぎかな？》

　その証拠に裏アカに投稿が。

　秘技発動、ポケットタッチタイピング。

《どうだどうだどうだ～？

　公共の場で女の子に密着されるご気分は～？》

　非常に効果的なお仕置きだよ。

「ねえ、見て見てあれ」

「寝てる人可愛い～。髪さらっさらで肌も綺麗。顔面偏差値高っ」

「使ってる化粧水教えてほしい……」

「隣の人って恋人かな？　いいな～、ああいうの～」

　途中駅から乗ってきた中学生っぽい女子たちがこっちを見て小声できゃあきゃあ。

　確実にカップルだと思われてるぞ。

《うわぁ、こっちも心臓ヤバい。

　Ｋくんもドキドキしてるかな》

　悔しいことにしてる。

　肩に感じる重みと制服越しに感じる体温。

　距離がやけに近いせいでほのかに甘い匂いがする。

　香水なのかシャンプーなのかはわからないが、なんというか、女子の香り。

《絶対に口には出せないけど、裏アカになら書ける。

　──このまま時間が止まればいいのに》

　口に出すどころか全部筒抜けだぞと暴露したかったが無理だった。

　ここまで幸せそうなツイートされるとつい邪魔するのをためらってしまう。

《Ｋくん……あったかい……》

　しかも、今の彼女は隙だらけ。

　本人はお仕置きに夢中で気づいてないが、全力でドアをこじ開けたせいか制服のシャツのボタンが二つほど外れていた。

　頭をこっちに傾けているせいで俺の角度からは彼女の柔肌と純白の下着がのぞいて……ああ、この恋愛バカ。

（いくらなんでも無防備すぎだろ）

　隣にいるのが俺じゃなかったら押し倒されてても不思議じゃないぞ。

「んう……」

　直後、息を呑のんだ。

　大きめの吐息と共に、友利が華きや奢しやな両腕で俺の腕を抱きしめてきたのだ。

　まるで休日に街を歩く恋人みたいに。

　ぎゅっと二の腕のあたりに押し付けられるふくよかな胸のやわらかさ。

　やや乱暴にハグしてきたせいか、ブラどころか谷間までかすかにのぞいて──。

「んっ……けーくん……」

「えっ」

　なんでその呼び方をするんだ？

　それはＳＮＳ上だけだったはずで──。

「ぬごー」

　ぬごー!?

　えっ？　何？　今の？

　16歳ＪＫが公共の場で発していい音声じゃなくない？

「まさか、ホントに眠ったのか？」

　じゃなかったらあんなイビキ一歩手前の声を出すとは思えない。

（そういや、昨日眠れなかったとかツイートしてたっけ）

　電車の振動がゆりかごみたいだし、密着してるせいで体もあったまって心地いい。

　うっかり眠ってしまう気持ちもわかる。

「ただ、すまん委員長」

　早々に夢の世界から帰還してもらおう。

　今はいないが、もし学院の生徒が乗りこんで来たら余計な誤解をされそうだしさ。

「けーくん……」

「えっ……」

「いっそ……告白したい……でも……」

「……でも？」

　まさか、ついに判明するのか？

　友利が裏アカに想おもいをぶちまけるだけで、俺に告白してこない理由。

　文字通り夢見心地なまま無意識に返答してくれれば……！

「ぬぎゃー」

「寝息を進化させんな」

　思わずつぶやいてしまったが、委員長はすやすや夢の中。

　おまけに口の端からよだれまで垂れて……ああ、まったく。

「こんなとこまでサクラにそっくりだよ」

　サクラもこんな風に俺に寄りかかって爆睡してたっけ。

　たくさん遊んで疲れた後なんか特に。

（友利も疲れがたまってるんだろうな）

『みんなの友だち』なんて呼ばれる彼女は多忙だ。

　学級委員としての仕事の他に、毎日クラスメイト以外からの相談にも乗り、各部活や生徒会の助すけっ人とも引き受けている。

　しかもあれだけ友だちがいるのに、誰かを頼る様子がない。

　基本的に、どんなトラブルも一人で解決している。

（学院の生え抜きの生徒たちは慣れてるせいでおかしく感じないかもしれないが、外部入学組の俺からすればかなり異常だ）

　にもかかわらず、友利は学年２位の成績を維持している。

　きっと才能だけじゃない。

　たゆまぬ努力がその結果を──いや、成果をもたらしている。

「努力か」

　そして、鍵坂君孝という人間は努力が嫌いじゃない。




『いいか、君孝。鍵坂の家に生まれた以上おまえの未来は決まっている』




　まだ言葉もロクにしゃべれないころからそう言い聞かされてきた。

　うちの一族の進路はほとんどが医療関係。

　つまりは医者だ。

　しかも超がつくエリート揃ぞろい。




『人の命を預かるというのは失敗は許されないということだ。だからこそおまえもトップの成績で居続けろ』




　そんな言葉に従って、まだ純真だった俺は努力した。

　寝る間を惜しんで勉強し、休日返上で習い事にはげみ、鍵坂の名に恥じない人間になろうとしたんだ。

　死に物狂いで結果を出した。

　学校でトップの成績を常に維持した。

　空手、バイオリン、英会話……いくつもの大会で優勝した。

　誰かの役に立ちたくて、街で迷子になってた名前も知らない子を助けたこともある。




『ダメだな、おまえは』




　けれど、ある日。

　絶望を叩たたきつけられた。




『なぜ目標を達成するために努力なんかしなくてはいけない？』




　それは。

　まぎれもない天才からの言葉。




『私やおまえの兄は違ったぞ。それが鍵坂本家の人間の資質だ。なのに……ああ、残念だ。結局おまえは天才ではなく秀才だったか。それだけは……』




　どんな名医にも治せない、と。

　10歳の俺は父親から容赦のない診断結果を突きつけられた。

　それからどれだけがんばってもそのカルテを覆くつがえすことはできず、父親の教育方針にほとほと嫌気が差し、実家を離れることになったが、

（努力が嫌いになったわけじゃない）

　その証拠に今も寝る間も惜しんで勉強している。

　鍵坂本家に頼らず、自分一人の力で生き抜ていくという目標を叶かなえるために。

　だから友利梓の努力に共感してしまうんだろう。

　それに他の生徒たちと同じように、俺も友利に助けられたことがある。




『大丈夫！　私がついてるから！』




　頭の中で蘇よみがえるのは彼女のソプラノ。

　あの日の借りを俺はまだ返せていない。

「──お疲れさま、委員長」

　そんなことを考えたせいか、俺は友利を起こさないことに決めた。

　ポケットからハンカチを取り出して、彼女の口元のよだれを拭いてから、はだけた胸元に被かぶせてやる。

　まあ、この行動に大した意味はないさ。

　うっかり寝言で俺に告白してこない理由を聞けるかもしれない。それに友利は俺の分まで学級委員の仕事をこなしてくれている。

　だから、もう少し眠って日々の疲れを取ってほしいと思っただけ。

（別に友利のことが好きになったわけじゃない）

　たしかに友利は努力家だけど、少しがんばりすぎな気もするしさ。

　それこそ、昔の自分を思い出すくらいに。

「けーくん……」

　と。

　そこで友利は俺の名を呼んでから、




「いっつも努力家なけーくんが……だいすき」




「………」

　……よかった。

　今現在の自分の表情を友利に見られてなくて本当によかった。

　ツイートじゃなくて直接言葉で言われたのは初体験。

　これは、なんというか……。

「何が友利とサクラはそっくりだ」

　全然違うじゃないか。

　少なくともサクラが隣に寝てるだけじゃ、心臓はここまで騒いだりしない。




　　　　＃




　今回の後日談というか反省点。

　友利だけじゃなく、俺も日々の勉強で疲れがたまっていたということ。

　俺が降りる予定の駅を通り過ぎても白雪姫に朝は訪れず、仕方なくその目覚めを待っていたら、いつの間にか一緒に眠ってしまい、気づいたら、

「お客さんたち、お邪魔して申し訳ないんですが終点ですよ～」

　終着駅で若い女性駅員さんに笑顔で肩を叩かれ、起こされていた。

　すぐさま二人で電車を駆け降りて、

「なんで起してくれなかったの!?」

「あいにく俺はあんたのお母さんじゃないんだ！」

「こんなの一生の不覚……てか、さっきの駅員さんの笑顔、見た？」

「……見た。確実に俺たちをバカップルか何かと勘違いして──」

「口に出して言わないで!?　もう最悪……って、嘘うそ、シャツのボタンが……」

「ああ、それは」

「まさかキミの仕業!?　クズすぎ……眠ってる間に外すなんて……」

「違う。胸にハンカチが乗ってたろ？　むしろ俺は隠した側だ」

「えっ……助けて、くれたの？」

「仕方なくな。ボタンが外れたのはゴリラパワーでドアを開けたときで……おい、どこに行く？」

「ついてこないでストーカー。私は新しん姫ひめに帰るの」

「俺もだよ。終点なんだから同じ方向の急行だ。てかなんでそっぽ向いて……ああ、さては助けられたのが照れくさ──」

「わ、わざわざ言及するとかホント性格劣悪だね!?　キミに借りは作らない！　このハンカチも洗って返すから！」

　つい５分前まで肩を並べて仲良く夢の世界に旅立ってたとは思えない、文字通り目の覚めるケンカっぷり。

　サクラに対する誤解は解けた。

　しかしまだまだ俺たちの冷え切った関係は溶けそうにないと、再び電車で友利の隣に座りながら俺は思うのだった。







[image: 第５話　休日ガールズトーク]




　夢を見ている。

　私はすぐにそのことを理解した。

「心配するな。この子のことは任せろ」

　忘れもしない。

　それは１年半ほど前のとても寒い冬の日の出来事。

「あんた、試験を受けにきたんだろ？　早く行った方がいい」

「でもキミだって……！」

「大丈夫。俺の方は受からなくても別に構わないから」

　私を安心させるように「その証拠に、ほら。やるよ」と小さな何かを投げ渡してきた。

　その何かというのは──。
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　インターホンの音で目が覚めた。

（いけない、座ったまま寝ちゃってた）

　リビングのソファに沈んでいた上半身を起こして、ん～っと背伸び。

　オートロックを解除してから、テクテクと玄関に向かい、ドアを開ける。

「あれ？　梓あずさ、寝てた？」

「あはは、わかった？」

「恐ろしくかすかな寝ぐせ。私じゃなきゃ見逃しちゃうね」

「それ、またアニメのセリフでしょ？」

「まぁね。大丈夫？　疲れてるんなら別に今日じゃなくてもいいけど」

「平気だよ！　たしかに少し疲れてるけど、全然大したことないからさ！」

　ササッと髪を整えてから、私は幼なじみの風かざ見み千ち冬ふゆを自宅である15階建てマンションの一室に招き入れた。

「梓ママは？」

「ママ友ランチだって」

「もしかしてまた銀座？　お土産みやげ買ってきてくれないかなー」

「お母さんのことだからまたお菓子だと思うよ？　職業パティシエだしさ。それより手を洗ってきて？」

　指示を出しながら、水色のエプロンを身につける。

　今日は日曜日。

　本日開催されるのは友とも利り梓のお菓子教室。

　私服姿の幼なじみに、ケーキの作り方を伝授するのだ。
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「んんう～、上出来じゃない！」

　数時間後。

　我が家のリビングには出来上がったベイクドチーズケーキに舌つづみを打つ千冬の姿が。

「おいしい！　自分が作ったとは思えない！」

「千冬は目分量に頼りすぎなんだよ。いい？　料理は数学なの。ちゃんと分量を測って計算すれば失敗しないよ」

「むっ。簡単に言わないで。自分一人で作るとどうしてもうまくいかないの」

「でも、できれば一人で作りたいんでしょ？」

「まあ、それは……」

　少しだけ頬ほおを染める千冬。

　そう、ここだけの話千冬には好きな人がいる。

　相手は他の高校に通ってる年上の男子だとか。

「仕方ないでしょ。あの人、全然私と会ってくれないんだもん」

「だから手作りケーキで誘い出そうってわけ？」

「うん。甘いものが好きって言ってたし……えへへ」

　幼なじみは照れくさそうにはにかんだ。

　むう、その好きな人とやらに少し嫉妬してしまう。

　あの千冬がここまでデレるとは。

「作り方教えてくれてありがと。何かお礼をするわ」

「あっ、だったら今から送る画像をクラスラインにアップしてくれない？」

「ん？　何この子犬？」

「鍵かぎ坂さかくんの恋人の正体」

「は？」

　怪け訝げんそうな顔をする千冬に、私は事の顛てん末まつを説明した。

　もちろん。

　昨日鍵坂くんと肩を並べて終点まで眠ってしまったことは内緒だけど。

「なるほど。冷静に考えれば鍵坂に恋人とかいるわけないしね」

「その言い方はひどいと思うよ？」

「仕方ないでしょ。あいつ、なんでか知らないけど私のこと避けてるんだもん」

「それはそうだけど」

　鍵坂くんは基本他人とつながりを作りたがらない。

　だからそっけない態度を取ることが多いんだけど、千冬に対してはそっけないを通りこして無視することも多い。

　うーん、何か理由がありそうな。

「それよりなんでこの写真をクラスラインに上げなくちゃいけないわけ？」

「みんな鍵坂くんの恋人が誰か気になってたでしょ？」

「そりゃ、あのぼっちにそんな甲か斐い性しようがあるとは思えなかったし」

「来週も鍵坂くんが質問責めにあいそうだから、先にネタバラシしてあげた方がいいかなって」

「ひょっとして、そうしてくれって鍵坂に頼まれた？　だから写真をもらったの？」

「まあ、そんなところ」

　我ながら口からデマカセだな。

　これは私の独断。

　一緒に電車に乗った日、ハンカチで助けてくれたことへのささやかなお礼だ。

「てか、これって子供のころの鍵坂？　なんでスタンプで顔を隠してあるの？」

「わかんない。私がもらったときにはそうなってた」

　またもや大おお嘘うそ。

　写真を画像にしたときに、鍵坂くんの顔を隠したのは私。

（プライバシーは大事にしないとね）

　そう、決して。

　彼の子供のころの顔を知ってるのは私だけ！　みたいな優越感に浸りたいわけではありませんよ？

「まったく。優しすぎよ梓。誤解を解くなら鍵坂本人にやらせればいいのに」

「けど、鍵坂くんってクラスラインに入ってないでしょ？」

「あー、そうだっけ」

「一人だけ入ってないのもさびしいから、何度も入ってってお願いしたんだけど」

　結果は空振り。

　ものの見事に振られちゃったっけ。

「誰も鍵坂くんのラインを知らないんじゃないかな」

「そりゃそうでしょ。あのぼっちがライン交換してる姿とかまったく想像できない」

「まぁね。私も鍵坂くんのラインだけは手に入らなかったし……」

「梓ってなんだかんだ結構鍵坂のこと気にかけてるのね」

「──別に？　委員長の仕事だからやってるだけ」

「クラスになじめない男子を更生させたいってわけか」

「そんなとこ。彼って性格は最悪だけど……やればできる人だと思うから」

「へえー。そういやツバっちも似たようなこと言ってたっけ」

「穂ほ村むらくんが？」

　聞き返す私に、千冬は内緒話でもするみたいに、小さな声で。

「鍵坂ってテストの成績はいいけど体育の成績はかなり悪いでしょ？　あれはわざとじゃないかって言ってたの」

「えっ……」

「うちの学院って一年のときの選択体育で柔道があるじゃん？　ツバっち、そこで鍵坂と一緒になったんだって」

「穂村くんは柔道部だしね」

　このことを知ると大抵の人は驚く。

　穂村くんはサッカーとかバスケとかそっち系に見える。

　本人はインターハイで上位に入るほどの腕前なのだけど。

「で、体育のときにツバっちが鍵坂と乱取りをしたんだって。そのときにタダ者じゃないって思ったらしいの」

「どうして？」

「柔道の有段者は組み合っただけで相手の実力がわかるのよ！　銀カムでやってた！」

「銀カム？」

「知らないの!?　今度全巻読ませてあげる！　って、それよりも。重要なのは鍵坂がホントは運動できるのに隠してるかもしれないってこと」

　ホントはできるのに隠してる、か。

　それなら私も心当たりがある。

「ツバっち、前から鍵坂のことすごく気に入ってたらしくてさ」

「穂村くんは去年も鍵坂くんと一緒のクラスだったしね」

「梓もでしょ？　去年はツバっちと学級委員やってたっけ」

「うん。それで、千冬は去年別のクラスだったから知らないと思うけど……実はうちのクラス、体育祭の前日にトラブルが起きたんだ」

「トラブル？」

「男子と女子がケンカしちゃったの」

　よくある話だ。

　学内イベントの際に男女の結束にヒビが入る。

　トラブルの芽は事前につみ取るのが私のポリシーだけど、あのときは初めての高校の体育祭で忙しくて手が回らなかった。

　気づいたときには内戦ぼっ発寸前。

「私と穂村くんは中立派だったけど、停戦交渉に入る余地もなくて本当に困ってたの」

「でも梓たちのクラス、当日は仲良くやってたじゃん」

「それは……鍵坂くんが行動を起こしたから」




『これ以上、くだらないケンカに付き合ってられるか』




　そう言って、体育祭の応援に使う大きな旗を破ってしまったのだ。

　クラス全員で作った入にゆう魂こんの一作を。

「ひどすぎっ!?　メッチャ引くんだけど！」

「私も最初は驚いた。でも、結果的にそれが和解のきっかけになったんだ」

「は!?　何それ！　どゆこと!?」

「男子と女子両サイドから鍵坂くんへの批判が出たの」

「えっ、でもあいつは男子サイド……なわけないか」

「そう。鍵坂くんはあんな感じだから私や穂村くんと一緒で争いには加わってなかった」

　協調性のない第三者。

　それが鍵坂君きみ孝たかの立ち位置だもん。

「だからこそ男子と女子が団結できたの」

「つまり新しい敵が出てきた結果、主人公とライバルが手を組むみたいな？」

「そんなところ。みんな、本気で体育祭を台無しにするつもりなんてなかった。心の中で折り合いをつけるポイントを探してた」

　だから大急ぎで新しい旗を作って、そのやり取りの中で少しずつだけど謝り合って、当日にはすっかり仲直り。

　１－Ｂの体育祭は大団円で幕を閉じた。

　打ち上げ会場のお好み焼き屋では、昨日のケンカが嘘うそみたいなパーティータイム。

（──そう。たった一人だけ）

　打ち上げに来なかった鍵坂くんをのぞいて。

「じゃあ、結果的に鍵坂のおかげで１－Ｂの体育祭はうまくいったわけか」

「そう。全部鍵坂くんの狙い通りにね」

「はあ!?　あいつの狙い通りって……！」

「みんなを団結させるために、あえて旗を破ったってこと。鍵坂くんって協調性はないけど、突然物に当たる人じゃないもん」

「いや、そうだったらすごすぎるけど……さすがにそこまでうまくいかないでしょ？」

　それこそ計算された数学じゃないんだからさ、と千冬はチーズケーキを頬ほお張ばった。

（千冬がそう考えるのもわかる）

　事実１－Ｂのみんなは鍵坂くんが仕組んだなんて考えもしなかった。

　けど、私だけは違う。

　その証拠に体育祭当日に、鍵坂くんを呼び出して話をしたっけ。




『なんで昨日あんなことをしたの!?　自分を悪役にするなんて！』

『悪役？　何のことだよ』

『バカにしないで！　私が気づかないとでも思った!?　あんなやり方しなくても、みんなで話し合えば──』

『その段階はとっくに過ぎてた。頭のいいあんたならわかるはずだ』

『で、でもっ！　結果的にキミ一人に批判が集まって……』

『あれが最善だよ。それに、友利の考えは理想論だ』

『なっ……』

『みんな仲良くハッピーエンドにならないときもある。リーダーは合理的に物事を見なくちゃいけない。理想を追いかけ続けると、いつか足をすくわれるぞ』

『何それ!?　お説教くさいこと言わないで！　キミに何がわかるの!?』

『わかるよ。たぶんあんた、死にたくなるような失敗をしたことがないだろ？　だからがんばればなんでもできると思ってるんだ』




　あのときの言葉は、心の内を見透かされたみたいだった。

　たしかに私はそこまでの失敗を経験したことがない。

（けど……鍵坂くんは違うのかな）

　まるで私を諭すような、警告を送るような、大人びた言葉。

　あのときの彼は昔の過ちを悔いるような表情をしてた。

　彼はそれこそ死にたくなるような大きな失敗を犯したことがあるんだろうか？

（だから、クラスメイトが失敗を犯さないように策を弄ろうした）

　冷静に生徒たちの感情を読み切って、

　クラスが団結するためのちょうどいい課題を用意して、

　さらに批判が自分だけに集まるようにしたんだとしたら……。

「まるで、正義の味方みたい」

　物語のヒーローのように自分を犠牲にして、鍵坂君孝は事件を解決した。

　穂村くんも私と同じように考えたんだと思う。

　だから鍵坂くんに一目置いて──。

「正義の味方ねぇ。なら梓とそっくりじゃない」

「そっくり？」

「昔からヒーローに憧れてたでしょ？　戦隊ものとか、顔がパンの空飛ぶ殴り屋とか、クリスマスのサンタクロースとか。だから人助けばっかりしてた」

「それは……」

「初等部のころ、将来部活か生徒会に入るのかって聞いたら『ヒーローは簡単に組織に所属したりしないの』って──」

「ちょ、昔のことを言うのはやめようよっ」

　……そんな痛々しいこと言ってたかな？

　幼なじみだけあって、こっちが憶おぼえていないことまで記憶してて困る。

「なるほど。やけに鍵坂に突っかかると思ったら同族嫌悪か」

「違うよっ。私は……彼の友だちになって更生させたいだけ。鍵坂くんはやる気がないだけで能力自体はものすごく高い。彼をこのまま埋もれさせるなんてもったいなさすぎる。きっと私たちなら……」

「委員長と副委員長として最高の相棒になれる？」

「そ、そこまでは言ってないけど」

　相棒って。

　なんだか照れくさいなぁ。

「でも更生させたいならなんであんなに毒舌なの？」

「私だって最初からああだったわけじゃないよ！　出会ったころはちゃんと優しく話しかけてた！　なのに……！」

「あー、なぜかそっけない態度で返されたわけか」

「そう！　それがずっと続いた結果、気づいたら私も口が悪くなって……！」

「梓のことだから鍵坂がバッシングされるのを避けるためでもあったんでしょ？」

「……何のことかな？」

「照れくさいからってとぼけんな。『みんなの友だち』が一人の男子とずっと仲良くしてたら他のヤツらが嫉妬する。体育祭で事件を起こした問題児なら余計にね。だからあえて悪態を吐つくようにしてるんでしょ？」

「ぐっ……なんでわかるの？」

「バ～カ。あんたが優しすぎることは私が一番よく知ってんの。ま、何はともあれ。その結果今のケンカップル状態になったわけか」

　ぐるぐると。

　千冬はコップに入ったアイスティーをストローでかき混ぜてから。

「ムカつく」

「あっ、ごめん、私もさすがに最近の悪態はひどいって思って──」

「違う！　鍵坂への悪態なんていくらでも吐けばいいの！　ムカつくのは梓があいつをこれ以上ないくらい特別扱いしてること！」

「いや、そんなことは……」

「いいやしてる！　幼なじみの私にだってあそこまで気がねなくしゃべったりしないじゃん！　長い間更生に失敗してるのにずっと鍵坂にこだわってるし！」

「それは……」

　だって恥ずかしくて言えないもん。

　鍵坂くんを更生させるためにがんばってたら、気づいたら毎日彼のことを考えるようになってたなんて。

　昔から人助けばかりしてた私に、あそこまでそっけなく接する生徒はいなかった。

　だからこそ彼との軽口の応酬がすごく新鮮に感じるなんてさ。

（それに、千冬には教えてないけど……）




　私は高等部に上がる前から鍵坂くんのことを知っていた。




　そう、あれは高等部への進学がかかった試験の日。

　とても寒い冬の日の出来事──。

「鍵坂なんてこれっぽっちも大したヤツじゃないんだから期待するだけ無駄なのに」

「──ちょっと。さすがに言いすぎ。怒るよ、千冬」

「私の好きな人の方が絶対格かつ好こいいもん」

「その人のこと全然教えてくれないじゃん！」

「うっ……だって相談したら絶対反対されるし」

「一体どんな人を好きになっちゃったの……。ぼっちくんの方がまだマシだよ」

「あんな陰キャと一緒にしないで!?　私の好きな人はカザリナの──」

「カザリナ？」

　聞き返すと、千冬は「あっ！」と気まずそうにした。

　今の名前は聞いたことがある。

　新しん姫ひめヶが丘おかがある地区を本拠地にしてる県内でも有名な不良グループだ。

　なんでも行き場のない十代の相談事を色々受け負ってるとか。

　ただ……。

「大丈夫なの？　カザリナって怖いウワサもたくさん聞くよ？」

「……どんな？」

「チームを結成したリーダーの話。ものすごく強くてヤクザも避けて通るとか、因いん縁ねんをつけてきたプロ格闘家を返り討ちにしたとか、怖いくらいに頭が切れるとか」

「………」

「あとは髪を赤く染めててチームのメンバーにはあだ名で呼ばれてるとか……まさか、好きな人ってそのリーダーじゃないよね？」

「そ、そんなわけないじゃん!?　とにかく！　私の好きな人は鍵坂より断然格好いい！　あんなに人当たり悪くないし！」

「ううん、鍵坂くんも最近は……」

「最近は？」

「うっ……」

　危ない。

　最近彼と距離が縮まっていることを言いそうになってしまった。

（なんだか急に鍵坂くんが優しくなった気がする）

　私にコーヒーを買ってきてくれたり。

　私が作った唐揚げを食べてくれたり。

　私が可愛かわいいと思った写真をくれたり。

　昔からしたら考えられない。

　そう、まるで私の心の中をのぞいているみたいな絶妙な気づかいで──。

「………!?」

　が。

　そこで私は実に最悪な可能性をひらめいてしまった。

「あれ、どしたの？　死後硬直かってくらい表情固まってるけど」

「えっと……あのさ。私って色々相談事を引き受けるでしょ？　その内の一つで私の友だちの話なんだけど……その子、ＳＮＳの裏アカを持ってて」

「ふんふん」

「その子は裏アカに……気になる男の子への気持ちをつづってたの。そうしたらその男の子の自分に対する態度が急に優しくなって……」

「あー、ご愁傷様」

　千冬は大げさに掌てのひらを合わせてから。

「ソイツ確実にアカバレしてる」

「!?」

「たぶんソイツ、裏アカで普段相手に言えないような恥ずかしい本音をぶちまけてたんじゃない？」

「………」

「『大好き』とか『幸せすぎて死ねる』とか『どうして私もっと素直になれないんだろ～！』みたいな初めて人を好きになった中学生みたいなイタいツイートを」
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「………」

「自業自得よ。ただ、よかったわね梓。『私の友だちの話』って言い方は実は友だちじゃなくて本人の話ってのがお約束だけど、あんたの場合はそうじゃないって思えて……って、大丈夫？」

「……何が？」

「顔面蒼そう白はくだよ？　まさか、今のってあんたの話じゃないわよね？」

「あはは、そんなわけないよ～！」

　全力でごまかしながら、アイスティーを飲み干す。

（……どうしよう）

　動どう悸きが収まらない。

　もし千冬の言う通り、鍵坂くんに私の裏アカがバレてたら？

　彼は私の本音をすべて知ってることになる。

「だいたいなんで鍵アカにしてなかったの？」

「えっと……」

「あっ、わかった！　『もしかしたら彼がこのアカウントを見つけて私の想おもいに気づいてくれるかも！』って期待してたんだ！」

　違うっ！

　どうせ見つからないし鍵はかけなくていいかって判断しただけ。

　千冬が邪推したようなことは考えてなかったはず……だよね？

「……ねえ、その子はどうしたらいいと思う？」

　真剣に訊たずねた。

　こう見えて千冬は頼りになる。

　ときどきこちらの思いもよらぬ方法で事態を解決してくれることがあって──。

「《きさま！　見ているなッ！》って裏アカでつぶやけば？」

「それまたアニメのセリフでしょ!?」

「イグザクトリー！　……って話を戻すか。たしかに裏アカを知られたのは恥ずかしいでしょうけど、ソイツにしたらチャンスだわ」

「？　チャンス？」

「その男子は裏アカをわざわざ探し出して見てるのよ？　ということは、ソイツに気があるに決まってるじゃん」

「えええっ!?」

「ソイツのこと、かなり好きなんだと思う」

「す、好き……」

　ホントに？

　鍵坂くんが、私を？

「でもっ！　まだアカバレしてるとは限らないでしょ！」

「だったらいっそバレてるかどうか直接聞いちゃえば？」

「そんなの無理！　『は？　あんたちょっと自意識過剰なんじゃないか？』ってはぐらかされるのがオチだよ！」

「やけに具体的な回答例ね……あっ、そうだ！」

　名案をひらめいたのか、千冬は銀色の髪をなびかせながら立ち上がった。

「憶おぼえてる？　私が去年梓にあげた誕プレ」

「えっ……」

　もちろん憶えてる。

　ウケ狙いだったんだろうけど、この幼なじみが私に贈ったのは──。




　　　　＃




「……はぁ」

　時刻は夜、お風呂上がり。

　パジャマ姿で自分の部屋のベッドに寝ころびながら、私は今朝の裏アカツイートを見返していた。

《今日はＣちゃんと一緒にケーキ作り。うまくいけばいいな～》

　うん、これは見られてもいいよね。

《Ｋくんもケーキとか好きなのかな。

　出来立てをごちそうしてあげたい》

　……まあ、これもギリギリ見られても……。

《ごちそうするなら場所はＫくんの家がいいかも……あれ？

　待って。Ｋくんってたしか一人暮らしだったよね？》

　こ、これも見られても……。

《料理を作りに一人暮らしの男の子の家に行くって、誘ってると思われてもおかしくないんじゃない!?　いや、冷静になれ！

　仮に行ったとしてもそういうことが起きるとは……！》

　………。

《どうしよう！　もし行くことになったら色々準備していった方がいいかな!?

　たとえば可愛い下着……いいや！

　いっそとっておきの勝負ランジェリーを──》

「………っ！」

　耐え切れなくなった私は、枕に顔をうずめ声を押し殺し以下のようなことを叫んだ。

　何が『冷静になれ』だよ！

　こんな脳ミソお花畑なツイートしといてよくそんなセリフが言えるなおまえっ！

「死にたい……」

　鍵坂くんと少し距離を縮められたのがうれしかったせいか、つい思考を垂れ流してしまったんだろう。

　もしアカバレしてたら、どんな顔で彼に会えばいいか見当もつかないよ。

（……いいや。まだわからない）

　私への気づかいは全部偶然って可能性もある。

　それを確かめる方法はたった一つ。




『憶えてる？　私が去年梓にあげた誕プレ』

『えっ、あのキワドい下着のこと？　色が黒で横がヒモで色んなとこが透けてる痴女っぽいヤツ？』

『はあっ!?　せっかく可愛いと思ってあげたのに！』

『……ウケ狙いじゃなかったんだ』

『ふざけんなー！　ほら！　何なら今似たようなヤツ穿はいてっから！』

『やめて、わざわざ見せなくていいからっ』

『ったく。でも憶えてたんなら話が早い。ああいう下着を穿いた自撮りを裏アカに上げんの』

『……は？』

『《今日はとっておきの勝負下着で彼にアピール♡》みたいなＩＱゼロのパパ活女子みたいなツイと一緒にね』

『ＩＱゼロなのは千冬の発想なんじゃない!?』

『ふふっ。効果はあると思うわよ。相手が裏アカを見てたらマトモじゃいられない。絶対下半身ガン見してくる。あわよくばスカートの中のぞこうとしてくる』

『いや、さすがにそこまでは……』

『あはは、男なんて自分の下半身に忠実なケダモノなの』




　とにかくそれでアカバレしてるかわかって……あっ、そろそろ時間！　アニメのリアタイしたいから帰るね！　と。

　幼なじみは嵐のように去っていった。

「まったく、バカなんだから」

　とんでもない作戦を提案してくれたよね。

　ただ、本当にバカなのは……。

「こんな写真を撮っちゃった私か」

　千冬が帰った15分後、去年の誕生日プレゼントを自室の引き出しから発掘。

　熟考した末に、ためらいつつも穿いてみた。

　さらには自分の部屋の大きな姿見を使って、自撮りをすること数枚。

「まあ、これはたしかに」

　破壊力がある。

　スマホに写っているのは、鏡の前に立った友利梓。

　ちょうど顔を隠すように右手でスマホを構え、羞恥心を押し殺しながら左手で私服のスカートをたくし上げている。

　穿いているのは例の黒下着。

　白いふとももと漆黒のランジェリーのコントラストが否いや応おうなく目を引く。

　艶なまめかしい薔ば薇らの刺し繍しゆう。

　さらには薄いレース生地のせいか、肌の色が透けてる感じがして……はい。

　すごくえっちです。

「……こんなのアップしたらアカウント凍結される」

　だったらこっちかな？

　鏡に背中を向け、後ろを振り向いたワンショット。

　スマホで顔を隠しているのは一緒だけど、スカートの後ろを片手でたくし上げているため、ふとももの裏側が丸見えだ。

　布面積が少ないせいで、ぷっくりとしたお尻が誘惑でもしてるみたいにさらされて、かなりいやらしい感じに。

　さらに写真と一緒にアップするのはこれまた破壊力満点の一文！

《明日はいつもと違う下着穿いてくね、Ｋくん♡》

「……何やってるんだ、私」

　文章と写真を用意してあとワンタップでツイートできるというタイミングになって、やっと我に返った。

　こんなのただの痴女だよ。

「別の方法考えよ」

　一種のパニックに陥って理性が仕事するのを忘れてしまったんだ。

　じゃなかったらこんな変態写真を撮るわけないもん。

「でも……」

　もし効果があったら？

　この写真をアップした結果、彼の態度が変わったら？

　裏アカを見てることを私に告白して、私の気持ちも肯定してくれて、そのまま……私のことを求めてきたりしたら……。

　それこそ！

　この誕プレが勝負ランジェリーに進化しちゃうかも！

「梓？　まだ起きてるの？」

　ノックと共に名前を呼ばれて、体がビクッと震えた。

　ドアの向こうにいるのはお母さん。

「起きてるけど、どうかした？」

「いや、さっき叫び声みたいなのが聞こえた気がして」

　マズい。

　枕で押し殺しきれなかった悲鳴が届いていたらしい。

「ホラー映画でも観てるの？　夜更かししないで、早く寝──」

「わかったおやすみなさいっ」

　強引に会話をシャットダウン。

（……部屋の中まで入ってこられなくてよかったよ）

　机の上にはさっき穿いた黒下着がたたまれて置いてある。あれを見られたらどんな誤解をされるか……と。

　そこで私は気づいた。

「………っ!?」

　自分でも驚くくらいの速さで私は裏アカの最新ツイート──例の文章とスカートをたくし上げた鏡撮りのワンショットを消去した。

　お母さんに話しかけられて驚いた拍子に、スマホをタップしてたんだろう。

　その結果、私の下着自撮りが拡散されて……！

（いいや！　拡散はされてない！）

　いいねもリツイートもリプもなかった！

　それに公開されてたのはほんの30秒ほど！

　鍵坂くんの目に留まった可能性はほとんどゼロのはず！

（けど……もし見られてたら……）

　時刻は22時48分。

　鍵坂くんもこうしてベッドに横になっているかも。

　退屈を紛らわすためにスマホで私の裏アカを見てたりしたら……。

「うう……」

　……くそぅ。

　なんでこんなにドキドキしてるの？

　部屋の灯あかりを消してからバサッと布団を被かぶった。

　胸の鼓動をごまかすように、もう一度「おやすみなさい」とつぶやく。

　けれど。

　強引に眠ろうとしても、一度騒ぎ始めた心臓はちっとも休んでくれそうになかった。
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「おはようございます、梓あずささん……あら。どうかしましたか？」

「えっ、何が？」

「お顔が少々疲れているような」

「あはは。そんなことないってば、鈴すず香か」

　すがすがしいまでの嘘うそ。

　登校早々、私は疲れ切っていた。

「あー、イライラする！　なんでこんなに風強いのよ！」

　あとから教室に入ってきた千ち冬ふゆが乱れた銀髪を必死に整えている。

　そう、本日は朝から強風。私は千冬ほど髪型に神経質じゃないので、いつもだったらそこまで問題はないけど、今日は違う。

（誰にも見られてないよね？）

　自分の席に着きながら、そんな不安を押し殺す。

　私のいつもと違うポイント。

　それは制服のスカートの下に黒いタイツを穿いているところ。

　そして、その下には……例の黒下着を穿いているわけで……。

（……いえ、弁解させてください）

　さすがに本当に穿いてくるのはやめようと思ったんです。

　けど、一つの可能性が頭をよぎった。

　もし昨日のツイートを鍵かぎ坂さかくんが見てたら？

　その結果、鍵坂くんの態度が劇的に変わったら？

　裏アカを見てることを私に告白して、私の気持ちも肯定してくれて、そのまま……私のことを求めてきたりしたら……。

　普通の下着なんか穿いてたらガッカリされちゃうかも！

（……さすがに脳ミソバグりすぎだよ、私）

　登校前にバカすぎる思考をした自分がほとほと嫌になる。

　スカートの下が心細いからタイツを穿いてきたけどさ。

（そもそも気持ちを肯定してくれたからって……す、すぐ求めてくるわけないもん）

　そんなの千冬が言っていた下半身に忠実なケダモノだよ。

「おはよう」

　不意に話しかけられて背すじに緊張が走った。

　隣の席に鞄かばんを降ろしたのは、鍵坂くん。

「おはよ。人格でも入れ替わった？　コミュ障なキミがあいさつしてくるなんて」

「いや、大した理由はないけど」

「けど？」

「あんたが何か悩みでも抱えてるみたいな顔してたからさ」

　くそぅ。

　悩みの原因はキミなのに。

　まさかあのツイートを見てからかってるの？

「悩みの原因はキミだよ。少しは仕事をしてくれないかな？」

「あいにく観たいアニメがたまってるんだ」

「後天性アニメ中毒症だね。脳の摘出手術を受ければ治るんじゃない？」

「そっちこそ治療を受けろ。脳にたまった有毒物質が口から漏れてるぞ」

　いつもの軽口を交わしつつ、さりげなく彼を観察。

『下半身ガン見してくる』なんて千冬は言ってたけど、ありえない。

　鍵坂くんはそんな人じゃないもん。

「………！」

　だが、予想に反して鍵坂くんは私の方を見つめてきた。

　その視線はあきらかにスカートの方に向けられていて……そ、そんな！

　鍵坂くんが下半身に忠実なケダモノだったなんて！

「それ、いいのか？　伝線してるぞ」

「!?」

　確認すると、たしかに右足のふくらはぎのあたりが伝線していた。

（なんで今日に限って！）

　そういえば朝のニュースの占いで私の星座は見事最下位だったっけ。

　突然の強風といいとことんついてなくて……いや。

　逆にチャンスかも。

「わっ、気づかなかった」

「あんたにしてはうっかりだな……って、何してるんだ？」

「伝線したままなのはみっともないし、脱ぐんだけど？」

「女子トイレにでも行ってやれよ」

「気にしすぎ。これだから陰キャは。スカート穿はいてるし、問題ないよ」

　嘘だ。

　スカートを穿いていようが、いつもならそれこそ男子の目のない場所で脱いでる。

　けど、今だけは特別。

「んっ……」

　心臓が早鐘を打つのを感じながら、上履きを脱ぐ。そして椅子に座ったままでスカートの中に両手を入れ、ゆっくりとタイツを下ろす。

　角度的に教室にいるみんなには見られていない。

　そう、隣の席にいる鍵坂くんを除いては。

「うっ……」

　漆黒のタイツを下ろして白いふとももがあらわになった途端、息を呑のんだ。

　マズい。

　これ、想像以上にえっちな気がするんですけど！

「んんっ……」

　赤面しそうなのをごまかしたくて吐息をこぼしながら、タイツを足首まで下ろす。

　そして、スカートを揺らしながら。

　右足をちょこっと上げて、片足をタイツから引き抜く。

　同じ要領で、今度は左足。

（ダメだ……）

　こんなの恥ずかしすぎる！

　足を上げるたびにスカートが揺れて、鍵坂くんの席からはかなりきわどい眺めになっているはずで……！

「この前のキミ花、やっぱり神回だなー」

　しかし隣の問題児は一度も私に視線を向けてこなかった。

（こ、この男……！）

　こっちが恥ずかしいのを我慢してやってるのに！

　いつも通りアニメ観賞してやがる！

　それなら追加攻撃だ！

「よし、脱げた。あとは靴下を……」

　わざとらしく実況しながら、ハイソックスを取りに行く。

　突然の雨に降られて靴下が濡ぬれてもいいように、ストックはロッカーに用意ずみ。

　それを手に席に戻った後、片足ずつハイソックスを履く。

　さっき脱いだときと同じように片足をちょこっと上げ、スカートを揺らしながら。
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　しかし……。

（……えっと、チラ見もしないの？）

　隣の席の鍵坂くんの目線はスマホに釘くぎ付づけ。

　羞恥心を押し殺し、ハイソックスを履いた後で何度か足を組み替えてサービスシーンを演出してみたが、効果はなし。

　ひょっとして……私ってそこまで魅力がないの？

　異性として意識されてないの？

　なんだか、恥ずかしさとは別の理由で泣きたくなってきた……。

（……バカ。たとえ昨日のツイートを見てなくても、ここまでやったんだから……一回くらい見てくれてもいいのに）

　まるで私の考えはお見通しみたいな態度で……ううん、そんなわけないよね？

　例のツイ消し以降裏アカは稼動させてない。

　何か特別な理由でもない限り思考を読まれるわけないもん。

「友とも利りさん」

　そこで教室に入ってきた担任の久く遠おん寺じ先生が話しかけてきた。

「どうかしました？」

　心の中に渦巻く様々な感情は１ミリも表に出さずに、笑顔で訊たずね返す。

　まあ、いいや。

　今日はまだ始まったばかり。

　鍵坂くんを試す時間はたっぷりあるさ。

「実は、お願いがあるの」

　けれども。

　久遠寺先生の話を聞いた瞬間、私は今朝の占いが当たっていたことを痛感するのだった。
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　午後の５時間目。

　この時間はＬＨＲロングホームルーム。

　いつもだったら久遠寺先生が教壇に立つが、

「あれ？　久遠寺ちゃんは？」

「急な出張が入ったんだって。それで、委員長の私が代役」

　クラスメイトの男子からの質問に、教壇に立ちながら返答。

　途端、教室中の視線が私に集中。

（教壇に立つなんて思ってなかった）

　わかってたら絶対こんな下着穿いてこなかったのに。

　しかも問題はそれだけじゃない。

「じゃあ、ＬＨＲを始めよっか」

　さっき配ったプリントを見てね？　と何食わぬ顔でみんなにうながしながら、私は自分の不運を心の底から呪っていた。

「今日の議題は、ＳＮＳの注意点です」

　──ああ。

　昨晩の私に全力で聞かせてやりたい。

「ＳＮＳを使用する上で注意しなくてはいけないのは、デジタルタトゥー。インターネット上に一度掲載された文章や写真などの情報は、それこそ刺青いれずみのように消すことが難しくなってしまいます」

　久遠寺先生から渡されたプリントの内容を音読。

　その文面がグサグサ胸に突き刺さる。

「な、なぜなら一度その情報を他人に保存されてしまうと……本人の知らないところで拡散されてしまったりするからです……」

　もし！

　もし誰かが昨日の鏡撮りを拡散してたら……！

「ですのでっ、軽はずみに写真や動画を投稿するのはやめましょうっ」

「ははっ、そんなの当たり前じゃん」

「いるよなー。男にアピールしたくて裏アカにエロい自撮りあげちゃう女とか」

「この中にもいるんじゃね？」

「はあ!?　今どき小学生ですらＳＮＳ講習受けるんだよ!?」

「そんなおバカで男のことしか考えてないネットリテラシーゼロの裏アカ女子がいるわけないじゃん！」

「梓もそう思うでしょ!?」

「う、うん、そうだね」

　すみませんここに一名います！

　しかも画像をアップするだけじゃなく実際に痴女な下着も穿いちゃってます～！

「友ちゃん？　どうかした？」

「汗すごいけど、熱でもあるの？」

「ははーん。さては昨日薄着で寝て風邪でも引いたな？」

　薄着なのは今の私の下半身なの！

　こんなプリントを音読してるのもそうだけど、あんな下着を穿いたままみんなの前に立ってるって考えたら……！

　思わずポケットに入れたスマホで裏アカにＳＯＳを書こうかと思った。

　もし鍵坂くんが裏アカを見てたら、助けてくれるかも。

（……いや、そんなわけないか）

　鍵坂くんは裏アカを見てない気がする。

　その証拠に今日一日の彼の様子はいつも通り。

　何度かアピールしたけど、視線をくれることなんて一切なかった。

　昨日千冬が『気があるに決まってるじゃん』って言ってたけど、そんな夢みたいなことあるわけなかったんだよ。

（……少しだけ距離が縮まった気がしてたけど）

　やっぱり鍵坂くんは、私になんてこれっぽっちも興味がなくて──。




「いつまで黙ってるんだよ、委員長」




　しかし。

　考えこんでいた私に話しかけてきたのは、鍵坂くん。

　いつも不マジメな副委員長は教壇に来てから、私のプリントを奪い取る。

「体調悪いんならさっさと保健室に行け。これは俺が読んどいてやる」

「うわっ、珍しい。鍵坂が学級委員の仕事してる」

「おまえに梓の代役ができんのかよ」

「もういっそ中止でいいんじゃねー？」

　教室中から不満が集まる。

　鍵坂くんの問題児っぷりを考えたら無理もないけど、どうしよう。

　ここまで騒ぎだしたら私でも大人しくさせるのに時間がかかって……！

「俺だってやりたいわけじゃないさ」

　しかし、彼はまったく臆さずに、

「授業前に友利に頼まれたんだ」

　えっ!?

「『体調悪いから途中で代役を頼むかも。いつもは仕事しないんだしそれくらいやってくれるよね？』ってさ」

　鍵坂くんはやれやれとため息を吐ついた。

　驚きよう愕がくと困惑が頭の中でうずまく。

　もちろん、私はそんな頼み事なんか一切していない。

「中止なら俺としても都合がいいよ」

「うっ……！」

「こ、このサボり魔っ！　友利に頼まれてたんなら先に言えよな!?」

「中止にするわけねえだろ！　元々梓が任された仕事なんだぞ！」

「大丈夫だよ友ちゃん！　保健室で休んできて？　鍵坂がしっかり仕事するようにあたしたちが見張っとくから！」

「なんだ。やる気満々かよ」

　せっかく中止になると思ったのにさと苦笑する副委員長。

　教室はさっきまでの不平不満が嘘うそのように教壇に集中していた。

（……鮮やか）

　みんな鍵坂くんを見張ってるつもりでいる。つまり誰一人彼の掌てのひらで転がされたことに気づいていない。

　たった一つの嘘を使って、一瞬で教室をまとめてみせた。

　見事なブラフ。

　嘘をついているとは到底思えない堂々とした態度。

（さらには『中止なら都合がいい』と言うことで、周囲を動かした）

　同じ高校生とは思えない、どこまでも大人びた振る舞い。迷うことなく確信できる。やっぱり鍵坂くんは問題児として埋もれていい人材じゃない。

　──でも。

　どうして助けてくれたの？

　まだ裏アカにＳＯＳをつぶやいてないのに……。

（……いや）

　ＳＯＳなんて関係ない。

　私だけは知っている。

　誰かが助けてって言わなくても、鍵坂くんは助けてくれる人だって。

　だからこそ私は──彼のことが好きになったんだ。
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　忘れもしない。

　それは１年半ほど前のとても寒い冬の日の出来事。

　この日は高等部への進学がかかった試験の日だった。

「ああ、降ってきちゃった」

　空から舞い落ちる粉雪を眺めながら、独り言。

　歩道には私と同じ灰色の制服にコートを身にまとった生徒たち。

（雪で滑って転んでケガとかしなければいいんだけど）

　ついそんなトラブルに対する心配をしてしまう。

　私にとって学院のトラブルを解決するのは一種のライフワークだった。

　きっかけは、幼等部時代に友だちの一人が近所の公園でいじめられていたこと。

　その女の子は音楽一家の生まれでピアノがとても上じよう手ずだったけど、気が弱いせいかよく周囲にからかわれていた。

　だから、助けた。

　いじめっ子たちが大勢でケンカを売ってきて負けそうになったけど、通りかかった同い年くらいの子が加勢してくれて、なんとか勝利。

　今考えたらなんとも荒っぽいエピソードだけど、




『キミの正義の味方みたいなところ、好きだよ！』




　助けた女の子が口にした『正義の味方』という言葉が忘れられなかった。

　それから私は他人の相談事やトラブルを解決するようになったっけ。

（奇くしくも私にはある程度の能力があった）

　昔からどんなこともそれなりにこなせた。

　さらにはそういう力を持った人間は誰かのために行動するのが当然だと思ってたんだ。

（だからヒーローなんかに憧れちゃったのかな）

　そしてその憧れをエネルギーに私は成長し続け、気づけば『みんなの友だち』なんて呼ばれるようになっていたんだけど──。

　この日遭遇したトラブルには、さすがに驚いた。

「わっ、あの子危ない！」

　前を歩いていた女子が叫んだ。

　甲高いクラクション。

　通学路の途中にある交差点。

　信号は青だっていうのに、そこで立ち往生してる何台もの乗用車。

　その行く手を遮さえぎっているのは……。

（なんであんなところに！）

　激しく吠ほえる大きなゴールデンレトリバー。

　首輪があるから飼い犬だろう。

　散歩用のリードをしているから飼い主とはぐれたのかもしれない。

　レトリバーは何度もクラクションを浴びせられていた。

（誰か、助ける人は……！）

　周りを見渡すが、そんな人はいなかった。

　さっき「危ない！」って言ってた女子生徒も何も見なかったフリをして歩いていく。

　当然だ。

　今日は進学がかかった試験の日。

　急病や事故などの教師が納得できる理由がない限り試験への遅刻は認められず、その時点で進学できなくなってしまう。

　だからみんな、あのレトリバーを無視してる。

「───」

　それを悟った瞬間、私は差していた赤い傘を捨てて交差点の真ん中へと駆け出していた。

　誰かに助けを求めようとはしなかった。

　助けを求めても協力してくれるかはわからなかったし、私には自信があった。

（今まで一人でいくつもトラブルを解決してきたんだ）

　だから今日だって……！

「大丈夫！　私がついてるから！」

　激しく吠えたてるレトリバーをなだめながら、地面に落ちたリードをつかむ。

　そのまま強引に歩道までレトリバーを引っ張っていった。

（ああ、よかった）

　ひとまずこれで安心で──。

「グルルッ！」

　──なんて、気を抜いたのが悪かったんだろう。

　突然リードを引っ張られて驚いたのか、レトリバーは鋭い牙をむき出しにして吠えた。

　そして私に飛びかかって──。

「きゃっ!?」

　瞬間──私は横から誰かに突き飛ばされていた。

　バランスを崩しつつも、なんとか倒れないように体勢を立て直す。

　すぐさま状況を確認しようと、自分を突き飛ばした誰かに目を向けると、

「落ちつけ。もう大丈夫だから」

　冷静で優しい声。その誰か……首に赤いマフラーを巻いた男の子は、レトリバーの首輪をつかんで取り押さえていた。

（見慣れない制服、外部の生徒？）

　今日の進学試験は外部から入学する生徒の入試もかねていて会場も一緒。

　だから偶然居合わせたのかもしれない。

「飼い主とはぐれたのか？　そうか、怖かったんだよな、おまえ」

　私をかばったときに噛かまれたのか、右手首から血を流しながらも。

　彼は落ちついた態度でおだやかにレトリバーに語りかける。

　その冷静さに落ちつきを取り戻したのか、凶悪なうなり声は徐々に収まっていった。

「よし。いい子だ」

　ふうっと息を吐きつつ、彼は地面に垂れ下がったリードをつかんだ。

（……すごい。大型犬を簡単に取り押さえちゃうなんて）

　さっきまでの暴れっぷりが嘘みたいに、レトリバーは行儀よく歩道に座って……いや、感心してる場合じゃない！

「大丈夫!?」

　すぐさま駆け寄る。

　道路を覆い始めた雪を彼の腕から流れた血が赤く染めていた。

　傷は深いかもしれなくて……！

「あんたの方こそ大丈夫か？」

　けれど、彼は自分の傷の心配なんてちっともしてなかった。

「悪い。急に突き飛ばして」

「えっ、あっ、私は大丈夫！　それより──」

「心配するな。この子のことは任せろ。あんた、試験を受けに来たんだろ？　早く行った方がいい」

「でもキミだって……！」

「大丈夫。俺の方は受からなくても別に構わないから」

　彼は「その証拠に、ほら。やるよ」と小さな何かを投げ渡してきた。

　学業成就と書かれた小さなお守り。

　神社で買ったというよりは、女の子が作ったような可愛かわいらしいデザイン。

「飼い主は俺一人で探す」

「ダメ！　私が探すからキミは先に行って！」

「どうしてだよ」

「だってキミ、私が試験に遅刻しないように気づかってるでしょ!?」

『受からなくても別に構わない』というのはたぶん嘘うそ。

　合格を目指してない人間がここにいるはずがない。

　しかもあわてふためく私を安心させるためにお守りまでくれたんだ。

「私とキミは初対面！　見ず知らずの私のためにここまでする必要は──」

「あのな」

　取り乱す私とは正反対の冷静な声で、彼は諭すように告げる。

「見ず知らずの犬を助けようとしたあんたがそれを言うか？」

「！」

「知ってるとか知らないとか関係ない。困ってるヤツがいたら助けるのは当然だろ」

「そ、それは……」

　ぐうの音も出ない正論だった。

　彼の言葉は私が今までずっとやってきたこと。

　知ってる生徒も知らない生徒も私は助け続けてきた。

　けど、だからこそ彼を放っておくわけには……！

「それとも、そんなこともわからないくらいバカなのか？」

「えっ……」

　あまりにも唐突な言葉に、沈黙するしかなかった。

　彼はまるで私をわざと怒らせるみたいに、

「ああ、わかった。さては最初から試験に受かる自信がなかったんだろ。それで不合格になる言い訳を探してたってわけだ」

「………っ！」

「見知らぬ犬を助けてたら不合格になりました、決して私のせいじゃないんですってさ。まったく。プライドを守るための卑ひ屈くつな手段だな。そんな救いようのないヤツにこの子を任せるわけには──」

「ああ、そう！　そこまで言うんなら私は行くよ！」

　自分でも驚くほどに私は叫んでいた。

「その子にひどいことしないでよね！」

「当然だ。この子はもう大人しい。今のあんたみたいに狂暴じゃない」

「……最低。キミ、絶対友だち少ないでしょ」

「まぁな。そういうあんたは多そうだ。お人ひと好よしでバカだし」

「ぼっちなキミに言われる筋合いはない！　ホッとしたよ！　キミが試験に受かるつもりがないって聞いてさ！」

　これで二度と会わなくて済む！　と言ってから歩き出す。

　彼の態度がどうしようもなく頭にきた。

　それに……ひどくがっかりした。

　身を挺ていして私とレトリバーを助けてくれたのに、急にひどいことを言うなんて。

　だから私は一度も振り返らずに通学路を進んだ。

　けれど。

　なんで急に態度を変えたの？　と考えながら学院の校門にたどり着いた──瞬間だった。




　私はようやく彼の優しさと聡そう明めいさに気づいた。




　急いで引き返そうとしたが、できなかった。

　そんなことしたら彼の気づかいが無駄になっちゃう。

（──お願い。遅刻せずに間に合って。どうか試験に受かって。さっきはあんなこと言ったけど……）

　私よりも彼の方が、よっぽど試験に受かるべき人なの！

　もらったお守りを強く握りしめながら必死に願う。

　空から降る雪が街の景色を白く薄めていく。

　けれども、私の後悔は色濃くなっていくばかりだった。
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　それから数ヶ月後。

　思わぬところで、私は彼と再会した。

「新入生代表、挨拶を」

　入学式の会場となった愛あい洲す学院の講堂。

　無事高等部へと足を踏み入れることを許された私たちが見つめる中。

　教師にうながされて壇上に立ったのは、あの日名前を聞けなかった男の子。

「えっ、代表って友利じゃないの？」

「たしか試験でトップだったヤツがやるんだろ？」

　会場がにわかにざわつく。

　そう、教師の一人がこっそり教えてくれたが、私は２位。

　生まれて初めて１位を取れなかった。

「見たことない生徒。もしかして外部受験？」

「情けねえ、生え抜き以外が代表なんて何年ぶりだよ」

「しかもあいつ、『鍵坂』じゃん」

　鍵坂？

「えっ、入学試験に遅れてきたってウワサの!?」

「そう。開始時間はとっくに過ぎてたのに、特例で試験を受けたヤツ」

「鍵坂って、あの鍵坂？　一族のほとんどが医療業界のエリートなんでしょ？」

「まさか親は鍵坂君きみ春はるか？　政治家や官僚御ご用よう達たしの超名医じゃん」

「うちの親も医者だけど鍵坂家だけには頭が上がらないって言ってた。政財界にも顔がきくらしいし」

「だから先生たちも見逃したってこと？」

「なら試験の結果も関係ないじゃん！　家柄がよかったから代表になったんじゃ……！」

「そんな……梓、かわいそう……」

　違う！

　ヒソヒソと交わされる友人たちの会話を大声で否定したかった。

　家柄がいいから代表になるなんて理不尽を彼が認めるはずがない。

　私だけが知っている。

（彼は遅れたくて遅れたわけじゃない）

　誰も助けようとしなかった独りぼっちのレトリバーを助けて。

　助けを求めなかった私まで身を挺して助けて。

　嫌われ者を演じてまで私を試験会場にたどり着かせてくれたんだ。

　まるで正義の味方みたいに。

「───」

　でも、彼はそんな素振りはこれっぽっちも見せずにやる気なさげに挨拶をしていた。

　それが私と彼の再会。

　鍵坂君きみ孝たか。

　今思えばこの瞬間、私は間違いなく鍵坂くんに──。
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「鍵坂くん！」

　時間は現在に舞い戻る。

　時刻は夕暮れ。校舎から出たところで私は鍵坂くんを呼び止めていた。

　朝には強かった風も今はすっかり収まっている。

「体調はもういいのか？」

「えっ、あっ、うん。それより……その、今日は助けてくれてありがとう」

　結局私は彼にうながされるままＬＨＲを途中で抜けた。

　仮病を使うのなんて初めてだったけど、そのまま保健室のベッドでしばらく休んで、帰りのＨＲホームルームに合わせて教室に帰還。

　そしてお礼を言うために下校途中の彼の背中に声をかけた。

「嘘つき。クラス全員を騙だますなんてさ」

「俺は友利ほど人望がないからな。まあ、もう二度とクラスをまとめるのはごめんだ」

「もったいない。能力があるんだから使ってよ」

「──俺に能力なんてないさ」

　なぜか、鍵坂くんの声は少しだけ自虐的に聞こえた。

「それより友利らしくないぞ。素直にお礼を言ってくるとは」

「そういうキミはいつも通りそっけないね。素直にお礼を受け取ってくれない」

「別に『助けて』って言われたわけじゃないしな」

「そうだね。でも……」

　新緑の若葉が茂る桜並木を歩きながら。

　自分より背の高い男の子の顔を見上げて、素直に本音を伝える。

「鍵坂くんは『助けて』って言わなくても、また私を助けてくれた」

「また？」

「進学試験の日も私を助けてくれたでしょ？」

「そんなことあったっけ？」

「ホント性格悪いよ。ちゃんと憶おぼえてるくせに」

「バレたか。さすがに印象に残ってる。別れ際に罵ったのに、あんたは入学式の後で丁寧にお礼を言ってきたしさ」

「当然だよ。だってキミはあえて悪役になったんだもん」

　あのときは見抜けなかったけど、鍵坂くんは聡明だ。

　普通に話しても私を説得できないと悟って、わざと私を怒らせるような言動をした。

　すべては私を試験会場に向かわせるための気づかい。

　私はそれに気づかず、ただ怒りに任せて彼を置き去りにしてしまった。

　しかも……。

「……ごめん。入学式の後キミのよくないウワサが流れそうだったから、ちゃんとみんなに否定したんだけど……」




『もう、梓ちゃんってば。相変わらず優しいんだから』

『鍵坂を庇かばうために嘘つかなくていいのに！』

『あいつが犬と友利を助けた？　とてもそんなヤツには見えないぜ？』




　みたいな感じで、誰にも取り合ってもらえなかった。

　たしかに学院での鍵坂くんを見てたらそう思うのもわかる。

　協調性がなくて、他人に優しさを見せない、独りぼっちの生徒。

　けど──。

「調子狂うからやめてくれ」

「えっ」

「急に申し訳なさそうな顔するな。周りから悪く言われてるのは俺の自業自得だ。友利のせいじゃないよ」

「鍵坂くん……」

　そう、本当の彼は違う。

《みんなは知らないけど、私だけは知ってる》

《Ｋくんがすごく優しくて頼りになる人だって》

　ポケットに入れたスマホで自慢するみたいにつぶやく。

（だからこそ、彼のことを更生させたいって思った）

　学級委員として一緒にクラスを盛り上げたいと思った。

　友だちになりたいと思ったの。

　今思えば再会したあの瞬間、私は間違いなく──鍵坂くんに恋をしたんだ。

（そして、新しい目標が生まれた）

　いつも誰かを助けてた私を助けてくれた男の子。

　そうだ、これからはただ誰かを助けるんじゃなくて……。

《彼に好きになってもらえるような、そんな人間になりたい。

　だからどれだけＫくんのことを好きになっても、自分からは告白しない。

　だって……》




《Ｋくんの口から直接、『愛してる』って言葉が聞きたいから》




　と。

　ちょうど校門を出たところで鍵坂くんが立ち止まった。

　いつの間にか彼は右手に持ったスマホを見ている。

「どうかした？　ひょっとして、また犬の動画でも観てるの？」

「えっ。……まあ、そんなとこだ」

「ふぅん。よっぽど可愛かわいいんだねぇ。歩きスマホまでして見ちゃうなんてさ」

「──ああ。俺もいい加減見すぎだって思ってるよ」

　嫌いや味みを言ったのに珍しく素直に反省されてしまった。

　夕陽に照らされているせいか、その顔は少し赤く見える。

　まさか、やっぱり私の裏アカを見てるんじゃ……なんて疑念にかられかけたけど、

（そんなわけないか）

　今考えれば自意識過剰だよね。

　缶コーヒーをくれたのも、唐揚げを食べてくれたのも、写真をくれたのも、裏アカを見られてたわけじゃない。

　全部、鍵坂くんが優しい人だからだ。

（千冬に感謝しなくちゃ。やっぱり持つべきものは友だち）

　色々あったけど、大事なことを実感できたしさ。

　これを機にもっと鍵坂くんと距離を縮められそう。

　ああ、さすが風かざ見み千冬。

　苗みよう字じに『風』って文字が入っているだけあって、私たちの関係にいい風を吹かせてくれて──。

「!?」

　そんなふうに浮かれていたのがいけなかったのかもしれない。

　不意に──突風が吹いた。

　朝の強風の生き残りだろう。

　まったくの無防備だった私はその風をモロに食らった。

　乱れる髪。

　とっさのことで防御できない両腕。

　激しくめくれ上がる制服のスカート。

「あっ──」

　待って。

　ＬＨＲで助けてもらえたのがうれしすぎてすっかり忘れてた。

　そういえば、このスカートの下って……！

「！」

　まるで見てはいけない何かを見たみたいに、隣にいた鍵坂くんの顔が硬直。

　というか紅潮。

　今度はあきらかに夕陽のせいじゃない。

「………見た？」

　同じくらい顔が火ほ照てるのを感じながら、私は震える声で訊たずねていた。

「ねえ、見た？」

「見てない」

「ホント？」

「もちろん」

「お願い。ホントのこと言って。怒らないから」

「………」

　彼は一度だけ、大きく息を吐いてから、何やら覚悟を決めた表情で。

「なあ、その下着はキワドすぎないか？　色が黒で横がヒモであきらかに痴女っぽい──」

「やっぱり見たんだー!?」

「待て。さっき怒らないって──」

「違う！　怒ってない！　今のは叫んだだけ……って、それよりも！　お願い聞いて鍵坂くん！　こんなの穿はいてるのには理由があるの！」

「どんな理由だよ」

「それは……元はといえば千冬のせいなの！　あの子がいい風を吹かすから……！」

「いや、たしかにさっきのはかなりの強風だったけど」

「あっ、待って、私が言いたいのは──」

「あれを風見のせいにするのは無理筋だろ」

「そういうことじゃないの～!?」

　こんな言葉を聞きたかったわけじゃないのに～！　と心の中で泣き言を言いながら。

　私はどうにか弁解するために、当初の予定を変更して、しばらく鍵坂くんと通学路を歩くことにしたのだった。
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　持つべきものは友だち。

　そんな言葉があるが、学院ではぼっちな俺もそのフレーズには共感できる。

【ちゃっす、センパイ！】

　時刻は23時すぎ。

　自室で数学の問題集を解いていたところで、後輩ちゃんからＤＭが届いた。

【ちょっと相談があるんですけど、通話で話せないっすか？】

「むっ」

　基本的に俺と後輩ちゃんは通話ではやりとりしない。

　それがこの交友関係を維持する上での重要なルールなのだが、

【わかった】

【マジ!?　通話嫌いのセンパイが珍しい！　せっかくだからビデオ通話に──】

【それはダメだ】

【ぐっ、センパイの顔が見たかったのに……あっ、こっちだけ映像映すならいいでしょ!?　センパイの方はカメラオフっといていいっすから！】

【まあ、それなら】

【やったー！】

　大喜びする後輩ちゃん。

　こんなに喜んでくれるんならビデオ通話もしたいんだが、そういうわけにはいかない。

（今回の通話だってお礼代わりだしな）

　そう、後輩ちゃんのおかげで俺は危機を乗り越えられた。

　それは３日前の夜。

　いつものようにＤＭでオタ話していたときの出来事だ。
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【あっ、面白い話があるんで聞いてくださいよセンパイ！　なんでも私の幼なじみの友だちが裏アカをやってるらしくて】

【へえー】

【で、その裏アカで好きな男への想おもいをぶちまけてたらしいっす！　そしたら男の態度が急に優しくなったそうで！】

【……へえー】

【ね!?　面白いでしょ！　絶対アカバレしてるっすよねソイツ！】

【それ、幼なじみの友だちじゃなくて本人の話ってオチだろ】

【あはは。私の幼なじみは友だちの相談によく乗ってるんで、信しん憑ぴよう性せいがあるっす】

【なるほど。で、その後どうなったんだ？】

【私がアドバイスをあげました！】

　後輩ちゃんは話してくれた。

　その男が裏アカを見ているか確かめるために、あえて過激な自撮り写真をアップする。

　翌日その男の反応を見て、裏アカが監視されているかどうか見極める。

　そんなとんでもねえプランを。

（やっぱりサクラの写真まであげたのはやりすぎだったか）

　裏アカ情報を利用しすぎるのにはリスクがある。

　ＳＮＳでは恋愛バカ全開な友とも利りだが、進学校で成績上位に入る聡そう明めいさも持っている。

　少ないヒントでも真相にたどり着くと思ったんだ。

【あれ？　どうしました？　ＤＭ止まってるっすよ？】

【大したことじゃないよ】

　返信しながら、友利の裏アカをチェック。

　けれどおかしなツイートはなかった。

（さすがに実行できなかったか？）

　それかつい勢いで実行したけど怖くなってツイ消ししたってパターンも……だとしたら、もう自撮り写真を見ることは……。

「いや、落ちつけ」

　まだこれからアップされる可能性もある。

　ならば今夜いっぱい監視していれば……いや。

　あくまでこれはあいつが自撮りをアップしたときに第三者を装って「ツイ消ししろ」と警告を送るため。

　誓ってもいい。

　決して、過激な下着を穿いたクラスメイトのワンショットを拝みたいわけじゃない。
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　なんてことがあったのが３日前。

　結局徹夜してしまったが、裏アカに自撮りがアップされることはなかった。

（よかった。さすがに思いとどまったか）

　ホッとしつつ、少しだけ残念に思いつつ、眠気をこらえながら月曜日の学院に登校。

　しかし、友利の行動がおかしかった。

　いきなり俺の前で伝線したタイツを脱ぎだす。

　靴下を履くだけなのにやたらと俺の反応をうかがってくる。

　そしてＳＮＳ講習中に教壇で黙りこんでるのを見た瞬間──悟った。

　この委員長、アドバイスに従ってキワドい下着を穿いてきちゃってる。

（裏アカを見られてることに勘づくくらい頭いいのに、自分の恋愛事情がからむと思考が鈍るのかな）

　そんな感想を抱きつつも、俺は仕方なく彼女を助けることにした。

　まあ、一件落着とはいかず放課後も色々あったわけだが……何にせよ。

「事前に話を聞いてなかったら危なかったな」

　クラスで二番目に可愛かわいい女子がタイツストリップを始めたら一回くらいチラ見してる。

　そんな欲望に負けずにすんだのは後輩ちゃんのおかげ。

　俺が裏アカを見てるって友利の疑念も払しょくできたはずだ。

【じゃ、通話かけますね！】

　ＤＭの後で通話がきた。

　ふうっと緊張をほぐすように一度息を吐く。

　覚悟を決めて、スマホ画面をタップすると、




「……久しぶり、センパイ」




　さっきまでのＤＭと同一人物とは思えない、しおらしい声。

　身にまとっているのは清せい楚そそうな純白のワンピース。しかし、そのギャルっぽいピアスにはひどく見覚えがあった。

　友利梓あずさの幼なじみ。

　後輩ちゃんこと風かざ見み千ち冬ふゆは、銀髪を揺らしながら照れくさそうにはにかんでいた。
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「こうして話すのは久しぶりだな、千冬」

　意識的に少し低い声で話す。

　こうしないと、俺が鍵かぎ坂さか君きみ孝たかだってバレる可能性がある。

「ホントにそう。私はもっとしゃべりたいのに」

「すまん。通話ってどうも苦手で。ただ、やっぱり違和感があるな。ＤＭではあんなに敬語なのにさ」

「うっ……じゃあ、通話でも敬語を使いましょうか？」

「冗談だよ。タメ口でいいから」

　敬語は照れくさいからやめてくれと前に言ったのは俺の方だしな。

「というかなんでＤＭでは敬語なんだ？」

「だって、センパイは年上だもん。年上の人にはちゃんと敬語を使った方がいいでしょ？」

　おずおずと主張する千冬。

　普段からしたら信じられない奥ゆかしさだった。

　そう、千冬はセンパイ俺のことを年上だと思いこんでる。

　そして、こうして会話しているのが鍵坂君孝クラスメイトだとは気づいていない。

　千冬と出会ったころは髪を染めていて今とはまったく雰囲気が違ったし、高校で再会したとき気づかれなかったのも無理はない。

（俺も正体がバレるのは避けたいから好都合）

　だから学院ではなるべく千冬と話さないようにして、『風見』と苗みよう字じで呼んでいる。
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「あれ？　それって部屋着か？」

「ううん。余よ所そ行ゆきの服だけど……似合ってる？」

「まあ、それは」

「やった！　ほら、センパイの前で気の抜けた服装はしたくないじゃん？」

「俺はどんな服でも構わないぞ」

「うっ、そう言ってもらえるのはうれしいけど……私、センパイのこと好きだし」

「ごめん。前も言ったけど──」

「あっ、わかってる！　高校に通ってる間は恋愛するつもりはないんでしょ!?　それはもちろんわかってるんだけど」

　センパイを前にしたらつい言いたくなっちゃって、と千冬ははにかんだ。

　その仕草は告白を断ったことを後悔しそうになるくらいに可愛い。

「ところで相談ってなんだ？」

「あっ、そうだった。今日話したいのは梓のことなの」

「千冬の幼なじみだったよな？」

「そう。あいつに気になる男ができたみたいなの。でもその男が問題児ですっごく嫌なヤツなんだ。いっつも私を無視するし」

「……ちなみにソイツの名前は？」

「？　鍵坂君孝だけど、センパイ知ってるの？」

「いや、知らない」

「だよね！　なんで梓はあんな冴さえないヤツが気になるんだろ。男の趣味が完璧におかしい。センパイの方がずっと格かつ好こいいのに」

　千冬の発言が見事なブーメランなのは置いといて。

　要は友利と俺の距離が近くなるのが嫌なわけか。

「あ、話を戻すね。私ってなぜかその鍵坂ってヤツに嫌われてるから、仲良くなるにはどうしたらいいのかなって悩んでてさ」

「？　仲良くなりたいのか？」

「もちろん！　親友の恋人になるかもしれないんだよ!?　それに鍵坂もオタクだからオタ話できるようになったら私もうれしいしさ！」

　素直な発言に感心してしまう。

（やっぱり千冬っていいヤツだよな）

　今さらながらに学院で塩対応してるのが大変申し訳なくなる。

「ま、ムカつく部分もあるけど」

「えっ」

「梓って友だちは多いけど親友って呼べるのは私一人。私だけが特別だったの。でも、鍵坂に対しては私にも言わないような軽口を言ってて、なんだか私以上に特別な関係に見えて……」

「悔しい？」

「違う！　こんなこと鍵坂本人には絶対言えないけど、うらやましいの！」

　会話してるのが本人とはつゆ知らず、千冬は憤いきどおっていた。

「梓のことならなんでも知ってるのに」

「それくらい付き合いが長いんだっけ？」

「幼等部からずっと一緒。ここだけの話、昔の私って内気ないじめられっ子だったんだ」

「えっ、ホントに？」

「あはは、これでも昔はピアノ一筋のお嬢様だったんだから。音楽一家の生まれだしね。おかげで昔は周りによくからかわれた。でも……」

「幼なじみが助けてくれた？」

「わっ、さすがセンパイ！　なんでわかったの!?」

「その子ならやりそうな気がしただけだよ。千冬の幼なじみは学校でも有名なトラブルシューターなんだろ？」

「うん！　そういう意味じゃセンパイと似てるかも！」

「………」

「センパイも昔はそうだったじゃん。まあ、梓が助けるのは進学校の生徒たちで、センパイとは真逆だけど」

　そう、真逆だ。

　俺の場合、助けていたのは行き場のない同世代のヤツらだった。

「私もセンパイに助けられた一人だしさ。２年前に色々あって家出した私をセンパイが守ってくれた」

「ただ荒事に慣れてただけだよ」

「もう、謙けん遜そんしないで？　ま、最初は私も怖ったけどさ。センパイもセンパイの周りの人たちもみんな悪そうだったし」

「不良だったからな」

「でもただの不良とは違った！　みんな強くて仲間想おもいで格好よかったもん！　特にセンパイが一番！　だから……」

　また戻ればいいのに、と千冬は残念そうにつぶやいてから、




「カザリナはセンパイが作ったチームだもん。ね、ケイ先輩？」




　ひどく懐かしいあだ名で、俺のことを呼んだ。
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　きっかけは中学のころだった。

　当時俺は実家の屋敷をときおり抜け出して、夜の街を出歩いていた。

　鍵坂という家名にふさわしい人材を作るための教育方針。

　親族との打算的な関係。

　いくら努力して結果を出しても評価してくれない父親。

　そんなものにほとほと嫌気が差したんだ。

（夜の街は無法地帯ってわけじゃない。でも……）

　深夜に子供が出歩いていれば、からんできたり、金をまき上げようとする不良もいた。

　拒否したり、面倒だから逃げたりしてる内に追いかけられて、気づいたら……。

「──すごいな。信じられないくらい強いじゃん、おまえ」

　不良たちから売られたケンカを買って、全員動けなくしてやった後で、ソイツが話しかけてきた。

「何か格闘技とかやってるだろ？」

「実家の言いつけでさ。空手とか色々やらされてた」

「おっ！　なら好都合だ！」

「どういう意味だよ」

「腕の立つ仲間を探してたんだよ。──なあ、ボクたち、組まないか？」

「は？」

「一緒に不良チームを作ろう！　格好いい名前とか付けてさ！」

「そんなの今どき流行はやらないだろ」

「むしろ最先端だって！　西リべは読んだことあるだろ？」

「西……リべ……？」

「はあっ!?　ふざけんな！　今から漫喫で徹夜するぞ！　ボクがおごってやる！」

　それが馴なれ初そめ。

　行く当てもなかったのでついていった漫画喫茶で勧められるがままに不良漫画を読んで、気づけば感動してたっけ。

　それまで勉強ばっかりで漫画なんてロクに読んだことなかったしさ。

「な？　メチャクチャ面白かったろ？」

　明け方の公園。まぶしい朝陽を浴びながら少年みたいに笑うソイツと一緒に、コンビニの菓子パンと缶コーヒー片手に漫画の感想を話し合っていた。

　気が付けば意気投合。

　きっと互いに通じ合うものがあったんだろう。

「えっ、おまえ中学生なの？　年上だと思ってたら同い年かよ」

「老け顔で悪かったな」

「いや、老けてるっていうより大人っぽいって感じ？」

「実家で大人の相手を散々やらされてきたせいだ」

「ふうん。色々事情がありそう……あっ、だったらさ。これからは大人の相手をする代わりに、ボクと一緒に子供の相手をしない？」

　それが始まり。

　その夜から俺たちは二人で夜の街を回り、同じように行き場のない子供を見つけては彼らの悩みを聞き出して解決した。

　家出して帰る場所がない。

　厄介な大人にからまれてる。

　リベンジポルノするぞって恋人に脅された。

　友だちが上級生に金をまきあげられてるから守ってやりたい。

（幸い、トラブルを解決する力はあったしさ）

　皮肉なことに習い事の一つだった護身術と、顔色を使い分けて人間関係を操作する術すべが最大限に発揮されたのは、夜空の下だったわけだ。

「中学生ってバレたらナメられそうだし、お互い年齢は隠そう！」

　そう言われて年上ぶっていたらトラブルを抱えてた同世代に慕われ、自然に取り巻きができて、子供の相手稼業はますます効率化。

　気づけば一つの不良チームが出来上がっていた。

「チーム名はいらないんじゃないか？　あえて名乗るのもダサいし、飾りだけの名前になりそうだ」

「飾りだけの名前……いいね！　じゃあチーム名はカザリナにしよう！」

「ざけんな。テキトーすぎるだろ」

「ははっ、相変わらずおまえはボクに悪態を吐つくんだな、ケイ」

　ケイ。

『鍵坂』って名乗るのが嫌で名前を言わずにいたら、ソイツが付けたあだ名がいつしか俺の通り名になった。

　味方は賞賛とともにその名を称たたえ、

　敵対するヤツらからは恐れられて、

　いつしか名前だけが独り歩きして、

　気づけば不良らしくなろうと髪を赤く染め上げた俺は、カザリナの顔役で、行き場のない子供たちの相談役で、ときにはどうしようもないくらい腐りきった状況を策略と暴力で解決する停戦役になっていた。

（ただ、そんな生活も悪くはなかったんだ）

　当時通ってた学校では『鍵坂』ってだけで特別扱いされた。

　名門校だったがそれゆえに家柄には敏感。

　最初は友だちが多くて幸せだったが、




『君孝ってガリ勉だよな。なんであんなに勉強してんだろ？』

『あー、ここだけの秘密ってあいつに教えられたけど、父親に認められたいんだって』

『あはは！　何それファザコンじゃん！』

『あんなガリ勉、「鍵坂」じゃなかったら仲良くしてないよな』




　ある日そんな会話を聞いてから、名門校での生活に嫌気が差した。

　今思えば人間不信気味だったんだろう。

　クラスメイト、教師、家族……結局、みんな重視するのは『鍵坂』という名前。

（だからこそ、カザリナでの生活は理想的だったよ）

　実家や学校では決して味わえなかったスリル。

　鍛えた自分の実力が誰かの笑顔に変わる幸福。

　打算抜きで俺とつながりを持ってくれる仲間。

　そして、最高の相棒。

　だけど──。

「──ごめん、ケイ」

　理想しあわせは長くは続かなかった。

　今でも鮮明に憶おぼえてる。

　夕焼けでオレンジ色に染まった病室。

　真っ白な包帯が何ヶ所も巻かれた体。

　ベッドに横たわった相棒の申し訳なさそうな笑顔。

「ボクはもう、キミと一緒には──」

　その日、俺はカザリナを抜けた。

　数えきれない仲間。たった一人の相棒。輝かしい日常。

　そのすべてを失った。
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「ちょっとセンパイ！」

　つい昔の思い出に浸っていたら、千冬の声で我に返った。

「もう、ちゃんと私の相談を聞いてよね！」

　怒りつつも、千冬はどこか楽しそうだった。

（そういや出会ったころもこんな顔してたっけ）

　カザリナから抜ける直前、まだ俺が髪を染めていたころ。

　深夜の街で大学生にからまれてた彼女を助けたんだよな。




『私もチームに入れてください！』




　そう懇こん願がんされたけど、どう見てもお嬢様っぽかったから断った。

　それでも食い下がってくるから仕方なく連絡先だけ交換。

　その後でやけに連絡をくれるようになって、アニメや漫画の話ばっかりしてればあきれて離れていくだろうと思ったら、




『今までアニメなんて観たことなかったけど、すごく面白いです！　センパイが好きな作品、もっと教えてください！』




　そんな感じでどんどんハマっていって……。

　今では大事なオタ友、後輩ちゃんだ。

「鍵坂のこととは別件だけど、最近梓が一人でがんばりすぎてる気がして。どうしたらいいと思う？」

「簡単だ。一人で仕事を抱えこまずに、他の人間にも割り振るべきだ」

「うーん、でも梓の仕事って相談事も多いしさ。あの子の人柄でなきゃ解決できない案件も多くて」

「その時点で危ういんだよ。いいか？　集団を維持する上で大事なのは『この人がいなきゃダメ』って頼られるスターを作らないことだ」

「へ？　逆でしょ？　サッカーとかでもスター選手が一人いれば勝てたりするじゃん」

「たしかにな。ただその方法で結果を出すとチームは余計にスターを頼るようになって、スターを中心に回り出す」

　それではたとえ試合に勝てたとしても、リスクが生まれる。

　そのスターが『代えのきかない歯車』になってしまうからだ。

「もしアクシデントが起きて、スター選手がチームから抜けたらどうなる？」

「あっ……！」

「チームは崩壊する。スターがいない穴を埋めきれずにな。だからどんな優れた人材にも代役を用意しておくことが大事なんだ」

「な、なるほど……じゃあみんなが梓を頼りまくってる今の学院の現状はよくないってことか」

　その通り。重要なのはワンマンプレイに頼りきった脆もろい集団を作ることじゃない。

　チームプレイを誇る強固な組織を構築することである。

「さすがセンパイ！　相変わらず頭切れるね！」

　銀髪を揺らして感激する千冬。

　しかし、すぐに表情を曇らせて、

「ただ、仕事を割り振るのは難しいかな。梓って友だちは多いけど、他人に心を開くのは苦手なのよ」

「苦手？」

「『みんなの友だち』なんて呼ばれて、正義の味方みたいに一人でトラブルを解決してきたせいか、誰かを頼ることに慣れてない。そこまでの深いつながりを作れないの」

　千冬の言葉には心当たりがあった。

　電車で友利と隣同士になったときも考えたことだ。

　友利梓は、優しすぎる。

　だからどんなトラブルも一人で解決したがる。

　彼女からしたら誰かに負担をかけないようにと、あくまで他者を慮おもんぱかった行動なんだろうが……心配だな。

（すべてを一人でこなせる人間なんて、理想論にすぎない）

　もっと言うなら、すべてを一人でこなせると思いこんでいる人間はひどく危うい。

　自分の実力を過信した結果、大きなミスを犯すこともある。

「千冬を頼ることもないのか？」

「う……あんまりね。梓ってば私の前では見み栄えを張るんだもん」

　私の弱い部分も色々見てきたからつい格かつ好こつけちゃうのよ、と千冬はさびしげに告げた。

　親友に対しても深いつながりを作れない……か。

　まるで孤独なヒーローだな。

「その証拠に梓って、私の前で涙を見せたことがないのよ？　10年以上の付き合いなのに、たったの一度もさ」

「千冬にすら見せてないってことは、友だちの誰にも見せたことがないんだろうな」

「うん。きっと、これから先もずっと……あっ、そうだ！　この際センパイが梓の友だちになってくれない!?」

「俺が？」

「二人は似た者同士だしさ！　それにセンパイは経験豊富で頼りになる！　センパイなら梓にもいいアドバイスをして支えてくれそう！」

　たしかに俺と友利は似てる。

　力を持った者が誰かを助けるのは当然のこと。

　昔の俺のようにきっと友利もそう思っている。

　ただ、一人で無理をしすぎるのも間違っていると思う。

（そういう意味では必要なのかもな）

　友利が心を開いて、深くつながれる対等な人間が。

　でも──。

「進学校の生徒に俺みたいな元不良はふさわしくないよ」

「私とは仲良くなれたじゃん！　それに過去なんて言わなければバレないでしょ？」

　そうだろうか。

　どんなに隠しても過去はある日ふと姿を現すことがある。

　もし俺が友利と仲良くなった後で、俺の正体がバレたら……。

（友利にまで迷惑がかかる）

　そのとき、友利はどう思うだろうか？

「──あいつと俺の関係は、あくまでただのクラスメイトだよ」

　千冬には聞こえないほどに小さな声で自分に言い聞かせる。

　その夜は千冬との通話が終わった後も、友利の裏アカを見る気にはなれなかった。
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　勉強に必要なものは何か？

　落ちつける環境。

　ゆるやかなＢＧＭ。

　そして脳を働かせるのに欠かせない糖分。

　というわけで日曜日。

　俺は行きつけの喫茶店に勉強をしに来ていた。

　店名は星ほし宮みや珈コー琲ヒー。内装はアンティーク調で統一され落ちついてる。テーブル上には参考書の他にコーヒーとパンケーキ。いつもなら文句なしに集中できる環境だが、

（調子が出ないな）

　数日前に千ち冬ふゆと通話した夜からどうも集中力が続かない。

　つい友とも利りのことを考えてしまう。

　あの夜以来裏アカも見てないっていうのに。

（しばらくすれば気にならなくなるか）




『どれだけＫくんのことを好きになっても、自分からは告白しない』




　以前友利は裏アカでそう宣言していた。

　その言葉が真実なら俺が行動を起こさない限り二人の間につながりは生まれない。

　そう考えたところで、喫茶店のドアチャイムが鳴った。

「えええっ!?」

　きっかり２秒後に響いたのはひどく聞き覚えのあるソプラノ。

　思わずドアの方を見かけたが、耐える。

　３秒後、再びドアチャイム。

　どうやら声の主は席に着かず帰ったらしい。

「……ダメだ」

　しかしたった一声聞いただけで集中力は致命傷を負っていた。

「ねえねえ、今入ってきた子、可愛かわいくなかった？」

「ああ、かなり。インスタやってっかな？　フォローしてー」

「ＤＭで遊びにでも誘うの？　あんたじゃ無理ね。あれだけ可愛ければ彼氏いるわ」

「ぐっ、それもそうか。でもなんで急に帰ったんだ？」

　店内にいる大学生っぽい男女の会話が聞こえてきた。

　たぶん帰った原因は俺だ、と思いながらスマホをタップ。

　数日ぶりに tomochan の裏アカを見ると、

《なんでー!?》

《驚いてつい逃げちゃった……》

《今日のコーデ、Ｋくんに見せるには適当すぎるよぉ～！》

　友利梓あずさがＳＮＳ上で悲鳴を上げていた。

「さすがに偶然だったか」

　また尾行されたかと思ったけど違ったらしい。

　ただ、好都合だ。

　理由はどうあれ、この様子なら友利が喫茶店に戻ってくることはないだろう。

「ん？」

　しかし、15分後。

　裏アカに新たなツイートが。

《候補①　シャツとショートパンツを合わせたボーイッシュなコーデ》

　アップされたのはそんな一文と姿見を利用した鏡撮り。

　スマホでうまく顔を隠しているが、間違いなくショートパンツルックの友利。

（まさか、家に帰って着替えたのか？）

　しかもツイートには《＃拡散希望　＃何を着ればいいかわかりません　＃好きな人に会いに行く勝負コーデを選んでください！》みたいなハッシュタグまで。

　なるほど、ネットで意見を募るつもりか。

（その方が客観的に選べるしな）

　さすが優等生、頭を使った作戦だな。

《候補②　去年のハロウィンにＣちゃんがくれた童貞を○すセーター。この一撃にすべてを懸ける必殺露出コーデ》

　……違う。

　頭を使うどころか完全に思考がバグってる。

　じゃなかったらこんなイロモノ選ぶわけない。

「やっぱり恋愛がからむとＩＱが下がるのか……？」

　星宮珈琲は俺のオアシス。

　こんな格好のクラスメイトと同席なんて痛々しい事態になったら二度とご来店できなくなってしまう。

《候補③　手堅く固めた余よ所そ行ゆき衣装。ちょっぴり面白みのないコーデ》

　思わず息を呑のんだ。

　初夏らしい白のサマーニットにカジュアルな黒のスカート。

　さらには少し小さめで愛らしいベレー帽。

　たしかに露出コーデに比べたら面白みはないが、王道ベタな選択こそが正解なときもある。

（①も捨てがたいが、③が一番似合っている）

　というか、不覚にも。

　直接この目で見たいと思うほどに可愛かった。

《候補はこの三つ！　お願いします！

　この中から気に入った服に『いいね』をください！》

　よし、③だ。

　誰か③に『いいね』してやってくれ、と願うがなかなか『いいね』は付かない。

　tomochan のアカウントはフォロワーゼロ。

　いくらアップされた写真が可愛くても『いいね』は付きづらい。

（まあ、俺にとってはその方がありがたいか）

『いいね』が付かなければ友利がここに来ることもない。

　だが、ついイメージしてしまう。

　床に散らばった衣服。

　鏡撮りをしては着替え、健けな気げに画像をアップするクラスメイト。

『いいね』が付くかドキドキしつつ、ＳＮＳの海で誰にも見つけてもらえないんじゃないかと不安そうにスマホを見つめる友利梓……。

「……今日が最後だ」

　つぶやきながら、俺はオタ活用のアカウントを使って③に『いいね』をする。

（こっちの素性はバレないはず）

　アニメの感想のツイートだけで個人情報はゼロだしな。

《『いいね』ありがとうございます！》

　律儀にお礼をする tomochan。

　きっとこの喫茶店は友利の家から近いんだろう。

　５分後、再び友利が店内に入ってきた。

（せっかくがんばって服を選んでくれたんだ）

　話しかけられたらまず服をほめよう。

「………」

　しかし、俺が気づかないフリして様子をうかがう中。

　友利は俺から離れた席に着いた。

　そして「さあ、勉強するぞ！」とでも言いたげに参考書とノートを広げる。

　だが、ときおりこちらに視線を向けつつ迷った様子で、

《……ダメだ。緊張で死にそう。休日にこっちから話しかけるとか無理だよぉ》

　裏アカには苦悩のつぶやき。

《でも……ほめてほしい……がんばって選んだ服ほめてもらいたい……》

　その意気だ、承認欲求モンスターに喰くわれてしまえ。

　俺から話しかけるのはわざとらしいし、そっちから声をかけて──。

《こうなったらおまじないだ！　こっち見てＫくん！　心の中でたくさん『大好き』って言うから！》

　なんだその乙女チックな呪まじないは？

　こっちの顔まで熱くなってきた。

　空調の不具合だと信じたいが、十中八九俺への愛が重い裏アカ女子のせいだろう。

（ああ、まったく）

　けど、忌いま々いましすぎるほどに。

　その不器用すぎる姿は『みんなの友だち』なんて呼ばれる友利からはかけ離れすぎていて、放っておくことなんてできなかった。

（それに今日しかないかもしれない）

　１年半前のあの日、友利に助けられた借りを返す機会は。
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「何してるんだよ、委員長」

　スマホを見つめながら「大好き、大好き、大好き」と心の中でつぶやいていたら、不意に話しかけられた。

　驚きながら顔を上げるとそこにいたのは鍵かぎ坂さかくん。

　やった、祈りが通じた！　と思いつつも私はなるべく自然に見えるように、

「なんでキミがここにいるの？」

「星宮珈琲は俺の行きつけだよ」

「ホントに？　やっぱりキミって私のストーカーなんじゃ──」

「それより何してたんだ？　真剣な顔でスマホ見てたけど、恋人とラインか？」

「はあっ!?　恋人なんていないよ！」

「じゃあ何してたんだよ」

「えっ、えっと……」

　さすがにおまじないのことは言えず、動揺を隠すためにうつむいてから、

「……ぼっちくんには関係ないことでしょ？」

　ああ、またやっちゃった。

　今は他の友だちを気にしなくていいのになんで悪態をぶつけちゃうの？

　これじゃ鍵坂くんもあきれて席に戻るに決まってるのに。

「なあ、せっかく会ったんだし一緒に勉強でもしないか？」

「えっ!?」

「向かいの席、空いてるよな？」

「ま、待って！　私はまだ了承してな──」

「それとその服、可愛いな。友利によく似合ってるよ」

「………!?」

　あまりの不意打ちに「……当然でしょ」と返答するのが精一杯だった。

　そして、鍵坂くんが荷物を持ってきて対面の席に座る。

（……夢みたい）

　休日に服をほめてもらえた後で、一緒に勉強する。

　何度も空想してたシチュエーションが実現するなんて。

「ほら、やっぱ彼氏いたじゃん」

「高校生か？　くそっ、うらやましい。俺もああいう高校時代送りたかったぜ」

　店内にいる男女の小声の会話が届く。

　黙ってると照れくささが湧き上がってきそうだったので、鍵坂くんに話しかけることにした。

「やけに可愛かわいいもの食べてるね」

「今どきパンケーキくらい男でも食べるさ。それより、ここには勉強しに来たのか？」

「う、うん。それと、ちょっと考え事もしたくて」

「また誰かから相談でも受けたのか？」

「まぁね。憶おぼえてない？　うちのクラスの高たか倉くらさん。私に恋愛相談した後で大学生と付き合い始めた子。ただ、いざ交際してみたら合わなかったらしくて」

「別れたくなったわけか。身勝手な話だな」

「辛らつすぎ。今日のキミだって十分身勝手だよ？　なんで一緒に勉強するとか言い出したの？」

「ただの気まぐれだよ」

　そっけない態度で返事をしてから、問題集を解く鍵坂くん。

　身にまとっているのはシックなコーデ。

　黒いジャケットに真っ白なシャツ。すらっとした細身のパンツ。

　落ちついた服装のせいか、それとも普段見慣れた制服姿じゃないせいか、いつもよりもさらに大人っぽく見える。

《尊い～！　私服のＫきゅん格かつ好こよすぎりゅう！》

《こっそり録画したい！》

《無理ぃ、こんな状況で勉強するなんて無理だよ～！》

　少しでも冷静になろうと裏アカに想おもいをぶちまける。

　参考書の内容なんて１ミリも頭に入らなかった。

　対照的に鍵坂くんは順調に問題集を解いて……むぅ。

（……もう。少しは意識してよ。これじゃ私だけ意識してるみたいじゃん）

　休日に隣の席の女子と二人きりなんだから、少しくらい恥ずかしがってほしい。

　こっちはずっとキミのこと考えてるのにさ。

　いっそ手でもつないだら驚いてくれるかな……いや、そんなの絶対無理か。

　つなぐ理由がないし、残念ながらそこまでの勇気はない。

　何か他のアプローチを……そうだ。

「──ねえ、食べる？」

　鍵坂くんが問題集を解き終わったのを見計らって、注文したチョコケーキをフォークでカットして差し出してみた。

　まるで仲のいい恋人同士みたいに。

「は？　いきなりどうした？」

「問題集解き終わったんでしょ？　ならご褒美をあげようかなって」

「どうせからかいたいだけだろ……」

「もちろん。この機会に日ごろの鬱うつ憤ぷんを晴らそうと思ってさ。私は羞恥心に染まったキミの顔が見たいんだ」

　鍵坂くんのことだから拒否するに決まってるもん。

　そうしたら「間接キスは照れくさいのかな～？」ってからかえる。

　きっと彼も恥ずかしがってくれるはず。

「上等だ」

　しかし、鍵坂くんはあっさりとフォークに刺さったケーキをパクり。

（……待って待って待って）

　予想と違う！

　さすがにこんなスピード感で食べるとは思ってなくて……ていうか！　間接キス！　鍵坂くんが私のフォークを……！

「ほら」

　内心パニクる私に、今度は鍵坂くんが自分のパンケーキを差し出してきた。

　さっきと同じくフォークであーんさせる恋人スタイル。

「待って！　……その、こんなことして恥ずかしくないの？」

「先にやったのは友利だろ。だから仕返し」

「そこは『お返し』って言うべきでしょ！」

「俺は羞恥心に染まったあんたの顔が見たいんだ。それとも俺にはしたけど自分ではできないのか？」

「は、はあっ!?　バカにしないでよ！」

　つい意地を張りながら、差し出されたパンケーキを頬ほお張ばる。

　……ダメだ。
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　間接キスって考えただけで味が全然わからない。

　だけど、幸せ。

　たとえ明日の朝まででも勉強をがんばれる。

　それだけのエネルギーをもらえた気がした。

「今日の鍵坂くんはいつもと違うね」

　浮かれたせいか、つい毒舌を忘れて素直な本音を伝えてしまった。

「そうか？」

「やけに優しいじゃん。まるで進学試験の日に戻ったみたい」

　あの雪の日、鍵坂くんは困っていた私を助けてくれた。

　そう、あの出来事がきっかけで、私は彼のことが──。

「優しいのは、友利の方だよ」

「？　どういう意味？」

　わけがわからず首をかしげる。

　鍵坂くんはまるで長い間ためこんだものを吐き出すみたいに、口を開いた。

「憶えてるか？　あの試験の日『受からなくても別に構わない』って言ったこと」

「うん。でも、あれは私を試験会場に行かせるための建前で──」

「いや、本音だ」

「えっ……」

「最初は受かりたくなんてなかったよ。愛あい洲すを受験したのは実家の意向だったからさ」

「………」

　どうして急にそんなこと話すの？

　ひどく気になったが、鍵坂くんがやけに真剣な表情をしていたせいか。

　私は何も言わずに話を聞く。

「俺、昔から実家とうまくいってなくてさ。中学を卒業したら実家を離れて働いて暮らそうって思ってたんだ」

「えっ、じゃあ、高校は……」

「進学予定はなし。けど家族が猛反対してこう言った。『愛洲学院に合格したら一人暮らしをさせてやる。そのための費用も出す』ってさ」

「それだけ鍵坂くんを進学させたかったってこと？」

「鍵坂本家の次男が進学拒否なんて醜聞を世間に広めないためにな。愛洲は進学校だし、俺を実家から追い出しつつ、あわよくば更生できるかもって考えたんだろ」

　甘い考えだよな、と。

　鍵坂くんはシニカルにつぶやいた。

「でも、だったらどうして鍵坂くんは試験を受けたの？」

　あのレトリバーを助けた後で試験をボイコットしてもよかったはずだ。

　なのにちゃんと試験会場にきて、成績トップで入学した。

「興味が湧いたんだ」

「興味？」

「最初は白紙の答案を出して不合格になろうって決めてた。学院の生徒もロクな人間じゃないって思ってたしな。愛洲は箱庭育ちのエリートばかり。そういうヤツらは大抵『鍵坂』って名前に反応する」

「………」

「昔から、俺が『鍵坂』ってだけで仲良くしてくるヤツらが大勢いた。友だちとケンカしたときに『親に言われたから仕方なく仲良くしてやってただけだ！』って言われたこともある」

「………！」

「きっと愛洲のヤツらも一緒だと思った。家柄で人を判断して利益を得ようとする人間ばかりだってさ。でも……」

「……でも？」

　訊たずね返すと、鍵坂くんは少し黙ってから、




「試験の日、例外に出会った」




　懐かしむようにおだやかな表情を浮かべた。

「あの雪の日。交差点の真ん中でパニックになってるレトリバーを見たとき、俺が助けなきゃって思ったんだ」

「………」

「周りには進学試験を受けにきた愛洲の生徒が大勢いた。けど、みんなあのレトリバーを無視してた。見て見ないフリをしてた」

「それは……試験に遅刻したら進学できないからで、仕方なく……」

「今ならそう思える。でも、あのときの俺は違ったんだよ。──ああ。やっぱり、愛洲に通うヤツらは冷たい人間だ。何の利益にもならないから困ってる犬を助けたりはしないんだって、エリートに対して人間不信になってた」

「………」

「でも、俺の考えは間違ってた。──一人だけ、俺よりも早くレトリバーに駆け寄った無鉄砲なバカがいたんだ」

「!?　それって……！」

「名前は言わなくてもわかるだろ？」

　鍵坂くんは私を真っすぐ見つめながら、続ける。

「今でもよく憶おぼえてる。雪の降る中そのバカは持ってた赤い傘を放り捨てて、一目散に交差点に走っていった」

「………」

「正直、驚いたよ。試験に少しでも遅れれば進学できない。犬を助けても誰かに感謝されるとは限らない。なのに迷うことなくレトリバーを助けるなんてお人ひと好よしすぎるって」

「………」

「けど──興味が湧いたんだ。もしかしたら愛洲学院は俺が思ってるような場所じゃないのかもしれない。家柄で人を判断するような人間ばっかりじゃないのかもしれない。ソイツみたいに優しくて純真なヤツもいるのかもしれない……ってさ」

「………」

「その結果、俺は近くにいたレトリバーの飼い主を見つけた後で試験会場に行った。鍵坂の名前を使って遅刻を取り消させて、全力で試験に取り組んだ」

「………」

「憶おぼえてるか？　この前の放課後、あんたは『また私を助けてくれた』って言っただろ？　たしかに俺はレトリバーに襲われかけたあんたを助けた。でも、あのとき本当に助けられたのは俺の方だったんだ」

「鍵坂くん……」

「──ありがとう。ずっとお礼を言いたかったんだ。友利のおかげで俺の人間不信も少しだけ改善できたよ」

　素直に。

　どこまでも真摯に。

　鍵坂くんは感謝の言葉を告げた。

　いつもは軽口の応酬ばっかりの、私に。

（……どうしよう）

　心の中が稼動中の洗濯機みたいにグチャグチャだ。

　普段はケンカばかりの彼にお礼を言われた驚き。

　鍵坂くんが私にずっと感謝してくれてたことへのうれしさ。

　こういうときってなんて言ったらいいんだろうという迷い。

　向かいの席には少し元気なさそうな鍵坂くん。

　もしかしたらお礼を言うのが遅すぎたって反省しているのかも。

　それか──。

「──ねえ、突然だけどさ」

　とある可能性に行きついた私は、勇気を出して告げることにした。

「手をつないでもいい？」

「は？　どうしたいきなり？」

「それは……そうした方がいいって思ったから」

　さっきまでは違ったけど、今の私には彼と手をつなぎたい確固たる理由がある。

　だから精一杯、勇気を振りしぼる。

「知ってる？　人間ってストレスを感じると手が冷たくなっちゃうの」

「あのな。言っとくけど俺はあんたにお礼を言ってストレスを感じてるわけじゃ──」

「それはわかってる。けど、今のキミの手は冷たくなってると思う」

「………っ」

　鍵坂くんは「頭いいだけあって察しいいな」とつぶやいた後で、

「嫌だ」

　心臓がぎゅっと潰れそうになった。

　それは、私なんかと手をつなぐのは嫌ってことで……。

「なんかハズい」

「はぁああっ!?　何その理由！」

「だってそうだろ？　俺たちはケンカばっかりなのに、急にそんな親しげに──」

「恩知らず。さっきはお礼を言ってくれたのに」

「それは……」

「『あのとき本当に助けられたのは俺の方だったんだ』って少女漫画みたいなセリフで感謝してくれたのに、私のお願いは聞いてくれないの？」

「くっ……。……あんた、甘すぎるだろ」

「えっ」

「一回断ったんだから、俺みたいな陰キャなんて見放せばいいのに」

　観念したように、鍵坂くんは息を吐いてから。

「わかった。好きにしてくれ」

「往生際がよろしい」

　大騒ぎする胸の鼓動をごまかしつつ。

　机の上にある鍵坂くんの左手を、右手でにぎる。

　指先に感じるのは細く長い指の感触。

　あきらかに私の手よりも大きな、男の子の掌パーツ。

「うおっ。やけに温あつたかいな」

「ふふん。私って体温高めな女だからね。冬は友だちから『手を貸して！』ってよく頼まれるんだ」

「この人間ホッカイロめ」

　苦笑する鍵坂くんの掌てのひらは、ひどく冷たかった。

　さあ、温めてあげよう。

　今の私の体温はいつも以上に高い。

　今まで何人もの女友だちの手を温めてきたけど、男子の手を温めるのは初体験。

　しかも今触れているのは好きな男の子。

　そう考えるだけで体温が上昇していく。

「何ならこのまましばらく勉強しよっか」

「そっちの利き腕が塞がってるぞ」

「ご心配なく。わたくし、両利きですので」

「そんなところまで天才超人か」

「キミが満足するまでこうしててあげてもいいよ？」

「友利のことだ。恥ずかしがる俺の顔が見たいんだろうが、そうはいかないぞ」

「言ったね？　それなら……」

　人差し指の指先で鍵坂くんの手首に触れる。

　トクントクンと伝わってくるリズム。

　ずっと感じていたいおだやかなメロディ。

「あったかい」

「！」

「鍵坂くんの手、あったかくなってきたね。ほら、うれしそうにトクントクンって言ってるよ？　トクントクン、トクントクン、トクントクン……あ、脈が早くなった。ひょっとして、ドキドキして──」

「実況すんな」

　ぷいとそっぽを向いてから小声で言う鍵坂くん。

（ごめんね、でも許してほしい）

　からかってないとこっちも恥ずかしさで黙っちゃいそうだったの。

　それに他人とのつながりを避けるキミに教えてあげたかったんだ。

　たとえ片手だけでも──。

《こうして誰かとつながると、心の中がポカポカになるんだよ？》

　恥ずかしくて言えない本音を裏アカにだけ書きこむ。

（──ああ。今日は本当にすごい一日だ）

　一緒に勉強して。

　二人でケーキを食べて。

　軽口を混ぜずに会話をして。

　こんな風に手をつなぎ合ったまま好きな人の命の音を感じてる。

　これじゃ、まるで……。
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《デートみたいだったぁああああああああああっ！》

　時刻は夕方。

　アパートに帰った後で裏アカをのぞくと、そんなツイートが。

《しゅき～！　Ｋきゅんしゅきしゅき大しゅき～！》

《今日の反動で数日後にとんでもなく悪いことが起きるんじゃないだろうか》

《最後のお願いを断られちゃったのは残念だけど、Ｋきゅんとすごせて幸せ～！》

「喜びすぎだろ」

　あまりにうれしそうなので、こっちまでつい頬ほおが緩んでしまった。

　その後でベッドに倒れこむ。

（いきなり手をつないでくるなんて予想してなかったな）

　友利は俺の話を聞いて悟ったんだろう。

　俺が実家の話をしたせいでストレスを感じたことを。

　だからあんな風に冷たくなった手を──鍵坂君きみ孝たかの心を温めてくれた。

「さすが『みんなの友だち』」

　誰にでも人懐っこくて、どんなときも他人を気づかえて、しかも見返りを求めない。

　あの雪の日、レトリバーを助けたときもそうだった。

（そう、友利梓は優しい）

　まるで春の日の陽だまりみたいな温かさ。

　だからつい近くに行きたくなる。

　その証拠にあの雪の日、俺は友利に惹ひかれた。

（あいつを追いかけるように愛洲学院に入学したんだ）

　そのことについては本当に感謝してる。

　だからこそ……。

「今日が最後だ」

　もう友利に近づくのはやめよう。

　左手の掌を眺めながら、そう決断する。

（今日したことといえば、あいつの裏アカを見て、服選びを助けて、少しでも友利の願いを叶かなえたくてデートみたいなマネをした）

　最後だと思ったから、ルールを曲げてまで友利を笑顔にするための行動をしたんだ。

　さらには話す予定じゃなかった過去まで打ち明けた……。

「これで借りは返せたはずだ」

　そう、俺はずっと友利にあのときのお礼を言いたかったんだ。

　ただそれだけ。

　それ以上の感情なんて何もない。

　その証拠に俺は別れ際、友利の頼みを断った。




『キミのラインを教えてほしいんだ。委員長としてクラス全員の連絡先を知っておきたいの』




　きっと今日の勢いなら連絡先を手に入れられると思ったんだろう。

　けど、俺は首を横に振った。

　今日で終わりにするのだから、余計なつながりは必要ない。

　結局『友利がなぜ裏アカをやっているのか？』って疑問は解決しなかったけど、そろそろ終わりにしなきゃいけない。

「……ふう」

　覚悟を決めるように息を吐いてから、友利の裏アカをスマホのブックマークから消去。

　ここまでやってもネット履歴から裏アカにたどり着けるだろうが、

（そんなことは二度としない）

　これは友利梓のためでもある。

　無論今日みたいに手をつなぐことなんて、今後一切するつもりはない。

　たとえ片手だけだろうと、再び俺たちの間につながりが生まれることはありえない。

　あいつは『みんなの友だち』。

　そして鍵坂君孝にとってかけがえのない恩人なんだ。

　だからこそあいつを遠ざけようと入学してからずっとそっけない態度を取ってきた。

　そう、俺みたいな元不良は友利の近くにいない方がいいはずで──。




『こうして誰かとつながると、心の中がポカポカになるんだよ？』




　けれど。

　いくらブックマークを消去しても、今日感じた温かさだけは掌から消えてくれそうになかった。
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「鍵かぎ坂さか。ちょっといい？」

　友とも利り梓あずさの裏アカを見なくなってから１週間後。

　放課後に図書室で勉強をしてから帰るところで、廊下で千ち冬ふゆに呼び止められた。

「あんた、梓との間に何があったの？　１週間くらい前からあんたの梓に対する態度が変わったでしょ？」

「………」

「前はケンカップル状態だったのに、今は梓に話しかけられても軽口を返さずに黙りこんでるじゃない」

「ケンカするよりはいいだろ？」

「全っ然よくない！　私に対して無視するのは構わない。けど梓にまで同じことするのはやめてよね!?」

　千冬は友利の幼なじみ。

　だから俺のことが許せなかったんだろう。

　彼女の言う通り、俺はこの１週間友利への対応を変えた。

　いつものように悪態や軽口を返すのではなく、沈黙。

　俺の対応に友利もひどく元気なさそうにしていた。

「もしケンカしたんなら仲直りしてあげて？　あんたも気づいてるでしょうけど、梓の様子が変なの。いつもみたいに笑顔でいることが減ってるし」

「………」

「認めたくないけど、鍵坂といつもみたいに会話できないからだと思う。私たちからはケンカに見えても……きっと、梓はあの会話を楽しんでたもん。ねえ、鍵坂？　それはあんたも同じなんじゃないの？」

　真剣な眼まな差ざしで俺の顔をのぞきこんでくる千冬。

（ああ、その通りだよ）

　１週間前から対応を変えてわかった。

　俺は友利との軽口の応酬を楽しんでいたんだ。

　まるで気の置けない親友同士みたいに遠慮のない言葉を交わす時間。

　あのひとときは間違いなく鍵坂君きみ孝たかの学院生活において大切なピースだった。

（だからこそ……）

　胸が痛い。

　言いようのないさびしさや友利への罪悪感が心を締めつける。

　でも、俺よりも友利の方がよっぽど胸を痛めてるはず。

　あれから裏アカはのぞいてないけど、今この瞬間も突然態度が変わってしまった俺への困惑や悲哀、もしくは怒りが書きこまれてるかもしれない。

　そう考えるだけでますます胸が痛んだ。

「ん？　ちょっと待って」

　不意にスマホの着信音が鳴った。

　制服のポケットからスマホを取り出して応対する千冬。

　彼女は「もしもし？　悪いけど今取りこみ中なの」と電話を切ろうとしたが、

「えっ!?　……それ、ホント？」

　顔色が変わった。

　そのまま黙って通話相手の話を聞いた後で、

「──わかった。私の方でも探すから」

　突然生まれた焦りを隠すような、こわばった顔で通話を切る。

「ごめん。話はまた今度。急用ができたの」

　彼女は足早に去っていった。

　その姿はやっぱり焦っているように見えた。もしかしたら何かトラブルが起きて、友利に相談しに行ったのかもしれない。

（──いや）

　そんなことを考える必要はない。

　たとえ友利が相談を受けたとしても今の俺にできることはない。

　そう考えてから、俺は自宅への帰り道を歩き出した。
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　しかし、千冬と別れてから数時間後、予想外の事態が起きた。

【お願いセンパイ。急だけど通話で話せない？　大事な話があるの】

　時刻は20時すぎ。

　アパートに帰ってから勉強していると、千冬からタメ口のＤＭが届いた。

　脳裏をよぎるのは別れ際の彼女の焦った表情。

【わかった】

　少し迷ったが、了承する。

（嫌な感じだ）

　似たような事態は不良時代にもあった。

　普段俺に敬語を使う相手がそれを忘れるほどにあわてている。

　こういうときは大抵……。

「センパイ！　お願い助けてセンパイっ！」

　最悪なことに予感は的中した。

　聞こえてきたのは涙ぐんだ叫び。

　千冬はあきらかにパニックになっている。

「落ちつけ。まずは呼吸を整えろ」

　声色を変えながらなだめるが、

「私の幼なじみの……梓の行方ゆくえがわからなくて……！」

「………っ」

　千冬の言葉は俺の冷静ささえも奪いかねないものだった。

「梓が今日の放課後、高たか倉くらって女子の相談を受けたの！」

　十中八九、その相談は俺が喫茶店で耳にした話の続きだろう。

「高倉、付き合ってる大学生と別れたくなったらしいの。でも、その彼氏に不良の仲間が大勢いるって脅されたせいか別れられなくなっちゃったらしくて……そのことを梓に相談したら……」

「まさか、その子の代わりに交際を断りに行ったのか？」

「えっ!?　なんでわかったの!?」

「その幼なじみならやりそうだと思っただけだ」

「た、たしかに。そもそも高倉がその大学生に告白したきっかけって、梓に恋愛相談したことだったし。だから梓も責任を感じて別れ話をしに行ったみたいなの」

「連絡はつかないのか？」

「うん。ラインを送ってもいつまでも既読がつかなくて……」

「なんで止めなかった？　一人で行くなんてどう考えても危険で──」

「高倉たちの話だとみんなで止めたらしいの！　放課後の教室で『みんなで行こう！』って！　でも梓は一人で行くって言って聞かなかったらしくて、クラスのみんなと言い争いになっちゃったらしくて……！」

「言い争いって……」

『みんなの友だち』らしくない。

　あの友利梓がクラスメイトと言い争い？




『梓って友だちは多いけど、他人に心を開くのは苦手なのよ』




　以前千冬はそう心配していた。

　きっと友利は友人たちを危険に晒さらしたくなかったんだろう。




『「みんなの友だち」なんて呼ばれて、正義の味方みたいに一人でトラブルを解決してきたせいか、誰かを頼ることに慣れてない。そこまでの深いつながりを作れないの』




　だからこそ言い争いになってしまった。

　──何やってるんだ優等生。一人で抱えこむなよ。やばいときは誰かを頼れ。今のあんたは孤独なヒーローそのものだぞ。

　なんて、お行儀のいいセリフは死んでも吐けなかった。

　傷つけたくないからあえて他者を遠ざける。

　友利がした行動は、とても他人ひと事ごとには思えなかったんだ。

「私……どうしたらいいかわからなくて、ついセンパイを頼って……だ、だってもし梓に何かあったら……っ」

　不安が決壊してしまったのか、千冬は泣きじゃくっていた。

（警察は……無理か）

　はっきり誘拐されたとわかったわけじゃないし、状況がまだ曖あい昧まいだ。

　それに愛あい洲す学院は国内指折りの進学校。

　もし警察沙汰になり学院側に知られたら、友利に何らかの罰則が下る恐れもある。

　友利が外部のトラブルに首を突っこんでしまったのは事実なんだ。

「その交際相手の素性は？」

「山やま城しろ貴たかしって名前だってことは聞いた！　知ってる!?」

「いや、知らない」

「そっか……どうしよう。色々問題になるかもしれないけど、やっぱり警察に──」

「──大丈夫。俺がなんとかする」

　そうするしかない。

　もちろん鍵坂君孝では事態を解決できない。

　だが、カザリナの元リーダーであるケイなら話は別だ。

「昔の仲間の伝つ手てを頼ってみる」

「えっ、でもセンパイはカザリナを抜けてから──」

「しばらく連絡を取ってないけど心配するな。みんななら力を貸してくれるはずだ」

「……本当にありがとうっ。なんてお礼を言ったらいいか……！」

「気にするな。それより不安だからって一人で探しに行こうとするなよ？　もし行くとしても五人以上で行け」

「う、うん！　わかった！　クラスのみんなにもラインで情報共有しとく！」

　そこで通話は終わった。

　すぐさま俺は別の相手に通話をかける。

　胸の中で緊張がくすぶる。

　さっき千冬に言った通り、俺から連絡を取ったことはなかった。

　そう、あの事故が起きてからは──。

「──ヒロトさん？　久しぶり。実は調べてほしいことがあるんだけど──」
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　20分後、大体の状況は把握できた。

　山城貴の素性。

　都内のＫ大学に通う大学生で21歳。趣味はモデルガン収集。とある中小企業役員の次男で顔立ちは整っているが、金遣いが荒く、派手に遊び回っていたらしい。

　不良界かい隈わいで山城の名前は有名だった。

　ただし、関わらない方がいい悪名にんげんとして。

　問題は最近山城がさらに評判のよくない人間から金を借り、その返済を工面するために自身のルックスの良さを利用して年下の女性たちから金をせびろうとしていたこと。

（それで愛洲の生徒が狙われたのか？）

　うちの学院は箱入りのお嬢様が多い。

　高倉もその一人だろう。話を聞く限り山城は複数の女性と交際していたらしく、カモを集めていたのが丸わかりだった。

　けど、これだけのことはわかっても……。

「ありがとう、ヒロトさん。短時間でここまで調べてくれたんだから十分だ」

　山城貴の居場所はわからなかった。

　友利梓の現在地も。

「引き続き探してくれ。全力で。俺の名前を使ってもらって構わない。──ああ。何かわかったら連絡を」

　通話を切ってから、深呼吸。

（落ちつけ）

　カザリナは不良界隈に絶大な情報網を持っている。

　だからこうして部屋で待っていれば、すぐに連絡がくるはず。

　けれど、どんなに頭の中で問題ないと言い聞かせても不安がなくなりはしなかった。




『──ごめん、ケイ』




　思い出すのは、かつての相棒の言葉。

　夕焼けでオレンジ色に染まった病室。

　真っ白な包帯が何ヶ所も巻かれた体。

　ベッドに横たわった相棒の申し訳なさそうな笑顔。




『ボクはもう、キミと一緒には歩けない』




　それはいつもと同じトラブルのはずだった。

　俺と相棒のおかげでカザリナに寄せられる同世代からの相談事は数を増していて、俺たちは頼られるのがうれしくて、ただがむしゃらに誰かの力になることに専念していった。

（それが俺たちの理想だったから）

　しかし、その結果とある事件に巻きこまれた。

　テレビのニュースにもなり、逮捕者も出た夜の繁華街での大きな乱闘騒ぎ。

　その乱闘の中で──相棒が重傷を負った。

　命に別状はなかったし、五体満足で済んだ。

　日常生活を送るだけなら問題ない。

　けど、もう荒事には二度と関われなくなってしまった。

　それ以来──鍵坂君孝はチームを抜けた。

　自分の自信がただの自惚うぬぼれに過ぎなかったと知った。

　今までも事件を解決する中で仲間が怪け我がをすることはあったけど、相棒ほどの重傷を負うことはなかったから。

（誰かを助けるってことが、自分の大事な誰かを危険に晒すことだなんて考えもしなかったんだ）

　そんな愚かな自分を心の底から呪った。

（結果的に、抜けてよかったんだ）

　不良界隈でケイの名前は有名になりすぎていた。

　リーダーのケイが抜けたと知られてからカザリナに持ちこまれる相談事が大幅に減ったって聞いて、正直安あん堵どしたよ。

　これでもう誰も相棒のように深く傷つくことはない。

　──俺が。

　俺さえつながりを持たなければ大丈夫なんだ。

　誰一人傷つきはしないんだ。

　そう思ってたのに……！

　怒りに任せて自室の壁を叩たたく。

　左手に痺しびれが走ったが、そんなことはどうでもよかった。

　──どうすれば友利梓を助けられる？

　もう、嫌なんだ。

　自分の傍そばにいる誰かが傷つくのは……！

「あっ──」

　自問自答する中で、目に映ったのはスマートフォン。

　壁を叩いた衝撃でポケットから床に落ちたんだろう。

「そうだ……」

　裏アカウント。

　俺以外誰も知らない友利梓のＳＮＳ。

　もしかしたら何か手がかりがあるかもしれない。

　しかし、ネット履歴から裏アカをたどろうとしたところで、指が止まった。

（ただのクラスメイトのままでいるって決めたのに、裏アカを見ていいのか？）

　それに──裏アカにはつづられているかもしれない。

　この１週間、俺はあいつを冷徹なまでに無視し続けた。

　そんな俺に対する怒り。

　友利梓は鍵坂君孝のことなんかもう好きではなく、それどころか二度と口もききたくないほどに憎悪しているかもしれない。

　いや、それか、万が一にもないと思うが……。

「───」

　不安にさいなまれながらも──覚悟を決めた。

　友利の居場所を知りたい一心で、裏アカにアクセスする。

　少しでも手掛かりを探すために数日前からツイートをさかのぼる。

　すると、そこに書かれていたのは──。
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《今日もＫくんが冷たかった……》

　数日前のそんなつぶやきを見て、心にナイフを突き立てられた。

　ああ、やっぱり。

　友利は俺を嫌いに──。

《えへへ～。まあ、Ｋくんの気持ちはわかるけど～》

「───は？」

《喫茶店で会った翌日からずっと無視してるけど、もう、Ｋきゅんってば》

《ホントに可愛かわいいなぁ》

《私と顔を合わせるのが照れくさいからって、あえて無視するなんて》

「………」

《うう、私も一緒だ～！　毎日我慢するのが大変！》

《Ｋきゅんと手をつないだ瞬間を思い出すとついお顔がニヤけちゃうよ～！》

「………」

《いいやダメだ！　落ちつけ私！》

《一人でニヤけてたらおかしなヤツだって思われる》

《教室ではあんまり笑わないようにしよう》

「……そういえば」

　千冬も言ってたっけ。

　最近友利の笑顔が減ったって。

　てっきり俺に無視されて傷ついてるんだと思ったけど、

《Ｃちゃんに『元気がないけど大丈夫？』って心配されたけど、『そんなことないよ』ってごまかしちゃった》

《大丈夫！　私はこれ以上ないくらい元気！　今まで以上にＫくんと距離が縮まって……ともほ──────っ！》

《tomochan 大勝利ぃいいいいいいいいっ！　でも大丈夫かな!?　こんなに浮かれてたらＫきゅんも私の気持ちに気づいちゃうかも～！》

「気づくわけねえだろ！」

　さすがに叫ばずにはいられなかった。

　純真すぎる！

　俺に避けられたことをどこまでもポジティブに捉えてやがる！

　距離が縮まるどころか逆に距離を取られたことにこれっぽっちも気づいてない！

　というか前から思ってたがいくら何でも俺のこと好きすぎだろ！

　ああ、まったく……！

「万が一にもないと思ってたパターンを、的中させるなよ」

　思わず笑ってしまってから、壁に背中を預けてずるずると座りこむ。

　──ああ、よかった。

　俺は友利に嫌われてなかったんだ。

　その事実がどうしようもなくうれしかったが、今はホッとなんかしていられない。

　友利の居場所の手がかりを探すために、つぶやきを今日に向かって進めていく。

《Ｋくん、やっぱり好き》

　しかし、目につくのはそんなつぶやきばかり。

《ホントは優しいキミが好き。がんばり屋さんなキミが好き。まるで親友同士みたいに私と対等なやり取りをしてくれるキミが心の底から大好き》

　二度と関わらないつもりで拒絶したのに。

　友利はこんなにも俺のことを好きでいてくれた。

《今すぐＫくんに大好きって言いたい。

　恋人同士になりたい。

　ああ、そういえば私が裏アカを始めた理由ってそれだったけ。ここでたくさん好きだって言って発散しないと──》




《Ｋくんに告白したいって想おもいを、抑えられなくなっちゃうから》




　──なんだよ、それ。

　そんな理由で裏アカを始めたのかよ。

　どれだけ恋愛バカなんだよ、委員長。

「いや、バカは俺か」

　友利に冷たくしたのは自分なのに、あいつに嫌われることを怖がってた。

　そして、あいつにまだ嫌われてないって知って。

　今でも俺のことを好きでいてくれてるってわかって、これ以上ないくらい安堵してる。

　そんな思考に至る時点で、結論は出てるじゃないか。

「───」

　だからこそ、俺は走り出していた。

　制服のままでアパートから飛び出し、新しん姫ひめヶが丘おか駅方面へと駆ける。

　目的地はつい３時間前の友利のツイート。

《おかしいな。駅前のカラオケって改装中じゃなかったっけ》

　おそらくそこが友利の居場所。

　改装中のカラオケ店。

　よくないヤツらがたまり場にするにはうってつけの場所だ。

　カザリナのメンバーを向かわせてもいいが、距離を考えたら直接行くのが一番早い。

　もし荒事に巻きこまれたら俺の正体が友利にバレるかもしれないが、

（知ったことか）

　今は友利を助けることが何よりも大事だ。

　そう、もう結論は出てる。

　やっと気づけたんだ。友利が自分の想いを抑えようとしたのと同じで、俺も自分の気持ちを必死に抑えようとしてたってことに。

　友利梓はただのクラスメイトなんかじゃない。

　彼女は鍵坂君孝にとって──。
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「50万でいいよ」

　新姫ヶ丘駅前の10階建てのビル。

　その７階にある改装中のカラオケ店の大部屋。

　どこから持ちこんだのかいくつものライトが灯ともったその部屋で、白いジャケットを羽織った長身の男──山城貴は私に言った。

「それであいつと別れてやるから」

「……そんなお金払えるわけないじゃないですか」

「は？　嘘うそつくなよ。愛洲って言えば超進学校じゃねーか。愛洲の生徒なら50万くらい親から余裕でもらえるだろ？」

　山城が整った輪郭を歪ゆがませて笑うと、彼の取り巻き二人も耳障りな声で笑う。

（……完璧に判断を誤った）

　高倉さんの悩み事を解決するために私がここに呼び出されたのが３時間前。

　待ち合わせ場所に来るのは山城だけという話だったけど、

「そもそも別れ話に同行者がいるのはおかしいのでは？」

「可愛い彼女を紹介するために友だち呼んで何が悪いんだよ？　大体約束を破ったのは高倉も一緒だろ。別れ話に別人よこしやがって」

「それは……」

「まあ、あいつの一〇〇倍可愛いのが来たからいいけどさ」

　まるで値踏みするみたいな視線を向けられて、鳥肌が立った。

　今すぐここから逃げたいけど、部屋の出口は取り巻きの一人に塞がれている。

　スマホも部屋に入ってすぐに取り上げられてしまった。

　もちろん抵抗したけど、




『隠し撮りした高倉の画像、ＳＮＳで晒さらすぞ』




　脅されて従うしかなかった。

　もちろんホントに隠し撮りした証拠なんてない。

　けど、もし真実で写真がいかがわしいものだったら高倉さんは──。

「早く『払う』って言っちまった方がいいぜ」

　山城の取り巻きの一人が急せかす。

「貴はヒロトさんの知り合いだからな」

「……ヒロトさん？」

「うわっ、知らねーの!?　カザリナの創設メンバー五人の一人で、現リーダー！　あの伝説のケイとその相棒がいなくなった後にカザリナをまとめてる人だよ！」

「ヒロトさんはオレよりよっぽど怖こええぞ。だからあの人が来る前にさっさと話をつけた方がいいんじゃねえか？」

　とりあえず彼らが虎の威を借る狐きつねということは伝わってきた。

（チャンスだ）

　話し合いは３時間も平行線。

　突然こんな話を持ち出したってことは、あっちも我慢の限界のはず。

「オラ！　黙ってんじゃねえ！」

　来た。

　痺しびれを切らしたのか、出口を塞いでいた取り巻きが私の胸倉をつかんでソファから強引に立ち上がらせた──瞬間だった。

「ふっ！」

　乱暴に胸倉をつかんできた相手の右手首を両手でつかむ。

　そのまま一気に体重をかけて捻ひねり上げる。

　合気道をやってる友だちに教わった護身術の一つだけど、効果は十分。

　男の体をフロアに思い切り叩たたきつけた。

　右腕を関節技の要領で捻り上げ、うつぶせの状態で組み伏せる。

「て、てめえ!?」

　痛みにうめく取り巻きの背中を踏みつけ、出口へと駆けた。

　ひとまずここを出なくちゃ……！

「はーい、残念！」

　瞬間──体に電流が走った。

　比喩じゃない。バチバチと視界が点滅し、思考がショートする。

　雷に打たれたみたいな衝撃が全身に走り、両膝からガクンと力が抜ける。

「あっ──」

　マズい。

　そう考えたときには、私の体はフロアに崩れ落ちていた。

「うおっ、すっげえ！　何それ貴！」

「へへ、この前コレクションに加えた護身用のテーザー銃」

「銃？」

「わかりやすく言うと遠距離型のスタンガンだな。電極を相手に発射して、それにつながったワイヤーで電流を流すんだ。アメリカの警察とかが使ってるヤツ」

「そんなもんどこで買ったんだよ」

「海外の違法サイト！　おまえにもあとで一丁貸してやるから──」

「んなこと話してる場合じゃねえだろうが！」

　さっき組み伏せた男が激高。

　彼は怒り狂った表情で立ち上がってから、横向きに倒れた私のみぞおちをサッカーのＰＫみたいに思いっきり蹴り上げた。

　痛みと苦しさで息が詰まる。

　虚うつろになった意識が一気に遠のくのがわかった。

「うわっ、バカ、やりすぎだって」

「けどこの女が……！」

「今はやめとけ。撮影が終わったら、好きなだけやらせてやるから」

　撮影。

　その響きに嫌な予感しかしなかった。抵抗しようとするが手足に力が入らない。

「んじゃ、始めようぜ」

　男二人に両肩を支えられてから、乱暴にテーブルの上に寝かされる。

「最初からこうしときゃよかったんだよ。高倉ってヤツを隠し撮りしたっていうのも嘘だったんだろ？」

「ははっ、バレた？　もっといい脅し材料を作れることになったんだし結果オーライだ」

　さすがにここまでくれば自分が何をされようとしているのかわかった。

　彼らは私をＡＴＭにする気だ。

　だから引き出しに必要な脅し材料キヤツシユカードを作りたい。

「やっ、やめ……っ」

　呂ろ律れつの回らない舌で必死に抵抗する。

　悔しさと恐怖で涙が出そうだった。

（──ああ）

　どうしてこんなことになったんだろう？

　この１週間は幸せでいっぱいだったのに。

　Ｋくんと……鍵坂くんと距離を縮められた。

　やっと彼と友だちになれたって浮かれていた。

　今の自分なら一人でなんでもできる気がしたんだ。

　けど、その結果──クラスのみんなと言い争いになった。

　みんなを危険に晒したくないって一人で教室を飛び出した。

（喫茶店で鍵坂くんに誰かとつながることのよさを教えてあげようとしたのに……）

　皮肉なことに、私自身がみんなとのつながりを放棄してしまった。

「ん？　こんなときに誰だよ、山城」

　と。

　そこで鳴り響いたのは、スマホの着信音。

「わかんねえ。知らねえ番号で……あー、もしもし？　今取りこみ中で……えっ!?　ヒ、ヒロトさん!?」

　まるで別人みたいにおびえた声で山城が答えた。

「な、なんでこの番号を知って……はあっ!?　仲間に調べさせたって……まさかオレらのこと探してんすか!?」

　山城の言葉に取り巻きたちが困惑する。

　焦った様子で山城は電話は切ってから「くそが！」と叫んだ。

「やべえ、カザリナがオレらを探してるって」

「は!?　どういうことだよ！　おまえ、ヒロトさんと知り合いだって……」

「いや、実は大勢いる飲み会で一回だけ一緒になっただけで、話したことはなくて……とにかく逃げんぞ！　捕まったら何をされるか……！」

　ああ、よかった。

　会話を聞く限り、そのヒロトって人のおかげで山城たちは逃げるようで──。

「──待てよ。逃げる前に、この女ヤろうぜ？」

　しかし、安心できたのは一瞬だけ。

　さっき私を蹴った取り巻きが冷静さを失った声で言い放つ。

「じゃねえと収まらねえ！　それにカザリナから逃げんなら余計に金がいるだろ!?」

「た、たしかに。貴はどう思う？」

「──そうだな。いくらカザリナでもこの場所は簡単には見つけられねえ。ヤツらが来る前に、ヤッちまおう。それにオレたちがこんな目にあうのはこの女のせいかもしれねえ。だったら……」

　グチャグチャに輪姦まわしてやる、と山城が馬乗りの要領で私の体に乗ってきた。

　乱暴に胸元をはだけさせられ、シャツのボタンが外れ、肌と下着があらわになる。

　抵抗しようとしたが体は悲しいほどに動いてくれない。

（お願い、誰か助けて……）

　絶望と恐怖で全身が震える。どんなに助けを願っても誰も来るわけない。そんなことはわかっているのに祈るしかなかった。

　そして、ゆっくりと。

　山城の手が私の胸元に伸びて──。




「──おい、おまえ」




　瞬間、ゾッとするくらい冷徹な声が響いた。

　電流のせいで焦点が合わない視界。

　そこに映ったのは、ドアを開けて入ってきた灰色の制服を身にまとった男の子。

「……鍵坂、くん？」

　嘘うそ。

　どうしてキミがここに？

　ダメ、逃げて。三対一で勝てるわけない。しかも山城はスタンガンまで持ってる。

「今すぐその子の上からどけ」

「ああ!?」

　誰だよてめえは！　と取り巻きの一人が叫んだ。

　男は一目散に彼に殴りかかって──。

　結論から言うと、決着までに数秒もかからなかった。

　パアン！　という乾いた音が響いた直後、男の体が床に崩れ落ちた。

　大ぶりなパンチに合わせた左の掌底カウンター。

　怖いくらいに鋭利な一撃。

　掌てのひらで的確に顎あごを打ち抜いて脳を揺らした。

　結果、男は脳のう震しん盪とうを起こして意識を失った。

「てめえ！」

　次の相手に対してはさらに容赦がなかった。

　襲いかかろうとした取り巻きの顔面に左拳が食いこむ。あざやかな牽制ジヤブ。ひるんだ男は、殴り合いを避けて鍵坂くんの足にタックルに行こうとして、

「ぎいっ!?」

　悲鳴とともに、しがみつこうとした体が引き離される。

　耳だ。

　鍵坂くんが男の左耳をつまみ上げて動きを制御していた。

　今にもちぎれそうな耳の痛みにうめきつつ、男は鍵坂くんの腕をつかもうとした。

　その顔面に強烈な膝蹴りが叩たたきこまれる。

　相手の動きを完璧に先読みした一撃。

　男は今度こそ床に倒れて、ピクピクと痙けい攣れんするだけの人形になった。

「ま、待ってくれぇ！」

　半狂乱の悲鳴。

　山城は私の上から降りた後で、テーザー銃を床に捨て、降参するように両手を上げた。

「この女は返す、だから助けてくれ！」

　ひどく震えた声で命乞い。

　無理もない、残っているのは山城一人だけ。

　たった十数秒で鍵坂くんは取り巻き二人を倒していた。

「わかった」

「ホ、ホントか!?」

「ああ。誓うよ。これ以上は何もしない。ただ、その前に友利に謝罪しろ」
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「もちろんだ……」

　私に謝罪するためだろう。

　山城は乱れた呼吸を整えるように一度大きく息を吸ってから、

「バカが！」

　ジャケットの内側からもう一丁のテーザー銃を取り出した。

　目の前の光景に驚きよう愕がくする。

　降参したように見せかけたのはブラフ。

　さっき山城は取り巻きに『あとで一丁貸してやる』と言っていた。初めから取り巻きに貸す分も含めて二丁持っていたのだろう。

　けど──私が驚いたのはその事実にじゃない。

　まるで山城の動きを予測したように。

　凶器が取り出されるのと同時に、鍵坂くんが一瞬で距離を詰めていた。

　すぐさま山城の手に手刀を叩きこむ。

　衝撃で銃が床に落下。

　さらには前蹴りで山城を蹴飛ばし距離を取った直後──勝負は決まった。

　鍵坂くんが床に落ちたテーザー銃を拾い、片手で構えたのだ。

「て、てめえ！」

　銃を向けられて身動きできない山城が叫ぶ。

「騙だましやがったな!?　さっきは何もしないって……！」

「騙そうとしたのはそっちも一緒だろ」

「ぐぅうううっ……チクショウ、なんで……！」

「なんでもう一丁持ってるのがわかったか？　上着の胸元が少し膨らんでた。注意して観察すれば何か仕こんでるってわかるよ。降伏したと見せかけての騙し討ちもありふれた手だ。それに……」

「……そ、それに？」

　おびえた顔で聞き返す山城に、鍵坂くんはひどく冷淡な表情で、

「おまえみたいなクソ野郎の言葉を信じるわけないだろ」

　ためらうことなく引き金を引いた。

「げあっ!?」

　高圧電流を食らって、山城が痙攣しながら床に崩れ落ちる。

（す、すごい……！）

　こんな状況だっていうのにあまりの鮮やかさに感嘆してしまった。

　凄惨な攻撃だったけど、相手をいたぶろうとしたわけじゃない。

　ああするのが一番合理的だったから、そうしただけ。

　相手を行動不能にして私を守るための最短ルート。鋭利なカウンター。耳をつかんでの膝蹴り。何もかも私が習った正攻法ごしんじゆつとは違う。

　洗練された外科手術のようなスピードと正確さ。

　あまりにも実戦慣れした強したたかな立ち振る舞い。

　しかもただ暴力で蹂じゆう躙りんするだけじゃない。最後はブラフを見破って逆に罠わなにかけた。

　戦略でも完璧に圧倒してみせた。

「もう大丈夫だ、友利」

　鍵坂くんは。

　私を安心させるように、さっきとは別人みたいな優しい声で言った。

「今は休んでてくれ。たぶんこれ食らっただろ？　目の焦点が合ってない」

「あっ……」

　虚うつろな意識の中でうなずく。

　途端、緊張の糸が切れた。

　辛かろうじて保っていた意識が暗転していく。

「ひっ、ひいっ、すみませんでした、ゆ、許してくださいっ……！」

　真っ暗な視界。

　その中で聞こえるのは、まだ意識を失っていなかった山城の悲鳴。

「山城貴」

　そして。

　再び冷徹さを帯びた、鍵坂くんの声。

「おまえらのことはもうすぐここに来るヤツらに任せるよ。今後は愛洲の生徒に一切近づくな。そして二度と友利に──」

　闇の中。

　途切れる寸前の意識が認識したのは──。




「俺の友だちに手を出すな」




　私がずっと待ちわびた言葉だった。
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　とても怖くて。

　けど最後にはハッピーエンドな夢を見た気がして、私は目を覚ました。

「う……」

　お腹なかが痛い。

　おかしいな、さっきのは夢だったはずなのに……ん？

　なんでこんなに温かいの？

「起きたか」

　その声で状況を理解した。

　温かいのは、体が密着しているから。

　５月の夜の下。

　人ひと気けのない歩道を私は誰かに背負われながら進んでいた。

「かぎさか、くん？」

　初夏の夜の空気で冷えないようにか、私の肩には彼の制服の上着がかかっていた。こまやかな気づかいがたまらなくうれしくて、思わず彼の体をぎゅっと抱きしめて……ううん、待って。

　何この状況!?

「ちょ、ちょっと！　降ろして！」

「わっ、暴れんな。しばらくおぶさってろって。今まで気絶してたんだぞ」

「でもどうしてキミがおんぶして……！」

「この近くに遠い親戚がやってる病院があるから、そこで診てもらおう」

「だったら救急車とか、タクシーとか……！」

「その可能性も考えたんだけどやめておいた。気絶した女子高生を乗せたら下手したら通報される」

「う……それは……」

　非常によくない。

　警察沙汰になれば事態が大きくなるし、高たか倉くらさんにも火の粉が振りかかる。

「ただ、病院には行くぞ。たぶん大丈夫だと思うけど後遺症があったら心配だしさ」

「後遺症？」

「憶おぼえてないか？　スタンガンでやられたんだよ。他に何かされなかったか？」

「えっと……お腹を蹴られた」

「………っ。バカ。一人で無む茶ちやするから怪け我がをするんだ」

　軽口じゃなくて、諭すような正論。

　彼が正しいことはわかっていたけど、いつものクセでつい反論してしまう。

「か、鍵かぎ坂さかくんだって無茶してたじゃん！　さっきスタンガンで撃たれかけて──」

「無茶じゃない。あれはあっちが武器を構えるように誘導したんだ」

「えっ!?」

「山やま城しろの態度を見て十中八九何か武器を持ってると思ったよ。だからあえてブラフに気づいてないフリをして、取り出させた」

「………！」

「懐から武器を取り出して構えるまでにはタイムラグ……つまり隙が生まれるだろ？　何をしてくるかわからない相手より、こっちの読み通りに隙を作ってくれる相手の方がよっぽど対処しやすい」

「た、対処って……」

「敵を罠にはめた気になって勝ちを確信した相手ほど、倒しやすいヤツはいないからな」

　……どうしてあの状況でそんな理詰めの思考ができるの？

　彼の聡そう明めいさと冷静さに心底驚愕しつつ私は訊たずねる。

「大丈夫？　あんな荒っぽいやり方したらあの人たちの恨みを買うんじゃ──」

「心配するな。知り合いに後始末を頼んでおいた。あいつらは二度と愛あい洲すの生徒に近づけない。それどころかこの近辺にすら立ち寄れない」

「ちょっ、まさか死ん──」

「ではいない。死ぬよりも怖い目にあってるだろうけど」

　あいつらの自業自得だから気にするな、と。

　鍵坂くんはいつもの口調で言った。

「──ねえ、鍵坂くんって何者なの？」

　私は疑問をぶつけずにはいられなかった。

「そもそもなんで私の居場所がわかったの？　それに、知り合いってどんな人？」

「………」

「まだまだ聞きたいことはある！　どうしてあんなに強いの!?　私も護身術を少し習ったからわかる！　さっきの戦い方はあきらかに普通じゃなくて──」

「ごめん、友とも利り」

　表情は見えなかったが、鍵坂くんは真剣な声で、

「それは言えない。どうしても。できれば今回の件に俺が関わったことも秘密にしてほしい。俺が友利を助けたってことも誰にも言わないでくれ」

　私を背負って歩きながら告げた。

　少しだけ、私は考えこんでから。

「──わかった」

「えっ……やけにあっさりだな」

「だって、キミが隠すってことはよっぽど言いたくないことなんでしょ？　気になるけど、無理やり聞き出したりなんかしないよ」

　私が問いただすと思っていたのかもしれない。

　鍵坂くんは、感心したように黙りこんだ後で。

「相変わらず優しいな」

「優しいのはキミだよ！　また私のことを助けてくれた。『助けて』って言われたわけでもないのに、私のことを助けに来てくれた……」

「………」

「……ごめん、鍵坂くん。迷惑かけちゃって、本当にごめんなさい」

「俺が勝手に助けただけだ。友利が謝る必要なんて──」

「そんなことない！」

　蹴られたお腹が痛むのも構わず、私は叫んでいた。

「さっきのキミの言葉はどこまでも正論。私がバカだったの」

「………」

「実は私……最近すごくうれしいことがあったんだ。だから今まで以上に一人でがんばろうと思った。そうすればもっとみんなの役に立てる。私にとって理想の友利梓あずさに近づけるって思ったから」

「………」

「今日カラオケ店に行ったのもその一環。みんなを危険に晒さらしたくなかったし、一人でもなんとかなると思ったの。でも……結果はこの通りで……か、鍵坂くんが来なかったら……きっと……っ」

　どうなっていたかなんて想像もしたくない。




『理想を追いかけ続けると、いつか足をすくわれるぞ』




　──ああ。

　体育祭のときに言われた忠告は正しかったんだ。

　鍵坂くんに「好き」って言われたくて、ずっとがんばってきたのに……！

（きっと彼に嫌われた）

　クラスのみんなだって一人で飛び出した私にあきれてるに決まってる。

　そう考えたら、涙がこぼれそうになった。

「さっきキミは自業自得って言ったでしょ？　あの言葉は……私にも当てはまるんだと思う。今までたまたまうまくいってただけで私の行動は全部間違ってたんだよっ」

「………」

「クラスのみんなも私を嫌いになったに決まってるっ。正義の味方を気取って、一人で無茶をした私が悪くて──」

「ああ、そうだな」

　即答されて、胸が潰れそうになった。

　ああ。

　やっぱり鍵坂くんも私が嫌いに──。

「たしかに無茶をしたのは悪い。でもさ、友利は誰にも嫌われてない」

「えっ──」

　どういうこと？　と嗚お咽えつが混じりそうな声を振り絞って聞き返すと、鍵坂くんは歩道の横にある人気のない公園に入った。

　そして私をベンチに座らせてから、赤色のスマホを差し出してくる。

「山城が倒れたときにあいつのポケットから落ちたんだ。取り上げられてたんだろ？」

「うん。でも、どうして今返して……」

「いいから見てくれ。俺の言葉の意味がわかる」

　うながされるままにスマホの電源を入れた途端、予想外の光景に言葉を奪われた。

　すさまじい数のライン通知が来ていた。

　お母さんや千ち冬ふゆからも私を心配するラインが来ているけど、一番メッセージ数が多いのはクラスライン。

（……きっとみんな、私への不満でいっぱいなんだ）

　もう許してくれないかもしれない。

　友だちには戻れないかもしれない。

　そんな恐怖に蝕むしばまれながらも、鍵坂くんの言葉を信じてクラスラインを開いた瞬間──息を呑のんだ。




【友利が行方ゆくえ不明ってホントかよ!?】【ごめんなさい！　私のせいだ、あんな相談したから……！】【高倉さんは謝らないで。相手が悪かったんだ】【それよりみなさんで梓さんを探しましょう！】【他のクラスや部活のヤツらにも声をかけるよ！】




　それは私を心配する声。

　友利梓の友人たちからのメッセージ。




【私たちも探す！】【やめろ！　高倉の恋人は危ないヤツかもしれないんだろ!?】【女子は家にいろって！】【はあ!?　バカなこと言わないでよ！】【私たちが今までどれだけ梓に助けられたと思ってるの!?】【今度は私たちが！　友ちゃんを助けよう!?】




「みんな……」

　友人たちを安心させたくて、【心配してくれてありがとう。私は大丈夫だよ】とメッセージを送る。

　すぐさま、すさまじい速度で、




【梓!?】【無事だったのか！】【よかった、本当によかったです】【どこか怪我したりしてねえか!?】【ホッとした……もし梓ちゃんに何かあったらって考えたら、私……っ】【そんなのクラスの全員が思ってたよ！】【みんな、友利さんの友だちなんだから！】




　声、声、声、声、声。

　ここにはいないみんなの声がＳＮＳというつながりを通して、たしかに届いた。

「友利って、ホント好かれてるよな」

　ただ一人。

　クラスラインに入っていないのに、鍵坂くんはこの事態を予測していたらしい。

「なんで……どうしてわかったの!?」

「もし俺がクラスラインに入ってたら同じことをしたと思っただけだよ。クラスのみんなは今まで友利に助けられてきた。友だちだったら一度ケンカしたくらいじゃつながりは消えないさ」

　静かに。

　鍵坂くんの左手が私の右手に触れる。

「たしかに今日のあんたの判断は迂う闊かつだったよ。けど、失敗しない人間なんていない。今日の反省は明日に活いかせる。独りじゃ難しいかもしれないけど、誰かとのつながりがあればできる。絶対にな」

　右手の指先に感じるのは、彼の指の感触。

「だからさ。『私の行動は全部間違ってた』なんて、今までの努力まで否定しなくていい。そんな悲しいことはしなくていいんだ」

　彼のぬくもり。

「友利は友だちのトラブルを解決するためにがんばってきた。その努力のおかげで救われた人間は大勢いる。それは今クラスラインで声を上げてるヤツらだけじゃない」




『ずっとお礼を言いたかったんだ。友利のおかげで俺の人間不信も少しだけ改善できたよ』




　つい１週間ほど前。

　初めて彼の手をにぎった日に告げられた言葉が鼓膜の中で蘇そ生せいした。

　おかげで胸の奥が温かくなった。

　けど、温かいのは胸の奥だけじゃない。




「俺だって友利に救われた友だちの一人なんだ。友利のそういう正義の味方みたいなところ──好きだよ」




　鍵坂くんが私の右手をにぎってくれていた。

　不安ストレスで冷え切った掌てのひらを温めるように、優しく。

　──瞬間。

　私の瞳から大粒の涙がこぼれた。千冬から着信が来たけど出られそうにない。それぐらい涙が止まらない。

　友だちの前で、初めて泣いてしまった。

「──ずるいよぉ」

　初めての経験でどうしたらいいかわからなくて、ごまかすように抗議をする。

　隣に座った彼の胸を片手でポカポカと弱々しく叩たたく。

「なんでいつも軽口ばっかりなのに急に優しくするのっ」

　こんなの反則だ。

　鍵坂くんはこういうところが本当にずるい。

　今夜私を守ってくれた。

　傷ついた私にみんなの声を知らせてくれた。

　あの日喫茶店で私がしたみたいに、手をつないでくれた。

　こんな私を『好き』って言ってくれた。ずっと求めてきた恋愛としての『好き』じゃない。もちろんそんなことはわかってる。

　けれど、どうしようもないくらい心が温かい。

　彼にだけはこの涙を見られてもいいって、そんな不思議な気持ちになっちゃう。

「悪い。泣かせるつもりは──」

「そういう言い方も優しいからダメぇ」

「じゃあどうすりゃいいんだ……」

「いつもみたいに貶けなして罵ってケンカしてっ」

「急にドＭみたいなこと言うなよ。というか優しくしたくなるのも仕方ないだろ」

「？　それって……」

「この１週間ずっと、友利に嫌われたと思ってたからさ」

「えっ」

「正直もう二度と口も利いてもらえないんだろうなって覚悟してた」

「ええええええっ!?」

　何それ！

　どういうこと!?

　私が鍵坂くんを嫌いになる理由なんて１ミリグラムもないのに！

「まあ、友利が今回判断をミスったのと同じで、俺も判断違いをしてたってことだ」

「判断違い？」

「ああ。それで考えたんだ。そういう間違いを犯さないための方法をさ」

　鍵坂くんは真っすぐに私の顔を見つめてきた。

「きっと、俺が友利の願いを叶えるのが一番いい」

「!?」

　私の願い。

　まさか、それって……！

「俺らしくないけど、もうそれしかないと思うんだ」

　思わず呼吸が止まりそうになった。

　それくらい真剣な表情で、彼は言葉を紡ぐ。

「友利。今夜、俺と──」







[image: 第11話　つながりをキミと]




　友とも利り梓あずさ。

　この私立愛あい洲す学院において、その名を知らない生徒はいないだろう。

　誰からも慕われる『みんなの友だち』。

　けど、そんな彼女にも一人だけ仲の悪い生徒がいる。

　その生徒の名前は鍵かぎ坂さか君きみ孝たか。

　クラスメイトたちもその事実は周知の通り。

　その証拠にカラオケ店の事件から２日後、元気に登校してきた友利をみんなが熱烈に歓迎する中、俺だけは蚊か帳やの外だった。




『まあ、鍵坂じゃ仕方ないか』




　クラスメイトのそんなつぶやきが聞こえてきたっけ。

　そう、あんな事件があったからといって俺と友利の関係が劇的に変わるわけじゃない。

　というわけで、俺と友利は今日も今日とて口ゲンカばっかりだった。




　　　　＃




「鍵坂くん！　昨日既読スルーしたでしょ!?」

　ただし、口ゲンカに新たな話題が取りこまれてしまったが。

　放課後の空き教室。

　夕陽に照らされたオレンジ色の空間。

　生徒会に提出するクラスの書類を作っていたら、友利が尻尾しつぽを踏まれたチワワみたいに噛かみついてきた。

「一晩返信しなかっただけだぞ」

「ライン送ったの夜の８時じゃん！　まだ起きてたでしょ！」

「悪い。昨日は見たい配信番組があって集中してた」

　嘘うそだ。

　昨日は後輩ちゃんこと千ち冬ふゆからのＤＭに応えていてそれどころじゃなかった。




『本当にありがとうございますセンパイ！　梓のことを助けてくれて！』




　経緯は説明してないが、千冬は友利を救ったのが俺だと判断したらしい。

（直接会ってお礼がしたいって言われて大変だったな）

　なだめるのに深夜まで時間がかかった。

　おかげで友利のラインに返信できなかったわけだ。

「薄情者。せっかくキミの頼みを聞いてライン交換してあげたのに」

「薄いのは友利の記憶じゃないか？　先に頼んできたのはそっちだぞ」

　いつもの軽口を返す。

　すると、友利はスマホを取り出してから。

【へえ。よく憶おぼえてるね。私への返信は忘れたくせに】

「今度はしゃべり方を忘れたのか？　わざわざラインで毒舌かますな」

【日時：６月３日。罪状：鍵坂くんが既読スルーした。判決：死刑】

「不当判決で訴えるぞ裁判長」

　スマホを見ながら言うと、「悪いのはそっち！」と叫ぶゴールデンレトリバーっぽいキャラクターのスタンプが怒ど涛とうの勢いで送られてきた。




『今夜、俺とラインを交換してくれ』




　あの夜の公園。

　それこそが俺が告げた言葉だった。




『えええっ!?　方法ってそれぇ!?』

『そうだ。喫茶店で会った日、俺に頼んできたろ？　ラインを交換してほしいって』

『そ、それはそうだけど……！』

『なんでそんなに驚くんだよ』

『キミがやけに真剣な顔するからだよ！　さては私のことからかったでしょ!?』

『バレたか。まあ許せ。わざわざあんたのお願い叶かなえてやるんだからさ』

『クズ！　やっぱりキミって真性のクズだねっ！』




　怒った友利にポカポカ叩かれてしまったが、仕方ない。

　ああした方が空気が変わる。

　友利も泣なき止やんでくれるんじゃないかと思ったんだ。

（結果的にうまくいってよかったよ）

　怒った友利をなだめた後で、無事にライン交換も終了。

　彼女をカザリナ時代に世話になった医者がいる夜間病院に連れていった。

　傷の具合が心配だったが……。

《……バカバカバカ。あんなに真剣な雰囲気作ったんだから告白してきてよぉ》

《でもこれはこれで最高にうれしい！》

《Ｋくんのラインゲットだぜ～！　この一歩は小さいが！　tomochan にとっては偉大な一歩なのである！》

　ともほー！　と待合室の隣の席で裏アカする友利を見たら、安心した。

　これだけ元気なら軽傷だろう。

「というか少しの既読無視で怒るなよ」

「なんで？」

「なんていうか、付き合い始めのカップルの会話みたいでハズい」

「はあ？　自意識過剰すぎて気持ち悪いんですけど？」

　この教室には私たちだけだし誰にもそんなこと言われないよ、とため息を吐つく委員長。

「でも、よかったの？　放課後に仕事を手伝ってくれるなんて」

「ああ。この前の件で俺も反省したんだ」

「えっ……もしかして、私一人に仕事を任せすぎたって？」

「違う。『友利って放っておくと一人で無む茶ちやをする。まるで大好物を前にした猛犬みたい突っこんでいくって気づけなかった』ってさ」

「どういう意味!?」

「言葉通りの意味だよ。だから、これからは……」

　今年の４月から何度もあった友利からの要請を、俺は実行することにした。

「友利がよければ、俺がサポートする」

「………!?　それって、学級委員の仕事を？」

「いいや。他の相談事や助すけっ人と関係も、全部」

「……どういう風の吹き回し？　キミがそんなこと言うなんて」

「副委員長として意見を言うなら、またどこかでトラブルに巻きこまれても困るしさ」

　そう、あんな事件があったからって俺と友利の関係が劇的に変わるわけじゃない。

　けど──勇気を出せば、少しぐらいの変化は起こせる。

　ラインを交換して友利とつながりを持ったのはその一環だ。




『センパイなら梓にもいいアドバイスをして支えてくれそう！』




　脳裏で蘇よみがえるのは千冬の言葉。

　そう、俺たちは似た者同士だ。

　俺は不良仲間。

　友利は学院の友人たち。

　二人とも様々なトラブルを解決してきた。

　そして、俺は不良時代に死にたくなるような失敗を犯した。

　けれど……。

（だからこそ、その経験を活いかせる）

『失敗しない人間なんていない。今日の反省は明日に活かせる』と友利に言ったが、その言葉は綺き麗れいなブーメランとなった。

　友利梓は誰にでも優しく、誰でも助けるが、それゆえに誰かを頼るのが苦手で、心を開いて深くつながれる対等な存在が誰もいない。

　俺なら。

　俺ならそんな友利を支えてやれる。

　そう、カザリナのリーダーとして学んだ経験を活かせば──。

「──うん。いいよ」

　少し間を置いた後で、友利はうなずいてくれた。

（ああ、よかった）

　もちろん勉強との両立とか、友利に俺の過去がバレないように気を配らなくちゃいけないとか、色々問題はある。

　けど、それでも。

　俺は友利梓の力になってやりたい。

「仕方ないから私が鍵坂くんの力になってあげるよ」

　ん？

「私も今回の件で反省したんだ。『鍵坂くんがあそこまで危ない人だって気づけなかった。まるでエサに突っこんでいく狂犬みたいだった』ってさ」

　………。

「私を助けるためだったとはいえ、あんな荒っぽいやり方で敵を血祭りにしちゃうんだもん。あきらかにキレたら怖いオタクだよ。そんな人は身近で監視しながら、ちゃんと更生させてあげなきゃ」

「その荒っぽいやり方に助けられたのはあんただからな？」

　友利らしすぎる言い回しに、つい反論してしまった。

（まあ、すぐに親友同士みたいに仲良くするのは無理か）

　今まで散々素直になりきれなかった友利の対応を見れば、簡単に距離を縮めるのは難しい気がした。

　高校では恋愛しないってルールを変えるつもりもない。

　なので、憎まれ口を叩たたき合あう俺たちの関係もすぐには変わらないだろう。

　それでも……。

「はん。サポートしてやるんだからお礼くらい言えばいいのに」

「死んでも嫌。拷問されても言わない。そもそも問題児のキミに何ができるの？」

「……ケンカの仲裁？」

「やめて!?　また血祭りになる未来しか見えない！」

「俺を大量殺人鬼か何かと勘違いしてないか？」

「待って、ぼっちくんでもできるお仕事考えるから……」

「無職の息子をはげます母親みたいなこと言うな」

「あっ、陸上部の助っ人はどう？　今度マラソン大会があるって聞いたから一回地獄を味わってきて？」

「あんたの方が適任だ。脚力オランウータンなみだろ？」

「バカなの？　オランウータンが発達してるのは握力だよ？」

「さすが同族のことに詳しいな」

「デリカシーが類人猿レベルのキミに言われたくないね」

　教室で繰り広げられる軽口の銃撃戦。

　他人から見たら実に剣けん呑のんなやり取りだが、これもコミュニケーションだ。

　当たり前の話だが、口ゲンカは二人以上じゃないと成立しない。

　独りじゃできないんだ。

「役立たず。仕方ないから仕事ができるように私が調教してあげる」

「まあ、俺は友利ほどコミュニケーションがうまくないしな」

「えっ……まあ、それほどでもないけど……」

「友利って以外とお世辞に乗りやすいな」

「──へえ。私にお世辞を言えるんだから、がんばればみんなとも仲良くできるよね？」

「いや、それは……」

「仲良くなれるまでキミのお仕事はしばらく雑用です」

「思いっきり下っ端じゃねえか」

「奴隷のようにこき使ってあげる。それに、独りじゃないってだけでも助かるしさ。感謝して？　キミみたいな問題児を、頼りにしてあげるんだから」

　そう、独りじゃできないことでも二人ならできる。

　たとえば俺が苦手なコミュニケーションを友利が。

　たとえば友利の正攻法が通じないトラブルを俺が。

　二人なら、互いに足りない部分を補い合える。

（それに、ずっと独りは疲れる）

『みんなの友だち』として万人に愛される完璧な優等生でいるよりは、一人くらいは気を抜いた姿を見せられる対等なヤツがいた方がいい。

（だから、俺がなるんだ）

　どこまでも強がりでどこまでも優しい孤独なヒーローが、安心して涙よわさを見せて頼れるような、そんな相棒そんざいになってみせる。

　絶対に。

（ただ、一つ言うなら）

　俺の友利に対する気持ちは変わらない。

　彼女の友だちだと宣言し、ラインを交換して、この先一緒に学院のトラブルシューターとして活動していくことになっても。

　それだけは変わらないはずだ。




【──心からありがとう。サポートするって言ってくれて】




　しかし。

　スマホに表示された文面に思わず息を呑のんだ。

　対面の席には何食わぬ顔で俺が作った書類をチェックしている友利。

　その左手はスカートのポケットに突っこまれている。

【さっき言った通り正面からは絶対に言えないから、ここに書こう】

【キミの友だちになれてとってもうれしい】

【すぐには難しいと思うけど二人ならきっとなれる。そう、私の幼なじみ風に言うなら】

【最高の相棒ってヤツに】

　またお得意のタッチタイピングをしてるんだろう。

　うん、それは別にいい。

　友利の言う通り正面からは絶対に言えないような真っすぐすぎる文面だが、今までつづられてきたツイートに比べたらそこまで恥ずかしくない。

　ただ、問題は──。

「なあ、友利」

「何？　書類のミスでも思い出したの？　やっぱりキミって問題児で──」

「たった今、あんたからラインが来たぞ」

「───は？」

　そんなはずは……とスマホを取り出したところで、友利の顔から血の気が引いた。

　誤爆。

　ＳＮＳにありがちな失敗である。

　俺がサポートするって言ったのがよっぽどうれしかったんだろう。

　浮かれすぎたせいか、友利は裏アカに書きこむべき文章をものの見事に俺とのラインに投下していた。

　まあ、つながったおかげでこういうトラブルが起きることもある。

　それが人間関係ってヤツだ。

「ま、待って！　違うの！」

　友利はひどくあわてて席から立ち上がった。

「何が違うんだよ」

「えっと、これは、キミに言いたかったわけじゃ……」

「俺とのラインに書きこんでるのに？」

「そ、それは……！」

「『キミの友だちになれてとってもうれしい。すぐには難しいと思うけど二人ならきっとなれる。そう、私の幼なじみ風に言うなら最高の相棒ってヤツに』」

「やめて～！　音読しないで～!?」

　からかっただけ！　これはキミのことを恥ずかしがらせようとしただけだから！　という強引な弁解。

　直後、今度こそ裏アカの方に、

《誤爆！　絶対ダメ！　これからは何があっても！　Ｋくんへの気持ちをつぶやくのは裏アカだけにする！》

　ああ、その方がありがたいよ。

　なんというか、ここまで可愛かわいすぎるドジをされると。

　友利に対する気持ちは変わらないって決意が揺らぎそうになる。

「ちょ、なんで笑ってるの！」

「すまん。友利のラインが面白かったわけじゃないんだ」

「じゃあどうして？」

「それは……悪いが、秘密だ」

「はあ!?　一緒にがんばることになったのに早速秘密を作るの!?　キミってやっぱり性格最悪だね！」

　もっと素直になればいいのに！　と叫ぶ友利。

　まあ素直になれば色んな意味で楽になれるのかもしれない。

　けど、無理だった。

　恋人同士になればきっと俺たちの関係は変わってしまう。

　そう、俺だってしばらくは楽しみたいんだ。

　友利梓。




　久しぶりにできた、学友とのつながりを。
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　ヤバい、このヒロイン、今まで書いたキャラの中で一番アホかもしれない……！

　なぜこうなった？　企画書段階では『落ちついた物腰の理知的なお嬢様』だったのに。電車のシーン執筆時に「ぬごー」とか言い出したときは「こんなの予定にない、戻れ、その先に進んだらもう戻れなくなるぞ！」って思ったし、全編通してＫきゅんＫきゅん連呼し出したときは頭抱えたし、普段の毒舌とのギャップがかなり出てしまったぞ……。

　でも、ギャップが出たのならいいのか？

　いかにも賢そうなゴールデンレトリバーがドジをするとやけに可愛く見えるというか、これはこれでなんだか放っておけない中毒性！　という判断から、友とも利り梓あずさの恋愛脳は治療されませんでした。ごめんなさい、友利さん。

　この本を読んでくださった方々にも友利さんのドジっぷり──いえ、魅力が伝わっていましたら、作者として大変うれしいです。

　そして、ここで２巻の予告的なものを。


「は？　なんで驚くの？　友だちなら学校で手をつなぐくらい普通でしょ？　陰キャなぼっちくんは常識知らずだなぁ」

「今度の週末、プールに遊びに行こう？　二人きりで。友だちなら普通だよ」

「教室や図書室でキミと一緒に勉強して変なウワサが立つのは嫌。仕方ないから……わ、私の家で勉強しよ？　大丈夫。友だちなら全然普通のことだから」

《普通じゃない、こんなの絶対普通じゃない、でもＫくんとお家うちデートだぁ！》

《色々買ってこないと……万が一のことも考えて！》

《え？　０．０１ｍｍって……薄すぎない？　使うことは99％ない……と思うけど、もし使うことになって破れたりしたら……どうしようＫきゅん!?》



　以上！　現在仮組中のプロットからいくつかセリフを抜き出してみました。

　このあとがきを書いている今現在、まだプロットを担当さんに見せてないので予定通りになるかはわかりませんが、『君きみ孝たかと友だちになれた』という事実を盾……というかむしろ矛にしてブン回しながら、友利さんが大暴れする感じです。

　最後に謝辞を。スニーカーさんで書くきっかけをくださったＫさん。担当のＳさん。キャラクターたちに命を吹きこんでくださったかがちさく先生。関係者の方々。読者様。

　皆様とのつながりに、この場ではとても表現しきれない、感謝を！


あさのハジメ






























俺おれにだけ冷つめたい友とも利りさんに裏うらアカ知しってると言いったら？








あさのハジメ





角川スニーカー文庫





2023年3月1日　発行





ver.001





©Hajime Asano, Kagachisaku 2023





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『俺にだけ冷たい友利さんに裏アカ知ってると言ったら？』

2023年3月1日　初版発行





発行者　山下直久

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/p283.jpg





item/image/cover.jpg
(i
LI
e
U

i\G p
‘X“'{

/ | I
| N
L






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/m003.jpg
Hmis IDAhYIRUNERL





item/image/m004.jpg
TR (MNP RS





item/image/m001.jpg
=i BIREIXMNINEREE





item/image/m002.jpg
g EEHUBENDS E-URN-—J-—





item/image/m007.jpg
NEE BN IPEShIXN





item/image/m008.jpg
dHRoidE IBREISDHERLEHMN





item/image/m005.jpg
-7 HNe=—ad=





item/image/p119.jpg





item/image/m006.jpg
dRwuil IBRENSDERRIMC





item/image/m009.jpg
o SIS





item/image/allcover-001.jpg
A HEONY X
5BV b/ NILFARIZ TS
Ea—,

REMFIC [F&FH L [SERUSAY
~TOWROTA RIVSTENER 5~] 1
TYFULEES,
BE—/\T 2 IBDIENetlixd 91>
e

15Rb pHEES

BUBELT, DO EBLET.
WESA FTHENSERD DN T2 &
T—LTT.

BOFBHIRANY ML EAB TN
wegn,

MR AIVRNS ACET HEI2TH
EBOI5?) EBSIRTURELTER
BIFEUI,

WM COREEETY &BL<B
BLVELET |

AR-1TRE BHBEC
P-FYAY RECOPEE LI NTIFT 1R

ROBOBIZVB KA XRTE, 25 2BATAZOH
O [ BAEORES] 2, —. SREZNSCE,
[ZRBEDNSRESTEBVAREK. Eo5< )
15328V \BEYF]

BICRIIBELMTOBESHD. EEBO>TVDRED—
(35 BPNTES K ACFEIEIFE > THABOI)
BAROI - HEOET DFMADFLYA— MENDT 1P
(RACBR B EABRT DAIEB 2 VP.H3M>TD !
FOPNTHENEB TVD BRI > KD BHEEDF v
vIDABTED, P VEBHIEROFESTIX !





item/image/p073.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		第１話　みんなの友だちの裏の顔



		第２話　優等生と問題児、雨と缶コーヒー



		第３話　ランチタイムはにぎやかに



		第４話　全然違うじゃないか



		第５話　休日ガールズトーク



		第６話　ある雪の日の出来事①



		第７話　持つべきものは友だち



		第８話　ある雪の日の出来事②



		第９話　鍵坂君孝の裏の顔



		第10話　告白、右手、そして涙



		第11話　つながりをキミと



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p021.jpg





item/image/p013.jpg





item/image/p137.jpg





item/image/titlepage.jpg
BICETAEVRIZAIL
RT7NH>THEE-7H?
BEDNT X

MAZ—=H—X&E
23568






item/image/kuchie-001.jpg
L I CERS AL
L .

3 U D /





item/image/toc-001.jpg





item/image/p053.jpg





item/image/p173.jpg





item/image/m010.jpg
O HMD 1OHh NINEE





item/image/m011.jpg
U

T4

Id
j]‘\
L

+ it

1l





item/image/p286.jpg
e /27— bhRie!!

CHEIZFW=EW = DR SR TERA 1041
[Amazon¥7ha—F1000M% 127 LtE/M!

URLSLLIZ = ®RaA—RAF7 AL
NAT—RZANLTZEELEEL,
https://kdq.jp/sneaker

[ ISR —FK:3wdjy |

@IEER

XUREORRIIERORERELOTRAELTIVEEEZET,

KT 2 —MEZEIE VG BRI MREROE (35 1R7) BTALV1EMTY.
XP 7 —NTLEYME BAICE)FERSPLFERRBDPERSNBZEDBVET .
X—EBHISL TORVDRESHYET .

KEF 5 —MIBELTRET 2BERIIBEFHROIRBICLYET,

A=——H—NEND=MIBIRIEIFF!
ESVEE ST EETYETREDY
|
[ @kadokawa ] #g)?&

O e

sneaker

4;'#5
ALINE

@kadokawa
sneaker

EEERT
ﬁu\_mezsv7§5
mﬁzk‘ﬂlxt{/h






item/image/kuchie-004.jpg
RN K 320,250






item/image/p249.jpg





item/image/kuchie-005.jpg
RESEITE ST Ao

— >0t )T HRTTBEL sV 9

.

SN SR SRt
3
+« 5






item/image/kuchie-002.jpg
OV Oval e

S RN > PR

oS TT O O NI A O 0 F T 1 S 0w

!

N FEEHoTHS,

LSNP DR ELS
9 3ZTHRULLLL,

BOEDRLIEVObRBA

BEROBRTHT

XRAEL FTRAERET,
HETHI TGS
[HABDRED I

BEDBEICEDTZ

- BERREH .






item/image/m012.jpg
-8t





item/image/p203.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
Ot T O AT
=Ry o |

BEDIFRAAM T
S

FE—AEL,

AL oBREF—TVICLTOT,
BELALRIC
BHEVBLL,






